
が
、選
考
方
法
を
一
部
見
直
し

が
、選
考
方
法
を
一
部
見
直
し

た
結
果
、日
本
文
学
科

た
結
果
、日
本
文
学
科
2626
％
増
、

％
増
、

外
国
語
文
化
学
科

外
国
語
文
化
学
科
3939
％
増
、法

％
増
、法

学
部
学
部
8989
％
増
と
多
く
の
学
部
学

％
増
と
多
く
の
学
部
学

科
で
勢
い
を
回
復
し
た
。

科
で
勢
い
を
回
復
し
た
。

学
部
学
科
別
の
分
析

　

文
学
部
は
一
般
入
試
志
願

　

文
学
部
は
一
般
入
試
志
願

者
７
７
３
８
人（
前
年
比
２
％

者
７
７
３
８
人（
前
年
比
２
％

増
）。学
部
と
し
て
は
前
年
並
み

増
）。学
部
と
し
て
は
前
年
並
み

の
志
願
者
数
を
保
っ
た
が
、学

の
志
願
者
数
を
保
っ
た
が
、学

科
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
状
況
も

科
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
状
況
も

見
ら
れ
、明
暗
が
分
か
れ
た
。

見
ら
れ
、明
暗
が
分
か
れ
た
。

　

日
本
文
学
科
は

　

日
本
文
学
科
は
1414
％
増
。
特

％
増
。
特

に
Ｖ
方
式
で

に
Ｖ
方
式
で
2020
％
増
、
Ｂ
・
Ｃ

％
増
、
Ｂ
・
Ｃ

日
程
で

日
程
で
3030
％
以
上
の
増
が
あ
っ

％
以
上
の
増
が
あ
っ

た
。
前
年
度
８
％
減
だ
っ
た
こ

た
。
前
年
度
８
％
減
だ
っ
た
こ

と
に
よ
る
隔
年
現
象
と
も
見
ら

と
に
よ
る
隔
年
現
象
と
も
見
ら

れ
る
が
、
安
定
し
て
４
倍
以
上

れ
る
が
、
安
定
し
て
４
倍
以
上

の
倍
率
を
維
持
し
て
い
る
。

の
倍
率
を
維
持
し
て
い
る
。

　

中
国
文
学
科
は

　

中
国
文
学
科
は
8383
％
増
。
特

％
増
。
特

に
Ｖ
方
式
で
は
１
５
４
％
増
と

に
Ｖ
方
式
で
は
１
５
４
％
増
と

大
き
く
増
や
し
た
。
国
際
情
勢

大
き
く
増
や
し
た
。
国
際
情
勢

の
影
響
を
受
け
、
中
国
関
連
の

の
影
響
を
受
け
、
中
国
関
連
の

学
科
は
他
大
学
で
も
過
去

学
科
は
他
大
学
で
も
過
去
1010
年

以
上
逆
風
が
続
い
て
い
た
が
、

以
上
逆
風
が
続
い
て
い
た
が
、

今
年
は
全
国
的
に
回
復
の
傾
向

今
年
は
全
国
的
に
回
復
の
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
今
後
も
こ
の
規

が
見
ら
れ
る
。
今
後
も
こ
の
規

模
の
志
願
者
を
確
保
し
、
倍
率

模
の
志
願
者
を
確
保
し
、
倍
率

３
倍
以
上
を
維
持
し
て
い
き
た

３
倍
以
上
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
だ
。

い
と
こ
ろ
だ
。

　

外
国
語
文
化
学
科
は

　

外
国
語
文
化
学
科
は
1313
％

減
。
特
に
Ｖ
方
式
で

減
。
特
に
Ｖ
方
式
で
4545
％
減
、

％
減
、

Ａ
特
色
で

Ａ
特
色
で
5050
％
減
な
ど
大
き
く

％
減
な
ど
大
き
く

落
ち
込
ん
で
お
り
、
倍
率
も
Ｖ

落
ち
込
ん
で
お
り
、
倍
率
も
Ｖ

・
Ａ
で
３
倍
を
下
回
る
結
果
と

・
Ａ
で
３
倍
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

な
っ
た
。
2525
年
度
に
も
Ｂ
日
程

年
度
に
も
Ｂ
日
程

で
２
・
３
倍
と
な
る
な
ど
、
こ

で
２
・
３
倍
と
な
る
な
ど
、
こ

こ
数
年
増
減
の
幅
が
大
き
く
、

こ
数
年
増
減
の
幅
が
大
き
く
、

学
科
と
し
て
の
戦
略
を
見
直
す

学
科
と
し
て
の
戦
略
を
見
直
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。

　

史
学
科
も

　

史
学
科
も
1111
％
減
で
や
や
厳

％
減
で
や
や
厳

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
こ
４

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
こ
４

年
に
わ
た
っ
て
２
８
０
０
人
を

年
に
わ
た
っ
て
２
８
０
０
人
を

超
え
る
志
願
者
数
を
維
持
し
て

超
え
る
志
願
者
数
を
維
持
し
て

き
た
が
、
今
年
は
高
倍
率
が
敬

き
た
が
、
今
年
は
高
倍
率
が
敬

遠
さ
れ
頭
打
ち
の
数
字
と
な
っ

遠
さ
れ
頭
打
ち
の
数
字
と
な
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
ブ
ー

た
。
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
ブ
ー

ム
」
が
後
退
し
つ
つ
あ
る
可
能

ム
」
が
後
退
し
つ
つ
あ
る
可
能

性
も
あ
る
。

性
も
あ
る
。

　

哲
学
科
は
９
％
増
。
倍
率
も

　

哲
学
科
は
９
％
増
。
倍
率
も

４
倍
台
を
維
持
し
回
復
基
調
に

４
倍
台
を
維
持
し
回
復
基
調
に

あ
る
。

あ
る
。
2626
年
度
年
度
2121
％
減
に
よ
る

％
減
に
よ
る

隔
年
現
象
と
も
言
え
る
が
、

隔
年
現
象
と
も
言
え
る
が
、
2323

・
2424
年
度
の
志
願
者
８
０
０
人

年
度
の
志
願
者
８
０
０
人

以
上
い
た
水
準
に
は
戻
っ
て
い

以
上
い
た
水
準
に
は
戻
っ
て
い

な
い
。
教
員
の
世
代
が
変
わ
る

な
い
。
教
員
の
世
代
が
変
わ
る

な
か
で
新
た
な
魅
力
を
発
信
し

な
か
で
新
た
な
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

神
道
文
化
学
部
は
６
６
２
人

　

神
道
文
化
学
部
は
６
６
２
人

（
前
年
比

（
前
年
比
1010
％
減
）
で
や
や
志

％
減
）
で
や
や
志

願
者
を
減
ら
し
た
が
、

願
者
を
減
ら
し
た
が
、
2626
年
度
年
度

７
％
増
を
受
け
て
の
隔
年
現
象

７
％
増
を
受
け
て
の
隔
年
現
象

と
も
言
え
、
平
年
並
み
に
戻
っ

と
も
言
え
、
平
年
並
み
に
戻
っ

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
神

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
神

道
・
宗
教
特
別
選
考
は
、
神
職

道
・
宗
教
特
別
選
考
は
、
神
職

子
女
奨
学
金
制
度
の
効
果
も
あ

子
女
奨
学
金
制
度
の
効
果
も
あ

り
、
志
願
者

り
、
志
願
者
7676
人
（
人
（
5555
％
増
）

％
増
）

と
大
幅
な
伸
び
を
見
せ
た
。

と
大
幅
な
伸
び
を
見
せ
た
。

　

法
学
部
は
４
４
４
２
人
（
前

　

法
学
部
は
４
４
４
２
人
（
前

年
比
年
比
3131
％
増
）。
専
攻
別
に
見

％
増
）。
専
攻
別
に
見

る
と
、
法
律
専
攻

る
と
、
法
律
専
攻
4141
％
増
、
法

％
増
、
法

別
に
見
る
と
、
初
等
教
育
学
科

別
に
見
る
と
、
初
等
教
育
学
科

６
％
減
、
健
康
体
育
学
科
４
％

６
％
減
、
健
康
体
育
学
科
４
％

減
、
子
ど
も
支
援
学
科

減
、
子
ど
も
支
援
学
科
1111
％
増
％
増

と
な
っ
た
。
Ａ
得
意
で
初
等
教

と
な
っ
た
。
Ａ
得
意
で
初
等
教

育
学
科
が

育
学
科
が
3434
％
減
と
な
る
な
ど

％
減
と
な
る
な
ど

一
部
に
大
き
な
増
減
も
見
ら
れ

一
部
に
大
き
な
増
減
も
見
ら
れ

た
が
、
全
体
と
し
て
は
こ
こ
数

た
が
、
全
体
と
し
て
は
こ
こ
数

年
比
較
的
安
定
し
た
志
願
者
数

年
比
較
的
安
定
し
た
志
願
者
数

を
維
持
し
て
い
る
。
子
ど
も
支

を
維
持
し
て
い
る
。
子
ど
も
支

援
学
科
は
、
設
立
３
年
目
を
迎

援
学
科
は
、
設
立
３
年
目
を
迎

え
、
順
調
に
入
学
者
を
確
保
し

え
、
順
調
に
入
学
者
を
確
保
し

て
き
て
い
る
。

て
き
て
い
る
。

次
年
度
に
向
け
て

　

平
成

　

平
成
2828
年
度
入
試
で
は
、
文

年
度
入
試
で
は
、
文

部
科
学
省
よ
り
、
教
育
環
境
改

部
科
学
省
よ
り
、
教
育
環
境
改

善
と
地
方
再
生
を
進
め
る
た

善
と
地
方
再
生
を
進
め
る
た

め
、
首
都
圏
・
関
西
圏
な
ど
都

め
、
首
都
圏
・
関
西
圏
な
ど
都

市
部
の
大
規
模
大
学
に
対
す
る

市
部
の
大
規
模
大
学
に
対
す
る

入
学
者
数
の
抑
制
方
針
が
決
定

入
学
者
数
の
抑
制
方
針
が
決
定

し
た
。
首
都
圏
の
私
立
大
学
を

し
た
。
首
都
圏
の
私
立
大
学
を

中
心
に
大
き
な
変
動
が
予
想
さ

中
心
に
大
き
な
変
動
が
予
想
さ

れ
る
。
本
学
で
は
、
健
康
体
育

れ
る
。
本
学
で
は
、
健
康
体
育

学
科
の
入
学
定
員

学
科
の
入
学
定
員
3030
人
増
（
認

人
増
（
認

可
申
請
中
）、
Ｃ
日
程
の
廃
止

可
申
請
中
）、
Ｃ
日
程
の
廃
止

と
Ｖ
方
式
Ⅱ
期
の
導
入
、
法
学

と
Ｖ
方
式
Ⅱ
期
の
導
入
、
法
学

部
特
別
選
考
の
実
施
な
ど
、
次

部
特
別
選
考
の
実
施
な
ど
、
次

年
度
に
向
け
た
新
し
い
施
策
を

年
度
に
向
け
た
新
し
い
施
策
を

す
で
に
決
定
し
て
い
る
（
２
面

す
で
に
決
定
し
て
い
る
（
２
面

参
照
）。
一
般
入
試
志
願
者
数

参
照
）。
一
般
入
試
志
願
者
数

２
万
人
台
を
維
持
し
、
よ
り
高

２
万
人
台
を
維
持
し
、
よ
り
高

い
志
向
性
と
学
力
を
も
っ
た
入

い
志
向
性
と
学
力
を
も
っ
た
入

学
者
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

学
者
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、

本
学
の
魅
力
と
実
力
を
今
ま
で

本
学
の
魅
力
と
実
力
を
今
ま
で

以
上
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

以
上
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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世
界
で
最
も
美
し
い

世
界
で
最
も
美
し
い

遺
跡
と
言
わ
れ
る
大

遺
跡
と
言
わ
れ
る
大

シ
リ
ア
砂
漠
の
「
パ

シ
リ
ア
砂
漠
の
「
パ

ル
ミ
ラ
遺
跡
」
が
、

ル
ミ
ラ
遺
跡
」
が
、

存
亡
の
危
機
に
瀕
し

存
亡
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。
５
月
下

て
い
る
。
５
月
下

旬
、
イ
ス
ラ
ム
国
を

旬
、
イ
ス
ラ
ム
国
を

称
す
る
勢
力
に
占
拠

称
す
る
勢
力
に
占
拠

さ
れ
た
報
が
、
世
界

さ
れ
た
報
が
、
世
界

を
驚
愕
さ
せ
た
▼
イ
ス
ラ
ム

を
驚
愕
さ
せ
た
▼
イ
ス
ラ
ム

国
は
、
イ
ラ
ク
・
ア
ッ
シ
リ

国
は
、
イ
ラ
ク
・
ア
ッ
シ
リ

ア
帝
国
の
古
都
「
ニ
ム
ル

ア
帝
国
の
古
都
「
ニ
ム
ル

ド
」
等
を
破
壊
し
、
そ
の
魔

ド
」
等
を
破
壊
し
、
そ
の
魔

の
手
は
パ
ル
ミ
ラ
遺
跡
に
ま

の
手
は
パ
ル
ミ
ラ
遺
跡
に
ま

で
伸
び
た
。
平
成

で
伸
び
た
。
平
成
1313
年
、
イ

年
、
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
武
装
集
団

ス
ラ
ム
原
理
主
義
武
装
集
団

タ
リ
バ
ン
が
崩
壊
さ
せ
た
バ

タ
リ
バ
ン
が
崩
壊
さ
せ
た
バ

ー
ミ
ヤ
ン
磨
崖
仏
を
彷
彿
さ

ー
ミ
ヤ
ン
磨
崖
仏
を
彷
彿
さ

せ
、
心
配
を
増
長
す
る
▼
文

せ
、
心
配
を
増
長
す
る
▼
文

化
財
の
危
機
は
、
政
情
不
安

化
財
の
危
機
は
、
政
情
不
安

な
中
近
東
に
限
ら
な
い
。
我

な
中
近
東
に
限
ら
な
い
。
我

が
国
日
本
で
も
ご
本
尊
の
存

が
国
日
本
で
も
ご
本
尊
の
存

続
の
懸
念
か
ら
、
本
物
を
博

続
の
懸
念
か
ら
、
本
物
を
博

物
館
に
移
管
し
、
寺
院
に
レ

物
館
に
移
管
し
、
寺
院
に
レ

プ
リ
カ
を
安
置
し
た
と
の
報

プ
リ
カ
を
安
置
し
た
と
の
報

道
も
あ
る
（
朝
日
新
聞
６
月

道
も
あ
る
（
朝
日
新
聞
６
月

３
日
朝
刊
）。
本
来
信
仰
の

３
日
朝
刊
）。
本
来
信
仰
の

対
象
で
あ
る
が
、
地
域
の
過

対
象
で
あ
る
が
、
地
域
の
過

疎
化
・
高
齢
化
に
伴
い
仏
像

疎
化
・
高
齢
化
に
伴
い
仏
像

が
維
持
で
き
な
い
そ
う
だ
▼

が
維
持
で
き
な
い
そ
う
だ
▼

瀬
戸
内
寂
聴
は
、
本
来
仏
像

瀬
戸
内
寂
聴
は
、
本
来
仏
像

は
寺
院
で
拝
観
す
る
も
の
と

は
寺
院
で
拝
観
す
る
も
の
と

い
う
。
そ
の
言
は
当
然
で
あ

い
う
。
そ
の
言
は
当
然
で
あ

り
、
寺
院
の
信
仰
対
象
で
も

り
、
寺
院
の
信
仰
対
象
で
も

あ
る
仏
像
は
そ
の
地
に
あ
っ

あ
る
仏
像
は
そ
の
地
に
あ
っ

て
意
義
も
あ
ろ
う
が
、
盗
難

て
意
義
も
あ
ろ
う
が
、
盗
難

や
破
壊
の
危
機
に
あ
っ
て
は

や
破
壊
の
危
機
に
あ
っ
て
は

そ
う
も
言
え
な
く
な
る
▼
本

そ
う
も
言
え
な
く
な
る
▼
本

学
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い

学
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
狛
犬
も
、
そ
の
昔
い
ず
こ

る
狛
犬
も
、
そ
の
昔
い
ず
こ

か
の
神
社
を
守
っ
て
い
た
こ

か
の
神
社
を
守
っ
て
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
迫

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
迫

力
は
、
博
物
館
に
あ
っ
て
も

力
は
、
博
物
館
に
あ
っ
て
も

観
る
も
の
を
圧
巻
す
る
。
文

観
る
も
の
を
圧
巻
す
る
。
文

化
財
と
し
て
の
存
在
感
は
、

化
財
と
し
て
の
存
在
感
は
、

博
物
館
で
あ
っ
て
も
損
な
わ

博
物
館
で
あ
っ
て
も
損
な
わ

れ
る
も
の
で
は
な
い
▼
王
宮

れ
る
も
の
で
は
な
い
▼
王
宮

を
飾
っ
た
装
飾
も
、
今
は
人

を
飾
っ
た
装
飾
も
、
今
は
人

類
の
遺
産
と
な
る
。
か
つ
て

類
の
遺
産
と
な
る
。
か
つ
て

の
王
朝
は
滅
亡
し
て
も
、
歴

の
王
朝
は
滅
亡
し
て
も
、
歴

史
の
証
人
と
し
て
後
世
の
我

史
の
証
人
と
し
て
後
世
の
我

々
に
そ
の
意
義
を
唱
え
る
力

々
に
そ
の
意
義
を
唱
え
る
力

を
持
つ
。
か
の
地
の
遺
跡

を
持
つ
。
か
の
地
の
遺
跡

も
、
存
続
す
る
こ
と
を
祈
念

も
、
存
続
す
る
こ
と
を
祈
念

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

６月平成27年

水
無
月
の

水
無
月
の
望モ

チ
モ
チ

の
夜ヨ

。

　

月
は
冴
え
〳
〵
て
、

　

月
は
冴
え
〳
〵
て
、

　

う
つ
る
隈
な
し
―
。

　

う
つ
る
隈
な
し
―
。

　
　

地
に
を
ど
る
も
の

　
　

地
に
を
ど
る
も
の

 

（「
水
の
上
」
）

（「
水
の
上
」
）

 

釈　

迢
空

「
川
祭
り 

戲
歌
」

祭　

儀

▽
大
祓
（
夏
越
の
祓
）

▽
大
祓
（
夏
越
の
祓
）

　

６
月

　

６
月
3030
日（
火
）午
後
４
時　

神
殿
前
庭

日（
火
）午
後
４
時　

神
殿
前
庭

▽
月
次
祭

▽
月
次
祭

　

７
月
１
日（
水
）午
前

　

７
月
１
日（
水
）午
前
1010
時　

神
殿

時　

神
殿

ダウンロードと使い方

左のマークの付いた
写真などにスマホを
かざしてみましょう

QRコードを読み込める機

種では右のQRコードから

メディアトリガーplus の

アプリを入手できます。

アプリを
ダウンロード
（無料）

連動中

❶iPhone は「App Store」、
Andoroid 端末は「Google play」
を開き「メディアトリガープラス」
で検索。
❷検索結果から「メディアトリガー
plus」を選択しインストールしてく
ださい。
❸アプリを起動。「サービス」のタ
ブを開き、コンテンツの一覧から「Media T+ Campus」をタップ
するとカメラモードになります。
❹「かざす」ボタンを押しマークのついた画像にかざすと、動画なのど
が再生されます。

ご利用端末について
◇iOS7以上を搭載した iPhone、iPad およびAndroid OS4.0 以上を搭載
したAndroid 端末に対応しています（一部対応していない端末もあります）。
◇ダウンロードは無料ですが、通信に費用がかかる場合があります。
◇通信環境によって、写真にかざした後、コンテンツが再生されるまでに
時間がかかる場合があります。

律
専
門
職
専
攻
６
％
増
、
政
治

律
専
門
職
専
攻
６
％
増
、
政
治

専
攻
８
％
増
と
、
全
専
攻
で
志

専
攻
８
％
増
と
、
全
専
攻
で
志

願
者
を
増
や
し
た
。
公
務
員
離

願
者
を
増
や
し
た
。
公
務
員
離

れ
や
司
法
改
革
の
混
乱
か
ら
全

れ
や
司
法
改
革
の
混
乱
か
ら
全

国
的
な
法
学
部
不
人
気
が
続
い

国
的
な
法
学
部
不
人
気
が
続
い

て
い
た
が
、
今
年
は
大
幅
な
回

て
い
た
が
、
今
年
は
大
幅
な
回

復
と
な
っ
た
。
法
律
専
門
職
専

復
と
な
っ
た
。
法
律
専
門
職
専

攻
・
政
治
専
攻
で
全
日
程
募
集

攻
・
政
治
専
攻
で
全
日
程
募
集

実
施
に
踏
み
切
り
新
規
実
施
の

実
施
に
踏
み
切
り
新
規
実
施
の

入
試
制
度
だ
け
で
、
１
８
１
人

入
試
制
度
だ
け
で
、
１
８
１
人

の
純
増
を
実
現
さ
せ
た
ほ
か
、

の
純
増
を
実
現
さ
せ
た
ほ
か
、

き
め
こ
ま
か
な
教
育
実
践
の
成

き
め
こ
ま
か
な
教
育
実
践
の
成

果
を
積
極
的
に
広
報
し
た
こ
と

果
を
積
極
的
に
広
報
し
た
こ
と

も
評
価
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

も
評
価
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

経
済
学
部
は
４
７
６
９
人

　

経
済
学
部
は
４
７
６
９
人

（
前
年
比
４
％
増
）。
学
科
別

（
前
年
比
４
％
増
）。
学
科
別

に
見
る
と
、
経
済
学
科
は
８
％

に
見
る
と
、
経
済
学
科
は
８
％

減
。
こ
こ
数
年
は
２
２
０
０
人

減
。
こ
こ
数
年
は
２
２
０
０
人

前
後
で
比
較
的
安
定
し
て
い

前
後
で
比
較
的
安
定
し
て
い

る
。
経
営
学
科
は

る
。
経
営
学
科
は
3131
％
増
と
な

％
増
と
な

っ
た
が
、

っ
た
が
、
2525
年
度
６
％
増
、

年
度
６
％
増
、
2626

年
度
年
度
2727
％
減
と
隔
年
現
象
が
観

％
減
と
隔
年
現
象
が
観

察
さ
れ
る
。
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー

察
さ
れ
る
。
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
学
科
は
７
％
減
。

キ
ン
グ
学
科
は
７
％
減
。
2525
年

度
に
１
０
０
０
人
を
下
回
っ
て

度
に
１
０
０
０
人
を
下
回
っ
て

か
ら
８
０
０
人
台
の
志
願
者
数

か
ら
８
０
０
人
台
の
志
願
者
数

が
続
い
て
い
る
。
３
学
科
の
中

が
続
い
て
い
る
。
３
学
科
の
中

で
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学

で
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学

科
が
最
も
苦
戦
し
て
お
り
、
同

科
が
最
も
苦
戦
し
て
お
り
、
同

じ
入
学
定
員
の
経
営
学
科
に
比

じ
入
学
定
員
の
経
営
学
科
に
比

べ
志
願
者
が
半
数
以
下
に
落
ち

べ
志
願
者
が
半
数
以
下
に
落
ち

込
ん
だ
。

込
ん
だ
。

　

人
間
開
発
学
部
は
２
８
６
４

　

人
間
開
発
学
部
は
２
８
６
４

人
（
前
年
比
２
％
減
）。
学
科

人
（
前
年
比
２
％
減
）。
学
科

　

４
月

　

４
月
3030
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
体
育
館
跡
地
に
建
設
が
進

ス
の
体
育
館
跡
地
に
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
た
複
合
施
設
「
１

め
ら
れ
て
い
た
複
合
施
設
「
１

３
０
周
年
記
念
５
号
館
」
が
竣

３
０
周
年
記
念
５
号
館
」
が
竣

工
し
た
。

工
し
た
。

　

建
設
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

建
設
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
次
再
開
発
事
業
計
画
に
基

第
２
次
再
開
発
事
業
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の

づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の

で
、
平
成

で
、
平
成
2525
年
３
月
の
体
育
館

年
３
月
の
体
育
館

解
体
か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成

解
体
か
ら
は
じ
ま
り
、
平
成
2727

年
４
月

年
４
月
2727
日
の
竣
工
祭
に
い
た

日
の
竣
工
祭
に
い
た

る
ま
で
約
２
年
の
工
期
を
経

る
ま
で
約
２
年
の
工
期
を
経

て
、
地
上
３
階
地
下
１
階
建
て

て
、
地
上
３
階
地
下
１
階
建
て

の
建
物
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

の
建
物
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

新
施
設
は
、
１
階
に
バ
ス
ケ

　

新
施
設
は
、
１
階
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
が
可
能
な
体
育
館
ア
リ
ー

競
技
が
可
能
な
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
や
更
衣
室
な
ど
の
付
帯
施
設

ナ
や
更
衣
室
な
ど
の
付
帯
施
設

の
ほ
か
、
２
０
０
人
程
度
の
イ

の
ほ
か
、
２
０
０
人
程
度
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
が
で
き
る
半
屋
外

ベ
ン
ト
開
催
が
で
き
る
半
屋
外

型
の
ピ
ロ
テ
ィ
を
設
置
。
２
階

型
の
ピ
ロ
テ
ィ
を
設
置
。
２
階

は
約
２
５
０
人
収
容
可
能
な
大

は
約
２
５
０
人
収
容
可
能
な
大

教
室
が
２
室
、
３
階
は
剣
道
や

教
室
が
２
室
、
３
階
は
剣
道
や

柔
道
の
競
技
に
対
応
で
き
る
多

柔
道
の
競
技
に
対
応
で
き
る
多

目
的
フ
ロ
ア
と
、
１
６
０
人
収

目
的
フ
ロ
ア
と
、
１
６
０
人
収

容
の
中
教
室
２
室
が
完
備
さ
れ

容
の
中
教
室
２
室
が
完
備
さ
れ

た
。
各
施
設
と
も
防
音
設
備
を

た
。
各
施
設
と
も
防
音
設
備
を

は
じ
め
随
所
に
最
新
の
技
術
が

は
じ
め
随
所
に
最
新
の
技
術
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

採
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
初
め
て

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
初
め
て

と
な
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
調
で
設

と
な
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
調
で
設

え
た
屋
上
テ
ラ
ス
や
、
外
構
部

え
た
屋
上
テ
ラ
ス
や
、
外
構
部

に
は
に
は
東

あ
ず
ま

あ
ず
ま

屋や

と
水す

い
す
い

琴き
ん
き
ん

窟く
つ
く
つ

が
配
置
さ

が
配
置
さ

れ
る
な
ど
、
集
い
の
場
と
し
て

れ
る
な
ど
、
集
い
の
場
と
し
て

の
機
能
も
有
し
て
い
る
。
特
徴

の
機
能
も
有
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
の
は
道
路
に
面
し
た
教
室

的
な
の
は
道
路
に
面
し
た
教
室

で
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
構
造
に

で
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
構
造
に

よ
っ
て
、
自
然
採
光
が
室
内
を

よ
っ
て
、
自
然
採
光
が
室
内
を

一
層
明
る
く
照
ら
す
だ
け
で
な

一
層
明
る
く
照
ら
す
だ
け
で
な

く
、
屋
外
か
ら
は
授
業
に
臨
む

く
、
屋
外
か
ら
は
授
業
に
臨
む

在
学
生
の
姿
が
常
に
視
野
に
入

在
学
生
の
姿
が
常
に
視
野
に
入

る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

お
け
る
「
学
び
の
空
気
感
」
を

お
け
る
「
学
び
の
空
気
感
」
を

強
く
作
り
出
す
効
果
を
も
た
ら

強
く
作
り
出
す
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

５
月
９
日
か
ら
供
用
が
始
ま

　

５
月
９
日
か
ら
供
用
が
始
ま

っ
た
同
施
設
は
、
在
学
生
の
利

っ
た
同
施
設
は
、
在
学
生
の
利

用
目
的
だ
け
で
な
く
、
平
成

用
目
的
だ
け
で
な
く
、
平
成
3232

年
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

年
開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時

に
、
各
国
・
各
種
競
技
の
公
式

に
、
各
国
・
各
種
競
技
の
公
式

練
習
場
と
し
て
の
提
供
を
意
識

練
習
場
と
し
て
の
提
供
を
意
識

し
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
将

し
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
将

来
に
向
け
て
さ
ら
に
利
用
価
値

来
に
向
け
て
さ
ら
に
利
用
価
値

の
向
上
が
期
待
で
き
る
新
た
な

の
向
上
が
期
待
で
き
る
新
た
な

施
設
が
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加

施
設
が
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加

わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

志
願
者
数
２
万
人
台
を
回
復

　
　
　
　

平
成
平
成
2727
年
度
入
試

年
度
入
試

28
年
度
か
ら
学
生
募
集
停
止

法
科
大
学
院

入
試
制
度
別
の
傾
向

　

Ｖ
方
式
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

　

Ｖ
方
式
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

は
志
願
者
５
９
９
１
人（
前
年

は
志
願
者
５
９
９
１
人（
前
年

比
1313
％
増
）。

％
増
）。2525
年
度
に
大
き
く

年
度
に
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
が
、そ
の
後
２
年

落
ち
込
ん
だ
が
、そ
の
後
２
年

連
続
で
順
調
に
増
加
し
て
い

連
続
で
順
調
に
増
加
し
て
い

る
。Ａ
日
程
は
３
日
間
全
体
で

る
。Ａ
日
程
は
３
日
間
全
体
で

１
万
１
０
３
７
人（
前
年
比
２

１
万
１
０
３
７
人（
前
年
比
２

％
増
）。内
訳
を
見
る
と
、１
日

％
増
）。内
訳
を
見
る
と
、１
日

目
・
３
教
科
型（
以
下
、Ａ
３
教

目
・
３
教
科
型（
以
下
、Ａ
３
教

科
）７
％
減
、２
日
目
・
得
意
科

科
）７
％
減
、２
日
目
・
得
意
科

目
重
視
型（
以
下
、Ａ
得
意
）１

目
重
視
型（
以
下
、Ａ
得
意
）１

％
減
、３
日
目
・
学
部
学
科
特
色

％
減
、３
日
目
・
学
部
学
科
特
色

型（
以
下
、Ａ
特
色
）

型（
以
下
、Ａ
特
色
）5050
％
増
と

％
増
と

な
り
、Ａ
３
教
科
、Ａ
得
意
は
や

な
り
、Ａ
３
教
科
、Ａ
得
意
は
や

や
減
、Ａ
特
色
は
大
幅
増
と
な

や
減
、Ａ
特
色
は
大
幅
増
と
な

っ
た
。今
般
の
Ａ
日
程
改
革
で

っ
た
。今
般
の
Ａ
日
程
改
革
で

意
図
し
た
と
お
り
、Ａ
３
教
科
、

意
図
し
た
と
お
り
、Ａ
３
教
科
、

Ａ
得
意
に
集
中
し
て
い
た
志
願

Ａ
得
意
に
集
中
し
て
い
た
志
願

者
を
Ａ
特
色
に
導
く
こ
と
が
で

者
を
Ａ
特
色
に
導
く
こ
と
が
で

き
た
。他
大
学
に
先
駆
け
て
導

き
た
。他
大
学
に
先
駆
け
て
導

入
し
た
ウ
ェ
ブ
出
願
や
併
願
に

入
し
た
ウ
ェ
ブ
出
願
や
併
願
に

よ
る
入
学
検
定
料
減
免
の
効
果

よ
る
入
学
検
定
料
減
免
の
効
果

も
あ
り
、Ｂ
・
Ｃ
日
程
も
そ
れ
ぞ

も
あ
り
、Ｂ
・
Ｃ
日
程
も
そ
れ
ぞ

れ
1414
％
増
、８
％
増
と
順
調
に

％
増
、８
％
増
と
順
調
に

伸
び
、一
般
入
試
全
体
で
は
２

伸
び
、一
般
入
試
全
体
で
は
２

０
４
７
５
人（
前
年
比
７
％
増
）

０
４
７
５
人（
前
年
比
７
％
増
）

と
平
成

と
平
成
2525
年
度
以
来
、志
願
者

年
度
以
来
、志
願
者

２
万
人
台
を
回
復
し
た
。

２
万
人
台
を
回
復
し
た
。

　

推
薦
系
入
試
で
は
、公
募
制

　

推
薦
系
入
試
で
は
、公
募
制

自
己
推
薦
Ａ
Ｏ
型（
以
下
Ａ
Ｏ
）

自
己
推
薦
Ａ
Ｏ
型（
以
下
Ａ
Ｏ
）

は
志
願
者
６
０
４
人（
前
年
比

は
志
願
者
６
０
４
人（
前
年
比

1616
％
増
）、指
定
校
制
推
薦
は
入

％
増
）、指
定
校
制
推
薦
は
入

学
者
３
９
１
人（
７
％
増
）、系

学
者
３
９
１
人（
７
％
増
）、系

列
推
薦
・
選
抜
入
学
者
は
同
３

列
推
薦
・
選
抜
入
学
者
は
同
３

２
９
人（

２
９
人（
2020
％
増
）で
あ
っ
た
。

％
増
）で
あ
っ
た
。

Ａ
Ｏ
は
導
入
さ
れ
て

Ａ
Ｏ
は
導
入
さ
れ
て
1010
年
以
上

年
以
上

た
ち
、入
試
状
況
の
変
化
を
受

た
ち
、入
試
状
況
の
変
化
を
受

け
て
、受
験
生
か
ら
近
年
や
や

け
て
、受
験
生
か
ら
近
年
や
や

敬
遠
さ
れ
る
傾
向
も
出
て
い
た

敬
遠
さ
れ
る
傾
向
も
出
て
い
た

　

平
成

　

平
成
2727
年
度
入
試
で
は
、
新
た
に
Ａ
日
程
「
学
部
学
科
特

年
度
入
試
で
は
、
新
た
に
Ａ
日
程
「
学
部
学
科
特

色
型
」
入
試
を
導
入
し
た
。
一
般
入
試
の
大
規
模
な
制
度
変

色
型
」
入
試
を
導
入
し
た
。
一
般
入
試
の
大
規
模
な
制
度
変

更
は
、
平
成

更
は
、
平
成
1919
年
度
に
Ａ
日
程
「
得
意
科
目
重
視
型
」
を
全

年
度
に
Ａ
日
程
「
得
意
科
目
重
視
型
」
を
全

学
に
導
入
し
て
以
来
８
年
ぶ
り
で
、
ま
さ
に
改
革
の
成
果
が

学
に
導
入
し
て
以
来
８
年
ぶ
り
で
、
ま
さ
に
改
革
の
成
果
が

試
さ
れ
る
入
試
と
な
っ
た
。
国
立
大
学
を
中
心
に
「
文
低
理

試
さ
れ
る
入
試
と
な
っ
た
。
国
立
大
学
を
中
心
に
「
文
低
理

高
」
の
傾
向
が
依
然
と
し
て
続
く
中
、
文
系
学
部
か
ら
な
る

高
」
の
傾
向
が
依
然
と
し
て
続
く
中
、
文
系
学
部
か
ら
な
る

本
学
で
は
、
法
学
部
や
中
国
文
学
科
で
志
願
者
数
が
大
幅
増

本
学
で
は
、
法
学
部
や
中
国
文
学
科
で
志
願
者
数
が
大
幅
増

と
な
る
な
ど
、堅
調
に
受
験
生
を
確
保
し
、

と
な
る
な
ど
、堅
調
に
受
験
生
を
確
保
し
、再
び
志
願
者
数
２

再
び
志
願
者
数
２

万
人
台
に
回
復
し
た
。

万
人
台
に
回
復
し
た
。 

（
入
学
試
験
委
員
長　

針
谷
壮
一
）

（
入
学
試
験
委
員
長　

針
谷
壮
一
）

㊤
完
成
し
た
ば
か
り
の
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

㊦
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
調
に
整
備
さ
れ
た
屋
上
テ
ラ
ス

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

1
3
0
周
年
記
念
５
号
館
竣
工

新
時
代
の
教
育
拠
点
へ

　

国
学
院
大
学
は
、
専
門
職
大

　

国
学
院
大
学
は
、
専
門
職
大

学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学

学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学

院
）
の
平
成

院
）
の
平
成
2828
年
度
以
降
の
学

年
度
以
降
の
学

生
募
集
の
停
止
を
決
定
し
た
。

生
募
集
の
停
止
を
決
定
し
た
。

　

本
学
法
科
大
学
院
は
平
成

　

本
学
法
科
大
学
院
は
平
成
1616

年
４
月
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま

年
４
月
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
で
に
3737
人
の
司
法
試
験
合
格
者

人
の
司
法
試
験
合
格
者

を
輩
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、

を
輩
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、

法
科
大
学
院
全
体
を
取
り
巻
く

法
科
大
学
院
全
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
急
激
に
悪
化
し
て
お

環
境
は
、
急
激
に
悪
化
し
て
お

り
、
維
持
・
運
営
す
る
に
は
既

り
、
維
持
・
運
営
す
る
に
は
既

に
限
界
で
あ
る
と
判
断
す
る
に

に
限
界
で
あ
る
と
判
断
す
る
に

至
っ
た
。

至
っ
た
。

　

募
集
停
止
後
も
、
教
育
機
関

　

募
集
停
止
後
も
、
教
育
機
関

と
し
て
の
責
務
を
全
う
す
べ

と
し
て
の
責
務
を
全
う
す
べ

く
、
在
学
生
、
修
了
生
が
不
安

く
、
在
学
生
、
修
了
生
が
不
安

な
く
司
法
試
験
合
格
に
向
け
て

な
く
司
法
試
験
合
格
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
維
持
し
て
い
く
。

を
維
持
し
て
い
く
。
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本
学
で
は
、平
成

本
学
で
は
、平
成
2727
年
度
入
試
に

年
度
入
試
に

て
、Ａ
日
程
学
部
学
科
特
色
型
入
試
の

て
、Ａ
日
程
学
部
学
科
特
色
型
入
試
の

導
入
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
開

導
入
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
開

始
な
ど
、受
験
生
の
利
便
性
向
上
に
つ

始
な
ど
、受
験
生
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
入
試
制
度
改
革
を
行
っ
た
。

な
が
る
入
試
制
度
改
革
を
行
っ
た
。

　

平
成

　

平
成
2828
年
度
入
試
で
は
、
学
科
定

年
度
入
試
で
は
、
学
科
定

員
増
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
入
試
制
度

員
増
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
入
試
制
度

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
主
な
変
更
点

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
主
な
変
更
点

は
次
の
と
お
り
。

は
次
の
と
お
り
。

 

健
康
体
育
学
科
定
員
30
人
増

　

健
康
体
育
学
科
で
は
、
定
員
を

　

健
康
体
育
学
科
で
は
、
定
員
を
3030

人
増
や
し
募
集
を
行
う
。
高
い
就
職

人
増
や
し
募
集
を
行
う
。
高
い
就
職

実
績
を
も
つ
同
学
科
は
、
例
年
多
く

実
績
を
も
つ
同
学
科
は
、
例
年
多
く

の
志
願
者
が
集
ま
る
人
気
学
科
だ
。

の
志
願
者
が
集
ま
る
人
気
学
科
だ
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
受
験
し
や
す

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
受
験
し
や
す

い
入
試
を
実
現
す
る
た
め
、
今
回
、

い
入
試
を
実
現
す
る
た
め
、
今
回
、

定
員
の
増
加
に
踏
み
切
っ
た
。

定
員
の
増
加
に
踏
み
切
っ
た
。

 

Ｖ
方
式（
Ⅱ
期
）を
新
規
実
施

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績

と
本
学
試
験
の
成
績
を
併
用
し
た
Ｃ

と
本
学
試
験
の
成
績
を
併
用
し
た
Ｃ

日
程
入
試
を
廃
止
。
大
学
入
試
セ
ン

日
程
入
試
を
廃
止
。
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
型
に
特
化
し
た
Ｖ
方

タ
ー
試
験
利
用
型
に
特
化
し
た
Ｖ
方

式
（
Ⅱ
期
）
を
新
た
に
実
施
す
る
。

式
（
Ⅱ
期
）
を
新
た
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
法
学
部
と
経
済
学
部
で
は
、

ま
た
、
法
学
部
と
経
済
学
部
で
は
、

３
教
科
型
と
２
教
科
型
の
２
方
式
を

３
教
科
型
と
２
教
科
型
の
２
方
式
を

採
用
す
る
。

採
用
す
る
。

 

経
済
学
部
内
併
願
制
度
の
導
入

　

Ａ
日
程
学
部
学
科
特
色
型
入
試
で

　

Ａ
日
程
学
部
学
科
特
色
型
入
試
で

は
、
経
済
学
部
に
限
り
、
学
部
内
併

は
、
経
済
学
部
に
限
り
、
学
部
内
併

願
が
可
能
と
な
る
。
以
前
よ
り
同
学

願
が
可
能
と
な
る
。
以
前
よ
り
同
学

部
で
は
、
学
科
の
垣
根
を
越
え
た
横

部
で
は
、
学
科
の
垣
根
を
越
え
た
横

断
的
な
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
し

断
的
な
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
行
の
入
試
で
は
、
受
験
の

か
し
、
現
行
の
入
試
で
は
、
受
験
の

段
階
で
特
定
の
学
科
を
選
択
す
る
必

段
階
で
特
定
の
学
科
を
選
択
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
併
願
が
可

要
が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
併
願
が
可

能
と
な
り
、
学
科
選
択
に
悩
む
こ
と

能
と
な
り
、
学
科
選
択
に
悩
む
こ
と

な
く
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
く
出
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

法
学
部
特
別
選
考
の
実
施

　

法
学
部
で
は
、
Ｖ
方
式
（
Ⅰ
期
）

　

法
学
部
で
は
、
Ｖ
方
式
（
Ⅰ
期
）

と
Ａ
日
程
入
試
の
学
力
試
験
の
成
績

と
Ａ
日
程
入
試
の
学
力
試
験
の
成
績

に
加
え
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
調

に
加
え
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
調

査
書
に
よ
っ
て
合
否
判
定
を
行
う
特

査
書
に
よ
っ
て
合
否
判
定
を
行
う
特

別
選
考
を
導
入
す
る
。
学
力
に
加

別
選
考
を
導
入
す
る
。
学
力
に
加

え
、
法
律
を
学
ぶ
強
い
志
向
性
を
持

え
、
法
律
を
学
ぶ
強
い
志
向
性
を
持

っ
た
受
験
生
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目

っ
た
受
験
生
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
入
試
制
度
で
、
受
験
生

的
と
し
た
入
試
制
度
で
、
受
験
生

は
、
学
力
試
験
の
み
で
判
定
す
る
従

は
、
学
力
試
験
の
み
で
判
定
す
る
従

来
型
の
試
験
と
、
特
別
選
考
の
い
ず

来
型
の
試
験
と
、
特
別
選
考
の
い
ず

れ
も
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
も
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成27年度 一般入学試験結果
学部 学科 コース 入試制度 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総数 現役内数 総数 現役内数 総数 現役内数

文
学
部

日本文学科

V方式 30 926 （571） 760 （508） 926 （571） 760 （508） 257 （162） 204 （142）

A日程
３教科型

70
766 （448） 622 （392） 749 （440） 613 （386） 182 （105） 144 （89）

得意科目重視型 518 （316） 427 （278） 509 （313） 421 （275） 110 （76） 91 （67）
学部学科特色型 285 （183） 242 （165） 275 （176） 234 （159） 52 （34） 45 （31）
B日程 25 488 （283） 388 （241） 427 （244） 339 （207） 48 （34） 41 （31）
C日程 15 148 （83） 104 （60） 137 （78） 98 （56） 15 （10） 9 （5）
［合計］ 140 3,131（1,884） 2,543（1,644） 3,023（1,822） 2,465（1,591） 664 （421） 534 （365）

中国文学科

V方式 4 201 （101） 142 （81） 201 （101） 142 （81） 42 （25） 27 （20）

A日程
３教科型

20
63 （32） 48 （27） 59 （30） 47 （27） 21 （10） 18 （10）

得意科目重視型 60 （29） 47 （25） 58 （28） 46 （24） 20 （10） 15 （8）
学部学科特色型 37 （18） 24 （12） 36 （17） 24 （12） 10 （5） 6 （2）
B日程 6 62 （32） 42 （23） 54 （29） 37 （21） 11 （9） 8 （8）
C日程 5 8 （2） 5 （2） 7 （2） 4 （2） 1 （1） 1 （1）
［合計］ 35 431 （214） 308 （170） 415 （207） 300 （167） 105 （60） 75 （49）

外国語文化学科

V方式 14 194 （112） 156 （98） 194 （112） 156 （98） 71 （43） 56 （37）

A日程
３教科型

40
269 （157） 216 （142） 266 （157） 215 （142） 100 （60） 72 （50）

得意科目重視型 199 （103） 171 （89） 191 （100） 165 （86） 56 （24） 49 （20）
学部学科特色型 50 （28） 44 （27） 48 （27） 43 （26） 17 （10） 15 （9）
B日程 10 171 （94） 135 （80） 147 （81） 117 （70） 16 （10） 10 （9）
C日程 8 132 （69） 87 （50） 128 （67） 85 （48） 8 （4） 7 （4）
［合計］ 72 1,015 （563） 809 （486） 974 （544） 781 （470） 268 （151） 209 （129）

史学科

V方式 20 673 （265） 566 （243） 673 （265） 566 （243） 168 （71） 139 （62）

A日程
３教科型

70
738 （287） 607 （263） 725 （285） 602 （262） 182 （72） 150 （64）

得意科目重視型 557 （194） 470 （177） 546 （191） 464 （175） 125 （37） 108 （34）
学部学科特色型 250 （81） 208 （71） 244 （77） 204 （68） 52 （21） 46 （17）
B日程 22 221 （72） 185 （65） 177 （57） 151 （52） 58 （15） 48 （15）
C日程 14 86 （26） 63 （23） 80 （25） 59 （22） 14 （5） 9 （4）
［合計］ 126 2,525 （925） 2,099 （842） 2,445 （900） 2,046 （822） 599 （221） 500 （196）

哲学科

V方式 10 208 （95） 151 （81） 208 （95） 151 （81） 68 （30） 52 （26）

A日程
３教科型

18
134 （57） 94 （43） 129 （54） 92 （42） 36 （14） 23 （12）

得意科目重視型 115 （49） 79 （39） 106 （45） 75 （36） 23 （9） 13 （6）
学部学科特色型 72 （32） 47 （26） 67 （27） 44 （23） 15 （7） 10 （6）
B日程 7 69 （34） 48 （25） 55 （28） 37 （20） 9 （8） 7 （6）
C日程 5 38 （18） 23 （11） 37 （18） 23 （11） 7 （5） 5 （4）
［合計］ 40 636 （285） 442 （225） 602 （267） 422 （213） 158 （73） 110 （60）

神
道
文
化
学
部

神
道
文
化
学
科

フレックスA V方式 4 181 （73） 142 （62） 181 （73） 142 （62） 17 （3） 12 （3）
フレックスB 11 37 （16） 26 （12）
フレックスA

A日程

３教科型 フレック
スA11

フレック
スB35

114 （39） 79 （31） 109 （39） 76 （31） 6 （0） 4 （0）
フレックスB 28 （10） 22 （9）
フレックスA 得意科目重視型 134 （47） 91 （39） 129 （46） 89 （39） 15 （3） 10 （3）
フレックスB 27 （10） 19 （9）
フレックスA 学部学科特色型 112 （38） 76 （30） 111 （38） 76 （30） 17 （2） 12 （2）
フレックスB 37 （20） 28 （17）
フレックスA B日程 5 69 （24） 38 （18） 48 （19） 29 （14） 5 （2） 2 （1）
フレックスB 10 10 （5） 6 （3）
フレックスA C日程 3 52 （19） 21 （11） 45 （16） 20 （11） 3 （1） 0 （0）
フレックスB 7 5 （2） 3 （2）

［合計］ 86 662 （240） 447 （191） 623 （231） 432 （187） 207 （74） 144 （61）

法
学
部

法律学科
（法律専攻）

V方式 20 1,172 （310） 828 （253） 1,172 （310） 828 （253） 574 （153） 390 （127）

A日程
３教科型

163
768 （188） 589 （160） 753 （181） 578 （155） 238 （64） 170 （53）

得意科目重視型 456 （98） 354 （80） 447 （96） 347 （78） 135 （34） 101 （27）
学部学科特色型 466 （101） 344 （83） 449 （96） 331 （80） 119 （27） 80 （21）
B日程 15 293 （81） 195 （66） 250 （71） 166 （57） 15 （6） 7 （4）
C日程 10 189 （63） 125 （49） 184 （62） 123 （48） 14 （5） 9 （5）
［合計］ 208 3,344 （841） 2,435 （691） 3,255 （816） 2,373 （671） 1,095 （289） 757 （237）

法律学科
（法律専門職専攻）

V方式 3 174 （69） 131 （60） 174 （69） 131 （60） 95 （43） 70 （36）

A日程
３教科型

40
73 （30） 51 （24） 69 （27） 48 （21） 28 （11） 18 （8）

得意科目重視型 62 （24） 49 （23） 60 （23） 48 （22） 30 （10） 25 （10）
学部学科特色型 51 （20） 36 （20） 50 （19） 35 （19） 23 （8） 15 （8）
B日程 3 22 （5） 13 （5） 17 （3） 9 （3） 4 （2） 4 （2）
C日程 3 16 （4） 9 （2） 14 （3） 8 （1） 3 （0） 1 （0）
［合計］ 49 398 （152） 289 （134） 384 （144） 279 （126） 183 （74） 133 （64）

法律学科
（政治専攻）

V方式 3 260 （52） 177 （44） 260 （52） 177 （44） 136 （26） 93 （23）

A日程
３教科型

29
151 （24） 114 （20） 149 （24） 112 （20） 51 （5） 31 （3）

得意科目重視型 131 （23） 94 （20） 127 （22） 92 （19） 38 （6） 24 （4）
学部学科特色型 108 （30） 80 （26） 107 （30） 80 （26） 32 （7） 22 （6）
B日程 3 25 （8） 18 （8） 19 （6） 16 （6） 3 （1） 3 （1）
C日程 3 25 （7） 16 （6） 22 （7） 14 （6） 3 （0） 2 （0）
［合計］ 38 700 （144） 499 （124） 684 （141） 491 （121） 263 （45） 175 （37）

経
済
学
部

経済学科

V方式 30 554 （111） 389 （89） 554 （111） 389 （89） 148 （31） 98 （24）

A日程
３教科型

80
791 （137） 574 （118） 777 （135） 566 （116） 167 （34） 117 （28）

得意科目重視型 261 （42） 202 （34） 248 （39） 197 （32） 48 （14） 41 （12）
学部学科特色型 180 （34） 138 （31） 175 （34） 135 （31） 40 （6） 27 （6）
B日程 10 160 （31） 107 （20） 142 （27） 95 （17） 26 （7） 15 （3）
C日程 10 190 （36） 100 （22） 185 （36） 99 （22） 11 （4） 8 （2）
［合計］ 130 2,136 （391） 1,510 （314） 2,081 （382） 1,481 （307） 440 （96） 306 （75）

経済ネット
ワーキング学科

V方式 20 295 （49） 197 （37） 295 （49） 197 （37） 60 （2） 36 （2）

A日程
３教科型

40
179 （51） 133 （40） 178 （51） 133 （40） 36 （12） 29 （12）

得意科目重視型 84 （27） 62 （21） 82 （25） 60 （19） 17 （4） 11 （3）
学部学科特色型 84 （26） 64 （23） 80 （23） 61 （20） 20 （6） 17 （6）
B日程 10 89 （28） 67 （24） 84 （25） 63 （21） 11 （5） 9 （3）
C日程 10 74 （17） 43 （12） 72 （16） 42 （12） 12 （2） 6 （1）
［合計］ 80 805 （198） 566 （157） 791 （189） 556 （149） 156 （31） 108 （27）

経営学科

V方式 20 437 （124） 335 （108） 437 （124） 335 （108） 105 （26） 80 （24）

A日程
３教科型

50
614 （188） 484 （166） 595 （184） 469 （163） 125 （41） 90 （36）

得意科目重視型 284 （92） 220 （79） 280 （92） 218 （79） 46 （18） 33 （13）
学部学科特色型 179 （52） 143 （46） 173 （50） 140 （44） 36 （10） 28 （8）
B日程 10 188 （70） 145 （64） 164 （62） 132 （56） 22 （8） 18 （8）
C日程 10 126 （38） 76 （28） 123 （38） 74 （28） 10 （4） 7 （4）
［合計］ 90 1,828 （564） 1,403 （491） 1,772 （550） 1,368 （478） 344 （107） 256 （93）

人
間
開
発
学
部

初等教育学科

V方式 15 347 （172） 279 （149） 347 （172） 279 （149） 69 （43） 55 （38）

A日程
３教科型

36
394 （178） 298 （158） 388 （177） 294 （157） 76 （39） 58 （34）

得意科目重視型 205 （75） 158 （61） 198 （73） 155 （59） 49 （24） 37 （18）
学部学科特色型 125 （59） 104 （54） 121 （58） 101 （53） 24 （12） 22 （11）
B日程 5 122 （61） 103 （57） 107 （55） 90 （51） 22 （15） 20 （14）
C日程 4 110 （40） 77 （33） 108 （40） 76 （33） 4 （1） 3 （0）
［合計］ 60 1,303 （585） 1,019 （512） 1,269 （575） 995 （502） 244 （134） 195 （115）

健康体育学科

V方式 10 220 （72） 173 （63） 220 （72） 173 （63） 44 （13） 29 （12）

A日程
３教科型

36
302 （91） 251 （83） 301 （90） 250 （82） 56 （15） 39 （13）

得意科目重視型 186 （55） 149 （50） 179 （51） 143 （46） 35 （10） 28 （9）
学部学科特色型 95 （28） 77 （24） 94 （28） 76 （24） 18 （6） 12 （4）
B日程 5 100 （30） 86 （26） 85 （26） 74 （22） 9 （2） 8 （2）
C日程 4 63 （18） 44 （12） 61 （18） 42 （12） 5 （0） 4 （0）
［合計］ 55 966 （294） 780 （258） 940 （285） 758 （249） 167 （46） 120 （40）

子ども支援学科

V方式 10 149 （122） 134 （111） 149 （122） 134 （111） 42 （38） 38 （35）

A日程
３教科型

36
145 （124） 131 （115） 142 （121） 129 （113） 35 （28） 32 （27）

得意科目重視型 116 （98） 104 （92） 114 （97） 103 （92） 28 （24） 24 （21）
学部学科特色型 74 （67） 68 （63） 70 （63） 65 （60） 19 （18） 16 （15）
B日程 5 75 （62） 65 （58） 61 （50） 53 （47） 17 （16） 16 （16）
C日程 4 36 （24） 32 （24） 36 （24） 32 （24） 5 （1） 4 （1）
［合計］ 55 595 （497） 534 （463） 572 （477） 516 （447） 146 （125） 130 （115）

総計 1,264 20,475（7,777） 15,683（6,702） 19,830（7,530） 15,263（6,500） 5,039（1,947） 3,752（1,663）

　

本
学
は
、平
成

本
学
は
、平
成
2727
年
３
月
に
退
職

年
３
月
に
退
職

し
た
、元
文
学
部
教
授
の
辰
巳
正
明

し
た
、元
文
学
部
教
授
の
辰
巳
正
明

氏
、元
法
学
部
教
授
の
水
谷
三
公

氏
、元
法
学
部
教
授
の
水
谷
三
公

氏
、元
法
科
大
学
院
特
任
教
授
の
平

氏
、元
法
科
大
学
院
特
任
教
授
の
平

林
勝
政
氏
の
３
氏
に
、平
成

林
勝
政
氏
の
３
氏
に
、平
成
2727
年
４
年
４

月
１
日
付
で
名
誉
教
授
の
称
号
を

月
１
日
付
で
名
誉
教
授
の
称
号
を

贈
る
こ
と
と
し
た
。

贈
る
こ
と
と
し
た
。

　

授
与
式
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

授
与
式
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

若
木
タ
ワ
ー
学
長
室
で
、
６
月
２

若
木
タ
ワ
ー
学
長
室
で
、
６
月
２

日
午
前

日
午
前
1111
時
1515
分
か
ら
行
わ
れ

分
か
ら
行
わ
れ

た
。
授
与
後
に
は
今
年
３
月
ま
で

た
。
授
与
後
に
は
今
年
３
月
ま
で

過
ご
し
た
本
学
で
の
思
い
出
や
、

過
ご
し
た
本
学
で
の
思
い
出
や
、

教
授
職
を
離
れ
た
現
在
の
生
活
、

教
授
職
を
離
れ
た
現
在
の
生
活
、

大
学
の
現
状
な
ど
を
語
り
合
っ
て

大
学
の
現
状
な
ど
を
語
り
合
っ
て

い
た
。

い
た
。

３氏に名誉教授授与

辰巳正明氏水谷三公氏平林勝政氏

平
成
28
年
度
入
学
試
験
の
主
な
変
更
点

　

第

　

第
8484
回
神
殿
鎮
座
記
念
祭
（
斎
主

回
神
殿
鎮
座
記
念
祭
（
斎
主

・
茂
木
貞
純
神
道
文
化
学
部
教
授
）

・
茂
木
貞
純
神
道
文
化
学
部
教
授
）

が
、
５
月
１
日
午
前

が
、
５
月
１
日
午
前
1111
時
か
ら
渋
谷

時
か
ら
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
斎
行
さ
れ
、
坂

キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
斎
行
さ
れ
、
坂

口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長
は

口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長
は

じ
め
本
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役
教
職

じ
め
本
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役
教
職

員
・
学
生
な
ど
が
参
列
し
た
。

員
・
学
生
な
ど
が
参
列
し
た
。

　

昭
和
５
年
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　

昭
和
５
年
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
鎮
座
さ
れ
た
神
殿
は
、
今
年
で
鎮

に
鎮
座
さ
れ
た
神
殿
は
、
今
年
で
鎮

座
8585
年
目
を
迎
え
た
。

年
目
を
迎
え
た
。

　

同
日
は
、
本
学
教
職
員
、
学
生
が

　

同
日
は
、
本
学
教
職
員
、
学
生
が

奉
仕
し
て
祭
典
は
行
わ
れ
、
茶
道
研

奉
仕
し
て
祭
典
は
行
わ
れ
、
茶
道
研

究
会
に
よ
る
献
茶
、
神
道
文
化
学
部

究
会
に
よ
る
献
茶
、
神
道
文
化
学
部

学
生
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
納

学
生
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
納

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

神殿鎮座記念祭を斎行
［単位：人］
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平
成
26
年
度

決
算

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
の
学
校
法
人
国

年
度
の
学
校
法
人
国

学
院
大
学
は
、
大
学
部
門
に
お

学
院
大
学
は
、
大
学
部
門
に
お

い
て
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

い
て
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

の
建
設
工
事
を
は
じ
め
和
室
教

の
建
設
工
事
を
は
じ
め
和
室
教

室
の
設
置
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

室
の
設
置
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
改
修
工
事
な

ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
改
修
工
事
な

ど
一
層
の
教
育
研
究
環
境
の
拡

ど
一
層
の
教
育
研
究
環
境
の
拡

充
・
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
国

充
・
改
善
を
図
り
ま
し
た
。
国

学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部

学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部

を
は
じ
め
と
す
る
法
人
傘
下
校

を
は
じ
め
と
す
る
法
人
傘
下
校

に
つ
い
て
も
建
学
の
精
神
に
基

に
つ
い
て
も
建
学
の
精
神
に
基

づ
い
た
人
材
育
成
を
図
る
べ

づ
い
た
人
材
育
成
を
図
る
べ

く
、
さ
ら
な
る
教
育
の
向
上
に

く
、
さ
ら
な
る
教
育
の
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、「

た
。
ま
た
、「
2121
世
紀
研
究
教
育

世
紀
研
究
教
育

計
画（
計
画（
第
３
次
）

第
３
次
）
」で
策
定
し
て

」で
策
定
し
て

い
る「
教
育
」「
研
究
」「
人
材
育

い
る「
教
育
」「
研
究
」「
人
材
育

成
」「
国
際
交
流
」「
施
設
設

成
」「
国
際
交
流
」「
施
設
設

備
」
の
５
つ
の
基
盤
整
備
別
に

備
」
の
５
つ
の
基
盤
整
備
別
に

計
画
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
も

計
画
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
も

お
お
む
ね
計
画
通
り
に
遂
行
し

お
お
む
ね
計
画
通
り
に
遂
行
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
平
成

2626
年
度
の
決
算
に
お
け
る
消
費

年
度
の
決
算
に
お
け
る
消
費

収
支
の
収
入
面
で
帰
属
収
入
全

収
支
の
収
入
面
で
帰
属
収
入
全

体
と
し
て
予
算
額
を

体
と
し
て
予
算
額
を
1212
億
３
６

億
３
６

０
０
万
円
ほ
ど
上
回
り
ま
し

０
０
万
円
ほ
ど
上
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
主
に
資
産
運
用
収

た
。
こ
れ
は
主
に
資
産
運
用
収

入
の
増
収
を
は
じ
め
と
す
る
各

入
の
増
収
を
は
じ
め
と
す
る
各

科
目
に
お
い
て
予
算
に
対
し
て

科
目
に
お
い
て
予
算
に
対
し
て

増
収
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

増
収
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
す
。

　

一
方
、支
出
面
に
お
い
て
は

　

一
方
、支
出
面
に
お
い
て
は

人
件
費
、教
育
研
究
経
費
、管
理

人
件
費
、教
育
研
究
経
費
、管
理

経
費
併
せ
て
４
億
３
６
０
０
万

経
費
併
せ
て
４
億
３
６
０
０
万

円
ほ
ど
下
回
り
ま
し
た
。ま
た
、

円
ほ
ど
下
回
り
ま
し
た
。ま
た
、

施
設
設
備
関
係
等
を
主
な
内
容

施
設
設
備
関
係
等
を
主
な
内
容

と
す
る
基
本
金
組
入
額
に
お
い

と
す
る
基
本
金
組
入
額
に
お
い

て
は
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

て
は
１
３
０
周
年
記
念
５
号
館

建
設
の
延
伸
等
の
た
め
、予
算

建
設
の
延
伸
等
の
た
め
、予
算

に
対
し
て
組
入
額

に
対
し
て
組
入
額
1414
億
８
３
０

億
８
３
０

０
万
円
ほ
ど
下
回
り
ま
し
た
。

０
万
円
ほ
ど
下
回
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
収
支
状
況

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
収
支
状
況

は
予
算
の
段
階
に
お
け
る
当
年

は
予
算
の
段
階
に
お
け
る
当
年

度
収
支

度
収
支
2626
億
８
７
０
０
万
円
の

億
８
７
０
０
万
円
の

消
費
支
出
超
過
か
ら
、
決
算
で

消
費
支
出
超
過
か
ら
、
決
算
で

は
９
億
８
８
０
０
万
円
の
収
入

は
９
億
８
８
０
０
万
円
の
収
入

超
過
と
な
り
、
帰
属
収
支
差
額

超
過
と
な
り
、
帰
属
収
支
差
額

で
も
一
定
額
を
確
保
す
る
こ
と

で
も
一
定
額
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
帰
属
収
支
差
額
の
一

　

今
後
も
帰
属
収
支
差
額
の
一

定
額
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

定
額
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標

に
、収
入
面
で
は
増
収
策
を
検

に
、収
入
面
で
は
増
収
策
を
検

討
し
、支
出
面
で
は
教
育
研
究

討
し
、支
出
面
で
は
教
育
研
究

へ
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
な

へ
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
も
経
費
の
削
減
等
推
進
す

が
ら
も
経
費
の
削
減
等
推
進
す

る
と
と
も
に
、財
政
基
盤
の
健

る
と
と
も
に
、財
政
基
盤
の
健

全
性
を
図
る
こ
と
に
よ
り「

全
性
を
図
る
こ
と
に
よ
り「
2121

世
紀
研
究
教
育
計
画（

世
紀
研
究
教
育
計
画（
第
３
第
３

次
）」の
遂
行
の
下
支
え
と
な
る

次
）」の
遂
行
の
下
支
え
と
な
る

よ
う
努
力
し
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井
駿
氏
が
、

４
月
４
月
2525
日
に
日
に

逝
去
し
た
。

逝
去
し
た
。
7272
歳
。
葬
儀
は
す

歳
。
葬
儀
は
す

で
に
執
り
行
わ
れ
た
。

で
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

白
井
氏
は
昭
和

　

白
井
氏
は
昭
和
1717
年
生
ま

年
生
ま

れ
。
れ
。
4444
年
一
橋
大
学
大
学
院
法

年
一
橋
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
修
了
。

学
研
究
科
修
了
。
4949
年
に
国
学

年
に
国
学

院
大
学
法
学
部
助
教
授
。

院
大
学
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学
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教
授
。
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年

教
授
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成

教
授
。
平
成
2020
年
に
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授
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特
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特
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著
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書
に
「
犯
罪
の
現
象
学
―
犯
罪

書
に
「
犯
罪
の
現
象
学
―
犯
罪

に
関
す
る
法
哲
学
的
研
究
」

に
関
す
る
法
哲
学
的
研
究
」

（
白
順
社
）
な
ど
が
あ
る
。

（
白
順
社
）
な
ど
が
あ
る
。

　

訃　

報

白
井
名
誉
教
授
逝
去

収入の部 支出の部
科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 13,973 13,962 11 人件費支出 9,440 9,379 61
手数料収入 614 665 △51 教育研究経費支出 3,967 3,737 230
寄付金収入 402 481 △79 管理経費支出 1,056 934 122
補助金収入 2,102 2,045 57 借入金等利息支出 37 35 2
資産運用収入 1,068 2,169 △1,101 借入金等返済支出 845 845 0
事業収入 158 167 △9 施設関係支出 4,627 3,646 981
雑収入 311 353 △42 設備関係支出 833 579 254
借入金等収入 1,147 1,146 1 資産運用支出 8,070 8,076 △6
前受金収入 3,141 3,355 △214 その他の支出 266 356 △90
その他の収入 5,001 4,658 343 予備費 529 　　　 529
資金収入調整勘定 △3,535 △3,654 119 資金支出調整勘定 △207 △451 244
当年度収入合計 24,381 25,347 △966 当年度支出合計 29,460 27,138 2,322
前年度繰越支払資金 19,468 19,468 　　　 次年度繰越支払資金 14,389 17,677 △3,288
収入の部合計 43,849 44,815 △966 支出の部合計 43,849 44,815 △966

資金収支計算書（単位 百万円）表１ 平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

消費収入の部 消費支出の部
科目 予算 決算 差異 科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金 13,973 13,962 11 人件費 9,593 9,517 76
手数料 614 665 △51 教育研究経費 5,450 5,215 235
寄付金 417 488 △71 管理経費 1,210 1,085 125
補助金 2,102 2,045 57 借入金等利息 37 35 2
資産運用収入 1,068 2,186 △1,118 資産処分差額 14 25 △11
事業収入 158 167 △9 予備費 529 　　　 529
雑収入 311 365 △54 消費支出の部合計 16,833 15,877 956
帰属収入合計 18,643 19,878 △1,236 当年度消費収入超過額 △2,687 988 　　　
基本金組入額合計 △4,496 △3,013 △1,483 前年度繰越消費収入超過額 3,507 3,507 　　　
消費収入の部合計 14,146 16,865 △2,719 翌年度繰越消費収入超過額 820 4,495 　　　

消費収支計算書（単位 百万円）表２ （法人全体）平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

資産の部 負債・基本金・収支差額の部
科目 本年度末 前年度末 増減 科目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 100,589 94,038 6,551 負債総額 14,775 14,200 575
流動資産 18,128 20,102 △1,974 基本金総額 99,447 96,433 3,014

第１号基本金 92,076 88,984 3,092
第２号基本金 1,162 2,600 △1,438
第３号基本金 5,157 3,798 1,359
第４号基本金 1,051 1,051 0
消費収支差額 4,495 3,507 988

資産の部合計 118,717 114,140 4,557 負債・基本金・消費収支差額の部合計 118,717 114,140 4,577

貸借対照表（単位 百万円）表 3 平成27年３月31日

平成28年度　大学院秋季入学試験日程
大学院事務課（Tel：03-5466-0142）詳細については募集要項を参照

研究科 課　程 入試制度 専　攻 募集人員 願書受付期間 試験日 合格発表日 手続期間

文
学

前　期

一般
神道学・宗教学 10名

平成27年
９月18日（金）～
９月25日（金）　

10月11日（日） 10月13日（火）

<一次手続>
平成27年

11月５日（木）～
11月12日（木）　

<二次手続>
平成28年

２月22日（月）～
２月29日（月）　

文学 15名
史学 20名

留学生
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

10月14日（水） 10月16日（金）

文学 若干名
史学 若干名

後　期

一般
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

留学生
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

文学 若干名
史学 若干名

法
学 前　期

一般
法律学

５名 平成27年
８月28日（金）～
９月17日（木）　

９月26日（土） ９月29日（火）
<一次手続>
平成27年

10月１日（木）～
10月９日（金）　

<二次手続>
平成28年

２月22日（月）～
２月29日（月）　

留学生 若干名
社会人 若干名

経
済
学

前　期

一般

経済学

５名
平成27年

８月28日（金）～
９月３日（木）　

９月12日（土） ９月15日（火）留学生 若干名
社会人 若干名
学内推薦 若干名

「甦るレヴィナス―『全体性と無
限』読解」（水声社・3500円＋税）
▽小手川正二郎（文学部助教）

「平安時代の神社と神職」（吉川
弘文館・10000円＋税）▽加
瀬直弥（神道文化学部准教授） 出

版
助
成（
甲
）

「宗教と政治の転轍点―　保守
合同と政教一致の宗教社会学
―」（花伝社・3500円＋税）
▽塚田穂高（研究開発推進機構
助教）

大学出版助成大学出版助成 採択図書４冊が刊行採択図書４冊が刊行

　本学では、専任教職員を対象として出版を助成する「国学院大学　本学では、専任教職員を対象として出版を助成する「国学院大学
出版助成」を設けている。平成26年度、同制度の学術論文に対する出版助成」を設けている。平成26年度、同制度の学術論文に対する
助成（甲）に採択された３件、および、同（乙）に採択された１件助成（甲）に採択された３件、および、同（乙）に採択された１件
が、各出版社から刊行された。が、各出版社から刊行された。
　著書（出版社・価格）、著者名（出版時の職名）は次のとおり。　著書（出版社・価格）、著者名（出版時の職名）は次のとおり。
なお、これらの書籍の購入については各出版社に問い合わせを。なお、これらの書籍の購入については各出版社に問い合わせを。

『宇垣一成と戦
間期の日本政
治』（吉田書店・
3900円+税）▽
髙杉洋平（日本
銀行金融研究所
勤務）

『現代の産育儀
礼と厄年観』
（岩田書院・
6900円+税 ）
▽田口祐子（本
学大学院特別研
究員）

『日本語点字の
かなづかいの歴
史的研究』（三
元 社・3800円
＋税）▽中野真
樹（本学大学院
特別研究生）

『唐代勲官制度
の研究』（汲古
書 院・12000
円+税 ） ▽ 速
水大（本学兼任
講師）

『日本古代の地
域と社会統合』
（吉川弘文館・
11000円+税 ）
▽溝口優樹（信
州豊南短期大学
非常勤講師）

『特殊神饌につ
いての研究』
（武蔵野書院
・11000円 +
税）▽吉野亨
（本学大学院特
別研究員）

大学院出版助成制度大学院出版助成制度
『東国における
古墳の動向から
みた律令国家成
立過程の研究』
（六一書房・
9000円+税 ）
▽小森哲也

　平成26年度、国学院大学大学院　平成26年度、国学院大学大学院
の課程博士論文刊行出版助成制度の課程博士論文刊行出版助成制度
を受けて、７冊の書籍が出版されを受けて、７冊の書籍が出版され
た。この制度は、若手研究者の養た。この制度は、若手研究者の養
成を目的として、本学で学位を取成を目的として、本学で学位を取
得した課程博士論文を対象に助成得した課程博士論文を対象に助成
するもの。するもの。
　著書（出版社・価格）、著者名　著書（出版社・価格）、著者名
（出版時の職名）は次のとおり。（出版時の職名）は次のとおり。

「養護教諭が語る東日本大震
災―何を体験し、何を為し、
何を果たしたか―」（農文協
・2000円＋税）▽藤田和也
（人間開発学部教授）

出
版
助
成（
乙
）

経済学研究科学内推薦の入学試験要項は大学院事務課で配布します。窓口までお経済学研究科学内推薦の入学試験要項は大学院事務課で配布します。窓口までお
越しください。越しください。
■ 出願受付場所　国学院大学大学院事務課（渋谷キャンパス百周年記念館１Ｆ）　国学院大学大学院事務課（渋谷キャンパス百周年記念館１Ｆ）
■ 出願受付時間　午前９時～午後０時50分、午後１時50分～午後４時（祝祭・　午前９時～午後０時50分、午後１時50分～午後４時（祝祭・
休日を除く）。郵送の場合「速達簡易書留」とし、願書受付各締切日の前日ま休日を除く）。郵送の場合「速達簡易書留」とし、願書受付各締切日の前日ま
での消印有効。での消印有効。
■ 合格発表　合格発表各日午後２時。合格発表は大学掲示板で行います。ま　合格発表各日午後２時。合格発表は大学掲示板で行います。ま
た、ＷＥＢでの発表（ＵＲＬ　http://www3.kokugakuin.ac.jp）も行います。電た、ＷＥＢでの発表（ＵＲＬ　http://www3.kokugakuin.ac.jp）も行います。電
話・電子メール等による問い合わせには応じません。話・電子メール等による問い合わせには応じません。
■ 入学手続受付時間　午前９時～午後０時50分、午後１時50分～午後４時（祝　午前９時～午後０時50分、午後１時50分～午後４時（祝
祭・休日除く）。原則として郵送不可。祭・休日除く）。原則として郵送不可。

表
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マ
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覧
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営

史
で
す
。
学
内
調
査
・
教
育
・

史
で
す
。
学
内
調
査
・
教
育
・

研
究
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま

研
究
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

平成27年６月10日（水曜日） 　　（４）國　學　院　大　學　学　報第636号

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で

は
、
私
学
と
し
て
の
公
共
性
と

は
、
私
学
と
し
て
の
公
共
性
と

独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制

独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
体
制

を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご
寄

を
確
立
す
る
た
め
、
広
く
ご
寄

付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

方
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た

方
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た

ま
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

な
お
、
本
法
人
へ
の
指
定
寄

　

な
お
、
本
法
人
へ
の
指
定
寄

付
金
は
次
の
と
お
り
税
制
上
の

付
金
は
次
の
と
お
り
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

き
ま
す
。

　

個
人
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

　

個
人
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の
寄
付

特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の
寄
付

金
と
し
て
の「
所
得
控
除
」、ま

金
と
し
て
の「
所
得
控
除
」、ま

た
は
一
定
要
件
を
満
た
し
た
学

た
は
一
定
要
件
を
満
た
し
た
学

校
法
人
な
ど
へ
の
寄
付
金
と
し

校
法
人
な
ど
へ
の
寄
付
金
と
し

て
の「
税
額
控
除
」の
う
ち
、い

て
の「
税
額
控
除
」の
う
ち
、い

ず
れ
か
の
税
制
を
寄
付
者
が
選

ず
れ
か
の
税
制
を
寄
付
者
が
選

択
し
、確
定
申
告
を
行
う
こ
と

択
し
、確
定
申
告
を
行
う
こ
と

で
所
得
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

で
所
得
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

な
お
、多
く
の
場
合「
税
額
控

な
お
、多
く
の
場
合「
税
額
控

除
」を
選
択
し
た
方
が
、減
免
が

除
」を
選
択
し
た
方
が
、減
免
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

大
き
く
な
り
ま
す
。

「
指
定
寄
付
金
」に
ご
協
力
の
お
願
い
　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

　

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

お
住
ま
い
の
自
治
体
が
条
例
に

お
住
ま
い
の
自
治
体
が
条
例
に

よ
り
本
法
人
へ
の
寄
付
を
税
額

よ
り
本
法
人
へ
の
寄
付
を
税
額

控
除
の
対
象
と
指
定
し
て
い
る

控
除
の
対
象
と
指
定
し
て
い
る

場
合
に
限
り
、
確
定
申
告
を
行

場
合
に
限
り
、
確
定
申
告
を
行

う
こ
と
で
住
民
税
が
減
免
さ
れ

う
こ
と
で
住
民
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

ま
す
。

　

法
人
か
ら
の
寄
付
に
つ
い
て

　

法
人
か
ら
の
寄
付
に
つ
い
て

は
、
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対

は
、
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対

す
る
寄
付
金
と
し
て
扱
わ
れ
、

す
る
寄
付
金
と
し
て
扱
わ
れ
、

所
定
の
計
算
式
に
基
づ
く
限
度

所
定
の
計
算
式
に
基
づ
く
限
度

額
ま
で
該
当
事
業
年
度
の
損
金

額
ま
で
該
当
事
業
年
度
の
損
金

に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
す
。

　

寄
付
金
の
申
し
込
み
と
納
付

　

寄
付
金
の
申
し
込
み
と
納
付

が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、
本
法

が
確
認
で
き
ま
し
た
ら
、
本
法

人
発
行
の
領
収
書
と
文
部
科
学

人
発
行
の
領
収
書
と
文
部
科
学

省
発
行
の
証
明
書
を
お
送
り
し

省
発
行
の
証
明
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
な
ど
の

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
な
ど
の

税
務
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

税
務
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
い
。

　

な
お
、
寄
付
金
の
お
申
込
み

　

な
お
、
寄
付
金
の
お
申
込
み

や
、
手
続
に
つ
い
て
ご
不
明
な

や
、
手
続
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
総
務
課
ま
で
お

点
が
あ
れ
ば
、
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
総
務
課（
寄
付
金
担
当
）

総
務
部
総
務
課（
寄
付
金
担
当
）

☎
0303
・
５
４
６
６
・
０
１
１
１

・
５
４
６
６
・
０
１
１
１

　

各
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
寄

　

各
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
寄

付
に
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

付
に
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
す
。 

（
総
務
部
総
務
課
）

（
総
務
部
総
務
課
）

平成26年度指定寄付者一覧（敬称略）
寄付者名 寄付目的 寄付対象 寄付金額 寄付月日

山宮　栄 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 300,000 平26.11.  1
国学院大学院友経済会
会長　大塚　勤 学生・生徒等の活動支援（東日本大震災被災学生支援） 国学院大学 100,000 11.11

弘田　嘉男 学生・生徒等の活動支援（経済困窮学生に対する支援） 国学院大学 20,000,000 11.20
国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗 学生・生徒等の活動支援（第122期生卒業記念品制作） 国学院大学 600,000 　11.28

国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗

学生・生徒等の活動支援（第18回全国高校生創作コンテ
スト） 国学院大学 100,000 11.28

国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗

学生・生徒等の活動支援（第10回地域の伝承文化に学
ぶコンテスト） 国学院大学 100,000 11.28

国学院大学院友会
会長　𠮷田　茂穗 学生・生徒等の活動支援（東日本大震災被災学生支援） 国学院大学 5,000,000 11.28

田村　 弘 施設・設備充実支援 国学院大学
北海道短期大学部 800,000 12.  4

馬場　喜彦 施設・設備充実支援（神殿整備等） 国学院大学 30,000 12.  5

田村　 弘 施設・設備充実支援（図書購入費） 国学院大学
北海道短期大学部 300,000 12.17

遠藤　悟朗 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 30,000 12.19
長谷川　由希 施設・設備充実支援 国学院大学 10,000 12.24
弘田　嘉男 学生・生徒等の活動支援（経済困窮学生に対する支援） 国学院大学 10,000,000 平27.  1.  8

小河原　浩之 学生・生徒等の奨学金 国学院大学
北海道短期大学部 100,000  1.22

宗教法人久伊豆神社
代表役員　宮司　小林 一朗

教育・研究振興支援（平成27年度研究開発推進機構国
際学術交流事業（米国ハーバード大学エドウィン・Ｏ
・ライシャワー日本研究所への研究員派遣））

国学院大学 2,500,000 1.28

株式会社エデュース
代表取締役　松本　雄一郎 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 1,000,000   1.30

国学院大学生活協同組合
理事長　紺井　博則 学生・生徒等の活動支援（東日本大震災被災学生支援） 国学院大学 200,000  1.30

畑　幸由 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 20,000  2.10
渡辺　利弘 施設・設備充実支援（書籍購入代） 国学院大学 30,000  3.  2
経済学会長　尾近　裕幸 学生・生徒等の活動支援（東日本大震災被災学生支援） 国学院大学 100,000  3.  5
経済学部専任会長
尾近　裕幸 学生・生徒等の活動支援（東日本大震災被災学生支援） 国学院大学 100,000  3.  5

田村　 弘 教育・研究振興支援 国学院大学
北海道短期大学部 570,000 3.10

NPO法人チームさがみはらプラス
代表　清澤　光伸 施設・設備充実支援 国学院大学 120,000 3.12

矢田部　てるみ 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 500,000 3.13

国学院大学院友神職会
会長　宮西　惟道

教育・研究振興支援（研究開発推進センター学術研究
資金、本学神道文化学部活動支援資金、ライシャワー
研究所をはじめとする国際学術交流資金など）

国学院大学 9,500,000 3.20

国学院大学院友神職会
会長　宮西　惟道 施設・設備充実支援（祭式装束購入費） 国学院大学 9,825,840 3.20

国学院大学院友神職会
東京支部　支部長
大鳥居　信史

施設・設備充実支援（祭式装束購入費） 国学院大学 2,943,540 3.20

邉見　惠子 学生・生徒等の奨学金 国学院大学 1,000,000 3.25
東京都神社庁
庁長　松山 文彦 施設・設備充実支援 国学院大学 350,000 3.25

三浦　夕奈 学生・生徒等の奨学金（カピー奨学金） 国学院大学 200,000 3.27
合　　計 66,429,380

自　平成26年10月１日
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近津三志（本名・千勝三喜男、昭23卒・56期学部、元国学院大学久我山高等学校校長）著
半生こころにかけた老生の作『西行─いのちなりけり』
　平安時代末の公家政権から武家政権への移行期に生きた、　平安時代末の公家政権から武家政権への移行期に生きた、
佐藤義清こと、西行の生涯を描いた580頁余の力作である。佐藤義清こと、西行の生涯を描いた580頁余の力作である。
西行の歌を、また、ともに旅行く源清経の従者嘉七とか、西西行の歌を、また、ともに旅行く源清経の従者嘉七とか、西
行の最期をみとる創弁らとのやり取りも交えながら、変革の行の最期をみとる創弁らとのやり取りも交えながら、変革の
時代をいきる西行の実像に迫っている。近津三志は「ちかつ時代をいきる西行の実像に迫っている。近津三志は「ちかつ
さんし」とルビを振れば、千勝三喜男氏であるとわかる人はさんし」とルビを振れば、千勝三喜男氏であるとわかる人は
多いと思う。著者曰く「半生こころにかけてきた西行の一生多いと思う。著者曰く「半生こころにかけてきた西行の一生
を、新しき切り口探りつつ追い求めた老生の作」という。を、新しき切り口探りつつ追い求めた老生の作」という。
　序章、終章を含め27章からなるが、評伝のはじめは15歳の　序章、終章を含め27章からなるが、評伝のはじめは15歳の
紀志丸（西行の幼名）が嘉七を伴にした美濃青墓への往来か紀志丸（西行の幼名）が嘉七を伴にした美濃青墓への往来か
ら始まる。京に戻る場面、序章の末尾は「なぜか分からぬが、立ちふさがるものにら始まる。京に戻る場面、序章の末尾は「なぜか分からぬが、立ちふさがるものに
向かって行くような心の昂揚をおぼえつつ、義清は駒を駆った」で閉じている。評向かって行くような心の昂揚をおぼえつつ、義清は駒を駆った」で閉じている。評
伝の開扉に相応しい出だしである。伝の開扉に相応しい出だしである。
　終章は「花の下にて春死なん」と題され、「願はくは　花の下にて春死なん　そのき　終章は「花の下にて春死なん」と題され、「願はくは　花の下にて春死なん　そのき
さらぎの　望月のころ」、この歌の言霊の力が西行のいのちを支えてきたのではないさらぎの　望月のころ」、この歌の言霊の力が西行のいのちを支えてきたのではない
かという。西行最期の時の夢には、自分の「胸元から、青白い煙のような小さな光の玉かという。西行最期の時の夢には、自分の「胸元から、青白い煙のような小さな光の玉
が憧れ出て、花の梢をめぐり」「西の空に溶けこんで行った」と描写する。折口信夫のが憧れ出て、花の梢をめぐり」「西の空に溶けこんで行った」と描写する。折口信夫の
謦咳に接し、影響を受けながら青春をすごした著者の心底のことばである。謦咳に接し、影響を受けながら青春をすごした著者の心底のことばである。
　副題の「いのちなりけり」は、西行の「年たけて　また越ゆべしと思ひきや　い　副題の「いのちなりけり」は、西行の「年たけて　また越ゆべしと思ひきや　い
のちなりけり　佐夜の中山」に拠っているが、これは著者自身の本書への取り組みのちなりけり　佐夜の中山」に拠っているが、これは著者自身の本書への取り組み
と重なっていると思えてならない。できれば、私もこうありたいと思う。（3000円と重なっていると思えてならない。できれば、私もこうありたいと思う。（3000円
＋税　MOKU出版刊） ＋税　MOKU出版刊） 文学部教授　小川直之　小川直之

新刊紹介

◎
法
学
部

◆ 

准
教
授
▽
稲
垣
浩
（
い
な
が

き　

ひ
ろ
し
）

①
東
京
都
立

①
東
京
都
立

大
学
大
学
院

大
学
大
学
院

社
会
科
学
研

社
会
科
学
研

究
科
政
治
学

究
科
政
治
学

専
攻
博
士
課
程
単
位
修
得
退

専
攻
博
士
課
程
単
位
修
得
退

学
。
北
海
学
園
大
学
法
学
部
講

学
。
北
海
学
園
大
学
法
学
部
講

師
を
経
て
現
職
。
博
士
（
政
治

師
を
経
て
現
職
。
博
士
（
政
治

学
）。
②
住
民
に
身
近
な
行
政

学
）。
②
住
民
に
身
近
な
行
政

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、「
住

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、「
住

民
」
で
あ
る
学
生
と
一
緒
に
考

民
」
で
あ
る
学
生
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

◆ 

専
任
講
師
▽
安
田
恵
美
（
や

す
だ　

め
ぐ
み
）①

大
阪
市
立

①
大
阪
市
立

大
学
大
学
院

大
学
大
学
院

法
学
研
究
科

法
学
研
究
科

後
期
博
士
課

後
期
博
士
課

程
修
了
後
、
大
阪
市
立
大
学
都

程
修
了
後
、
大
阪
市
立
大
学
都

市
研
究
プ
ラ
ザ
博
士
研
究
員
を

市
研
究
プ
ラ
ザ
博
士
研
究
員
を

経
て
現
職
。
博
士
（
法
学
）。

経
て
現
職
。
博
士
（
法
学
）。

②
講
義
等
を
通
じ
て
、
刑
務
所

②
講
義
等
を
通
じ
て
、
刑
務
所

出
所
者
等
を
社
会
で
受
入
れ
る

出
所
者
等
を
社
会
で
受
入
れ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

◎
人
間
開
発
学
部

◆ 

教
授
▽
杉
田
洋
（
す
ぎ
た　

ひ
ろ
し
）

①
学
生
時
代

①
学
生
時
代

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
没

ア
活
動
に
没

頭
。
小
学
校

頭
。
小
学
校

教
諭
教
諭
1818
年
間
、
教
育
委
員
会
に

年
間
、
教
育
委
員
会
に

６
年
間
、
国
立
教
育
政
策
研
究

６
年
間
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
教
育
課
程
調
査
官
、
文
部
科

所
教
育
課
程
調
査
官
、
文
部
科

学
省
教
科
調
査
官
、
文
部
科
学

学
省
教
科
調
査
官
、
文
部
科
学

省
視
学
官
と
し
て

省
視
学
官
と
し
て
1111
年
間
勤

年
間
勤

務
。
②
一
人
一
人
に
寄
り
添

務
。
②
一
人
一
人
に
寄
り
添

い
、
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

い
、
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

与
え
ら
れ
る
教
師
の
育
成
に
努

与
え
ら
れ
る
教
師
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

め
ま
す
。

◆ 

准
教
授
▽
川
田
裕
樹
（
か
わ

た　

ゆ
う
き
）

①
名
古
屋
大

①
名
古
屋
大

学
大
学
院
医

学
大
学
院
医

学
系
研
究
科

学
系
研
究
科

単
位
取
得
満

単
位
取
得
満

期
退
学
、
帝
京
科
学
大
学
総
合

期
退
学
、
帝
京
科
学
大
学
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
、
同
大
こ

教
育
セ
ン
タ
ー
助
教
、
同
大
こ

ど
も
学
部
講
師
を
経
て
現
職
。

ど
も
学
部
講
師
を
経
て
現
職
。

②
学
生
た
ち
と
と
も
に
、
健
康

②
学
生
た
ち
と
と
も
に
、
健
康

や
保
健
体
育
の
意
義
に
つ
い
て

や
保
健
体
育
の
意
義
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

◆ 

助
教
▽
神
事
努
（
じ
ん
じ　

つ
と
む
）

①
中
京
大
学

①
中
京
大
学

大
学
院
体
育

大
学
院
体
育

学
研
究
科
修

学
研
究
科
修

了
、
国
立
ス

了
、
国
立
ス

ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
研
究

ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
研
究

員
、
国
際
武
道
大
学
助
教
を
経

員
、
国
際
武
道
大
学
助
教
を
経

て
現
職
。
博
士
（
体
育
学
）。

て
現
職
。
博
士
（
体
育
学
）。

②
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
と
い
う

②
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
や
身
体
運
動
に
お
け

ス
ポ
ー
ツ
や
身
体
運
動
に
お
け

る
「
動
き
」
や
「
力
」
に
関
す

る
「
動
き
」
や
「
力
」
に
関
す

る
学
問
分
野
を
教
え
て
い
ま

る
学
問
分
野
を
教
え
て
い
ま

す
。
想
像
力
を
働
か
せ
る
よ
う

す
。
想
像
力
を
働
か
せ
る
よ
う

な
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

な
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

◎
研
究
開
発
推
進
機
構

◆
助
教
（
特
別
専
任
）
▽
武
田

幸
也
（
た
け
だ　

さ
ち
や
）

①
国
学
院
大

①
国
学
院
大

学
大
学
院
文

学
大
学
院
文

学
研
究
科
博

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

士
後
期
課
程

修
了
。
国
学
院
大
学
研
究
開
発

修
了
。
国
学
院
大
学
研
究
開
発

推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
を
経
て

推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
を
経
て

現
職
。
博
士
（
神
道
学
）。
②

現
職
。
博
士
（
神
道
学
）。
②

専
攻
が
近
代
の
神
道
・
国
学
で

専
攻
が
近
代
の
神
道
・
国
学
で

す
の
で
本
学
の
建
学
の
精
神
と

す
の
で
本
学
の
建
学
の
精
神
と

そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
研

そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
研

究
・
教
育
活
動
に
尽
力
し
て
い

究
・
教
育
活
動
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
任
専
任
教
職
員

　

今
年
度
４
月
、
本
学
に
着
任
し
た
専
任
の
教
職
員
は

　

今
年
度
４
月
、
本
学
に
着
任
し
た
専
任
の
教
職
員
は
2727
人
。
今
号
で
は
、
４
月
号
に
続
き
各
教

人
。
今
号
で
は
、
４
月
号
に
続
き
各
教

職
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。
ふ
り
が
な
以
下
の
丸
数
字
は
①
略
歴
②
抱
負
。

職
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。
ふ
り
が
な
以
下
の
丸
数
字
は
①
略
歴
②
抱
負
。

◆ 

助
教
（
特
別
専
任
）
▽
髙
野

裕
基
（
た
か
の 

ゆ
う
き
）

①
国
学
院
大

①
国
学
院
大

学
大
学
院
文

学
大
学
院
文

学
研
究
科
神

学
研
究
科
神

道
学
・
宗
教

道
学
・
宗
教

学
専
攻
博
士
課
程
後
期
修
了
。

学
専
攻
博
士
課
程
後
期
修
了
。

博
士
（
神
道
学
）。
②
母
校
に

博
士
（
神
道
学
）。
②
母
校
に

奉
職
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、

奉
職
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、

教
育
と
研
究
活
動
を
通
し
て
日

教
育
と
研
究
活
動
を
通
し
て
日

々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

◎
教
育
開
発
推
進
機
構

◆ 

教
授
（
特
別
専
任
）
▽
銀
杏

陽
子（
ぎ
ん
な
ん　

よ
う
こ
）

①
東
京
学
芸

①
東
京
学
芸

大
学
初
等
教

大
学
初
等
教

育
課
程
卒

育
課
程
卒

業
、
東
京
都

業
、
東
京
都

公
立
小
学
校
教
諭
、
教
頭
、
校

公
立
小
学
校
教
諭
、
教
頭
、
校

長
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン

長
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン

タ
ー
教
師
養
成
塾
教
授
。
②
こ

タ
ー
教
師
養
成
塾
教
授
。
②
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
教

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
教

職
を
目
指
す
学
生
の
み
な
さ
ん

職
を
目
指
す
学
生
の
み
な
さ
ん

が
実
践
的
指
導
力
を
身
に
付
け

が
実
践
的
指
導
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

◆ 

准
教
授
（
特
別
専
任
）
▽
小
笠

原
優
子
（
お
が
さ
わ
ら　

ゆ
う

こ
）

①
横
浜
国
立

①
横
浜
国
立

大
学
教
育
学

大
学
教
育
学

部
卒
業
、
横

部
卒
業
、
横

浜
市
立
小
学

浜
市
立
小
学

校
教
員
、
副
校
長
。
横
浜
市
教

校
教
員
、
副
校
長
。
横
浜
市
教

育
委
員
会
主
任
指
導
主
事
、
国

育
委
員
会
主
任
指
導
主
事
、
国

学
院
大
学
人
間
開
発
学
部
教
育

学
院
大
学
人
間
開
発
学
部
教
育

実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究

実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究

員
。
②
子
ど
も
の
姿
か
ら
学
び

員
。
②
子
ど
も
の
姿
か
ら
学
び

柔
軟
性
あ
る
心
で
接
す
る
教
師

柔
軟
性
あ
る
心
で
接
す
る
教
師

を
目
指
し
て
頑
張
る
。
そ
ん
な

を
目
指
し
て
頑
張
る
。
そ
ん
な

学
生
の
皆
さ
ん
と
進
ん
で
い
く

学
生
の
皆
さ
ん
と
進
ん
で
い
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
す
。

◆ 

准
教
授
（
特
別
専
任
）
▽
唐

沢
は
る
み
（
か
ら
さ
わ　

は

る
み
）

①
１
年
間
私

１
年
間
私

立
幼
稚
園
勤

立
幼
稚
園
勤

務
後
、

務
後
、
3939
年

間
東
京
都
の

間
東
京
都
の

公
立
幼
稚
園
で
教
諭
、
副
園

公
立
幼
稚
園
で
教
諭
、
副
園

長
、
園
長
と
し
て
勤
務
を
経
て

長
、
園
長
と
し
て
勤
務
を
経
て

現
職
。
②
子
ど
も
と
関
わ
る
仕

現
職
。
②
子
ど
も
と
関
わ
る
仕

事
は
、
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ

事
は
、
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ

る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。
今

る
素
晴
ら
し
い
仕
事
で
す
。
今

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
学
生

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
幼
児
教
育
の
現
場

の
皆
さ
ん
に
幼
児
教
育
の
現
場

で
大
切
な
事
や
必
要
な
こ
と
を

で
大
切
な
事
や
必
要
な
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

◆ 

助
教
（
特
別
専
任
）
▽
大
津

直
子
（
お
お
つ　

な
お
こ
）

①
国
学
院
大

①
国
学
院
大

学
大
学
院
博

学
大
学
院
博

士
課
程
後
期

士
課
程
後
期

修
了
。
本
学

修
了
。
本
学

兼
任
講
師
、
日
本
学
術
振
興
会

兼
任
講
師
、
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
を
経

特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
を
経

て
、
現
職
。
博
士
（
文
学
）。

て
、
現
職
。
博
士
（
文
学
）。

②
「
基
礎
日
本
語
」
講
座
を
担

②
「
基
礎
日
本
語
」
講
座
を
担

当
し
ま
す
。
大
学
に
お
け
る
学

当
し
ま
す
。
大
学
に
お
け
る
学

修
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
出
て

修
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
出
て

か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
文
章
力

か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
文
章
力

を
養
い
ま
し
ょ
う
！

を
養
い
ま
し
ょ
う
！

◆ 

助
教
（
特
別
専
任
）
▽
鈴
木

道
代
（
す
ず
き　

み
ち
よ
）

①
国
学
院
大

①
国
学
院
大

学
大
学
院
文

学
大
学
院
文

学
研
究
科
博

学
研
究
科
博

士
課
程
後
期

士
課
程
後
期

満
期
退
学
。国
学
院
大
学
文
学

満
期
退
学
。国
学
院
大
学
文
学

部
兼
任
講
師
を
経
て
現
職
。博

部
兼
任
講
師
を
経
て
現
職
。博

士（
文
学
）。②
国
学
院
大
学
に

士（
文
学
）。②
国
学
院
大
学
に

奉
職
で
き
る
こ
と
を
、光
栄
に

奉
職
で
き
る
こ
と
を
、光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。学
生
の
皆

思
っ
て
お
り
ま
す
。学
生
の
皆

さ
ん
の
日
本
語（
国
語
）能
力
が

さ
ん
の
日
本
語（
国
語
）能
力
が

向
上
す
る
よ
う
な
授
業
を
心
が

向
上
す
る
よ
う
な
授
業
を
心
が

け
て
ゆ
く
所
存
で
す
。よ
ろ
し

け
て
ゆ
く
所
存
で
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆ 

助
教
（
特
別
専
任
）
▽
佐
藤

靜
（
さ
と
う　

さ
や
か
）

①
東
京
大
学

①
東
京
大
学

大
学
院
教
育

大
学
院
教
育

学
研
究
科
博

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

士
後
期
課
程

修
了
。
博
士
（
教
育
学
）。
②

修
了
。
博
士
（
教
育
学
）。
②

教
育
現
場
や
福
祉
現
場
で
の
経

教
育
現
場
や
福
祉
現
場
で
の
経

験
を
生
か
し
、
学
修
支
援
を
通

験
を
生
か
し
、
学
修
支
援
を
通

じ
て
学
生
の
よ
り
よ
い
学
び
に

じ
て
学
生
の
よ
り
よ
い
学
び
に



教

員

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
部
・
大

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
部
・
大

学
院
生
に
お
け
る
今
春
卒
業
生

学
院
生
に
お
け
る
今
春
卒
業
生

の
教
員
就
職
者
（
専
任
教
諭
・

の
教
員
就
職
者
（
専
任
教
諭
・

講
師
等
）
は
、
総
勢

講
師
等
）
は
、
総
勢
8888
人
で
あ

人
で
あ

っ
た
。
新
規
学
卒
採
用
者
の
内

っ
た
。
新
規
学
卒
採
用
者
の
内

訳
は
、

訳
は
、 

公
立
中
学
校
・
高
等
学

公
立
中
学
校
・
高
等
学

校
の
専
任
教
員
合
計

校
の
専
任
教
員
合
計
1616
人
（
昨

人
（
昨

年
度
年
度
1313
人
）、
私
立
中
学
校
・

人
）、
私
立
中
学
校
・

高
等
学
校
、
専
任
教
員
合
計

高
等
学
校
、
専
任
教
員
合
計
2020

人
（
同

人
（
同
1414
人
）。
公
立
・
私
立

人
）。
公
立
・
私
立

学
校
全
校
種
の
臨
時
任
用
教
員

学
校
全
校
種
の
臨
時
任
用
教
員

・
講
師
（
時
間
給
講
師
含
む
）

・
講
師
（
時
間
給
講
師
含
む
）

等
合
計

等
合
計
5252
人
（
同

人
（
同
5757
人
）
と
な

人
）
と
な

り
、
今
年
度
は
昨
年
度
に
比

り
、
今
年
度
は
昨
年
度
に
比

べ
、
合
計
４
人
増
、
２
年
連
続

べ
、
合
計
４
人
増
、
２
年
連
続

8080
人
台
を
超
え
躍
進
し
た
。
こ

人
台
を
超
え
躍
進
し
た
。
こ

の
背
景
に
は
、
こ
こ
数
年
、
公

の
背
景
に
は
、
こ
こ
数
年
、
公

立
・
私
立
学
校
問
わ
ず
、
教
員

立
・
私
立
学
校
問
わ
ず
、
教
員

の
大
量
退
職
が
続
い
て
お
り
、

の
大
量
退
職
が
続
い
て
お
り
、

特
に
首
都
圏
の
学
校
で
臨
時
任

特
に
首
都
圏
の
学
校
で
臨
時
任

用
教
員
ま
た
は
講
師
（
時
間
給

用
教
員
ま
た
は
講
師
（
時
間
給

勤
講
師
含
む
）
等
の
教
員
求
人

勤
講
師
含
む
）
等
の
教
員
求
人

が
教
職
セ
ン
タ
ー
へ
多
数
寄
せ

が
教
職
セ
ン
タ
ー
へ
多
数
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
教
員
を

ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
教
員
を

志
望
し
て
い
る
学
生
に
対
し
、

志
望
し
て
い
る
学
生
に
対
し
、

卒
業
後
も
教
員
求
人
を
斡
旋
・

卒
業
後
も
教
員
求
人
を
斡
旋
・

紹
介
す
る
サ
ポ
ー
ト

紹
介
す
る
サ
ポ
ー
ト 

（
教
員
求

（
教
員
求

人
登
録
）
説
明
会
に
多
く
の
学

人
登
録
）
説
明
会
に
多
く
の
学

生
が
参
加
し
、
昨
年
に
引
き
続

生
が
参
加
し
、
昨
年
に
引
き
続

き
登
録
件
数
が
伸
び
た
こ
と
に

き
登
録
件
数
が
伸
び
た
こ
と
に

よ
り
、
求
人
先
の
ニ
ー
ズ
（
勤

よ
り
、
求
人
先
の
ニ
ー
ズ
（
勤

務
地
・
学
校
種
・
教
科
・
コ
マ

務
地
・
学
校
種
・
教
科
・
コ
マ

数
等
）
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業

数
等
）
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業

が
効
果
を
挙
げ
た
と
思
わ
れ

が
効
果
を
挙
げ
た
と
思
わ
れ

る
。
る
。

　

ま
た
、教
職
セ
ン
タ
ー
に
報

　

ま
た
、教
職
セ
ン
タ
ー
に
報

告
が
あ
っ
た
既
卒
者
の
公
立
中

告
が
あ
っ
た
既
卒
者
の
公
立
中

学
校
・
高
等
学
校
専
任
教
員
合

学
校
・
高
等
学
校
専
任
教
員
合

格
者
は

格
者
は
2525
人
。こ
れ
を
含
め
た

人
。こ
れ
を
含
め
た

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
役
学
部

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
役
学
部

・
大
学
院
生
、既
卒
者
を
含
む
公

・
大
学
院
生
、既
卒
者
を
含
む
公

立
・
私
立
学
校
教
員
就
職
者
総

立
・
私
立
学
校
教
員
就
職
者
総

数
は
、１
１
３
人
で
あ
っ
た
。

数
は
、１
１
３
人
で
あ
っ
た
。

　

本
学
学
生
の
教
員
採
用
試
験

　

本
学
学
生
の
教
員
採
用
試
験

受
験
状
況
（
公
・
私
立
学
校
含

受
験
状
況
（
公
・
私
立
学
校
含

む
）
は
、
教
職
課
程
単
位
修
得

む
）
は
、
教
職
課
程
単
位
修
得

者
２
８
７
人
の
う
ち
、
１
２
０

者
２
８
７
人
の
う
ち
、
１
２
０

人
が
受
験
し
た
。
教
員
免
許
状

人
が
受
験
し
た
。
教
員
免
許
状

を
取
得
し
、
か
つ
、
教
員
採
用

を
取
得
し
、
か
つ
、
教
員
採
用

試
験
を
受
験
し
た
学
生
を
教
員

試
験
を
受
験
し
た
学
生
を
教
員

志
望
者
と
し
た
場
合
、
教
員
志

志
望
者
と
し
た
場
合
、
教
員
志

望
者
に
対
す
る
教
員
就
職
率
は

望
者
に
対
す
る
教
員
就
職
率
は

7373
・
３
％
で
あ
っ
た
。

・
３
％
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
近
年
の
教
員
採
用
試

　

さ
て
、
近
年
の
教
員
採
用
試

験
で
は
、
教
員
の
大
量
退
職
の

験
で
は
、
教
員
の
大
量
退
職
の

影
響
を
受
け
、
平
成

影
響
を
受
け
、
平
成
2424
年
以
年
以

降
、
３
万
人
を
越
え
る
大
量
採

降
、
３
万
人
を
越
え
る
大
量
採

用
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
現
象

用
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
現
象

は
公
立
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

は
公
立
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

私
立
学
校
も
同
様
の
傾
向
が
見

私
立
学
校
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
支

ら
れ
る
。
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
支

え
て
き
た
学
校
現
場
に
、
大
量

え
て
き
た
学
校
現
場
に
、
大
量

の
経
験
の
浅
い
教
員
が
採
用
さ

の
経
験
の
浅
い
教
員
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
は
、
教
員
の
質
保
証

れ
る
こ
と
は
、
教
員
の
質
保
証

と
い
う
観
点
か
ら
も
危
機
的
状

と
い
う
観
点
か
ら
も
危
機
的
状

態
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
背

態
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
全
国
的
な
傾
向
と
し

景
か
ら
、
全
国
的
な
傾
向
と
し

て
、
教
育
者
と
し
て
の
使
命

て
、
教
育
者
と
し
て
の
使
命

感
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

感
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

性
、
多
様
な
体
験
に
裏
付
け
ら

性
、
多
様
な
体
験
に
裏
付
け
ら

れ
た
確
か
な
指
導
力
な
ど
を
備

れ
た
確
か
な
指
導
力
な
ど
を
備

え
た
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る

え
た
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

人
物
評
価
を
重
視
し
た
選
考
が

人
物
評
価
を
重
視
し
た
選
考
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受

実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受

験
者
の
資
質
能
力
、
適
性
を
多

験
者
の
資
質
能
力
、
適
性
を
多

面
的
に
評
価
す
る
た
め
に
教
養

面
的
に
評
価
す
る
た
め
に
教
養

・
専
門
な
ど
の
筆
記
試
験
の
ほ

・
専
門
な
ど
の
筆
記
試
験
の
ほ

か
に
、
１
次
試
験
の
段
階
で
、

か
に
、
１
次
試
験
の
段
階
で
、

面
接
、
実
技
、
作
文
・
論
文
、

面
接
、
実
技
、
作
文
・
論
文
、

模
擬
授
業
等
の
多
様
な
方
法
の

模
擬
授
業
等
の
多
様
な
方
法
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
採
用
選
考

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
採
用
選
考

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
採
用
試

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
採
用
試

験
の
多
様
化
、
教
員
と
し
て
ふ

験
の
多
様
化
、
教
員
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
人
間
性
や
教
育
的
実

さ
わ
し
い
人
間
性
や
教
育
的
実

践
力
に
比
重
を
置
い
て
い
る
採

践
力
に
比
重
を
置
い
て
い
る
採

用
側
の
姿
勢
や
、
受
験
年
齢
制

用
側
の
姿
勢
や
、
受
験
年
齢
制

限
の
緩
和
等
に
よ
り
、
新
規
学

限
の
緩
和
等
に
よ
り
、
新
規
学

卒
者
よ
り
現
場
経
験
が
あ
り
、

卒
者
よ
り
現
場
経
験
が
あ
り
、

即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き
る
講

即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き
る
講

師
経
験
者
の
合
格
率
が
高
く
、

師
経
験
者
の
合
格
率
が
高
く
、

こ
の
傾
向
に
変
化
は
な
い
。

こ
の
傾
向
に
変
化
は
な
い
。

　

最
後
に
、
現
役
合
格
者
に
見

　

最
後
に
、
現
役
合
格
者
に
見

ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め

ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
た
い
。
彼
ら
は
教
員
を
目

て
み
た
い
。
彼
ら
は
教
員
を
目

指
す
上
で
最
も
大
切
な
志
望
の

指
す
上
で
最
も
大
切
な
志
望
の

動
機
が
他
の
学
生
に
比
べ
強
固

動
機
が
他
の
学
生
に
比
べ
強
固

で
あ
っ
た
。「
な
ぜ
、
教
員
を

で
あ
っ
た
。「
な
ぜ
、
教
員
を

目
指
す
の
か
」、「
教
員
と
し
て

目
指
す
の
か
」、「
教
員
と
し
て

何
が
や
り
た
い
の
か
」「
自
分

何
が
や
り
た
い
の
か
」「
自
分

に
は
何
が
出
来
る
の
か
」
等
、

に
は
何
が
出
来
る
の
か
」
等
、

志
望
の
動
機
を
具
現
化
す
べ

志
望
の
動
機
を
具
現
化
す
べ

く
、
１
・
２
年
次
か
ら
、
学
校

く
、
１
・
２
年
次
か
ら
、
学
校

現
場
へ
赴
き
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ

現
場
へ
赴
き
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
学
習
補
助
等
、
現

ィ
ア
活
動
や
学
習
補
助
等
、
現

場
体
験
活
動
に
よ
る
志
望
動
機

場
体
験
活
動
に
よ
る
志
望
動
機

の
醸
成
が
、
３
年
生
か
ら
始
ま

の
醸
成
が
、
３
年
生
か
ら
始
ま

る
本
格
的
受
験
対
策
に
お
け
る

る
本
格
的
受
験
対
策
に
お
け
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
続
に
つ

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
続
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て

な
が
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て

努
力
し
続
け
ら
れ
た
学
生
が
合

努
力
し
続
け
ら
れ
た
学
生
が
合

格
を
手
繰
り
寄
せ
た
と
思
わ
れ

格
を
手
繰
り
寄
せ
た
と
思
わ
れ

る
。
る
。 

〈
教
職
セ
ン
タ
ー
〉

〈
教
職
セ
ン
タ
ー
〉

人
間
開
発
学
部

　

人
間
開
発
学
部
３
期
生
と
な

　

人
間
開
発
学
部
３
期
生
と
な

る
今
春
の
卒
業
生
の
う
ち
、
初

る
今
春
の
卒
業
生
の
う
ち
、
初

等
教
育
学
科
、
健
康
体
育
学
科

等
教
育
学
科
、
健
康
体
育
学
科

を
合
わ
せ
て

を
合
わ
せ
て
8484
人
が
新
た
に
教

人
が
新
た
に
教

壇
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

壇
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

合
格
者
内
訳
は
、
公
立
小
学

　

合
格
者
内
訳
は
、
公
立
小
学

校
4141
人
、
公
立
中
学
校
（
保
健

人
、
公
立
中
学
校
（
保
健

体
育
科
）
３
人
、
私
立
学
校
１

体
育
科
）
３
人
、
私
立
学
校
１

人
の
計

人
の
計
4545
人
。
臨
時
任
用
・
非

人
。
臨
時
任
用
・
非

常
勤
講
師
は
、
公
立
・
私
立
学

常
勤
講
師
は
、
公
立
・
私
立
学

校
全
校
種
計

校
全
校
種
計
3939
人
で
あ
っ
た
。

人
で
あ
っ
た
。

　

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の

　

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
の

受
験
状
況
は
、
小
学
校
・
保
健

受
験
状
況
は
、
小
学
校
・
保
健

体
育
の
教
職
課
程
履
修
者
の

体
育
の
教
職
課
程
履
修
者
の

内
、
受
験
者
は
約
３
分
の
２
に

内
、
受
験
者
は
約
３
分
の
２
に

あ
た
る
１
０
９
人
程
度
で
あ
っ

あ
た
る
１
０
９
人
程
度
で
あ
っ

た
。
同
学
部
の
定
員
数
か
ら
見

た
。
同
学
部
の
定
員
数
か
ら
見

る
と
半
数
の
学
生
が
受
験
し
て

る
と
半
数
の
学
生
が
受
験
し
て

い
る
こ
と
と
な
る
。

い
る
こ
と
と
な
る
。

　

同
学
部
生
が
通
う
た
ま
プ
ラ

　

同
学
部
生
が
通
う
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教

員
就
職
支
援
と
し
て
は
、
正
課

員
就
職
支
援
と
し
て
は
、
正
課

授
業
で
あ
る
小
学
校
・
保
健
体

授
業
で
あ
る
小
学
校
・
保
健
体

育
の
教
職
課
程
で
教
員
と
し
て

育
の
教
職
課
程
で
教
員
と
し
て

の
専
門
性
、
資
質
、
能
力
が
身

の
専
門
性
、
資
質
、
能
力
が
身

に
つ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
課
外
支

に
つ
け
ら
れ
る
ほ
か
、
課
外
支

援
と
し
て
、
教
職
員
が
一
体
と

援
と
し
て
、
教
職
員
が
一
体
と

な
り
人
間
開
発
学
部
教
職
対
策

な
り
人
間
開
発
学
部
教
職
対
策

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
教
員
採

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
教
員
採

用
試
験
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ダ

用
試
験
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
指
導
会
を
年
次
ご
と
に

ン
ス
・
指
導
会
を
年
次
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
。

実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
院
友
で
校
長
経
験

　

さ
ら
に
、
院
友
で
校
長
経
験

が
あ
り
、
教
育
委
員
会
な
ど
の

が
あ
り
、
教
育
委
員
会
な
ど
の

行
政
勤
務
経
験
が
あ
る
方
を
教

行
政
勤
務
経
験
が
あ
る
方
を
教

職
顧
問
と
し
て
招
き
、
教
員
採

職
顧
問
と
し
て
招
き
、
教
員
採

用
試
験
サ
ポ
ー
ト
室
で
論
文
指

用
試
験
サ
ポ
ー
ト
室
で
論
文
指

導
や
教
員
就
職
に
関
す
る
個
別

導
や
教
員
就
職
に
関
す
る
個
別

相
談
の
対
応
、
教
員
採
用
試
験

相
談
の
対
応
、
教
員
採
用
試
験

対
策
講
座
の
実
施
を
し
て
い

対
策
講
座
の
実
施
を
し
て
い

る
。
る
。

　

同
学
部
で
は
、
学
部
付
設
機

　

同
学
部
で
は
、
学
部
付
設
機

関
と
し
て
、
教
育
実
践
総
合
セ

関
と
し
て
、
教
育
実
践
総
合
セ

類
行
政
職
で
７
人
、警
察
官
が

類
行
政
職
で
７
人
、警
察
官
が

3434
人
、消
防
官
で

人
、消
防
官
で
1010
人
、そ
の
他

人
、そ
の
他

の
地
方
公
務
員
が
３
人
の

の
地
方
公
務
員
が
３
人
の
9292

人
、国
家
と
地
方
を
合
わ
せ
る

人
、国
家
と
地
方
を
合
わ
せ
る

と
総
計
１
０
４
人
で
あ
っ
た
。

と
総
計
１
０
４
人
で
あ
っ
た
。

　

公
務
員
は
、
安
定
し
た
環
境

　

公
務
員
は
、
安
定
し
た
環
境

で
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

で
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
社
会
貢
献
度
が
高
い

る
こ
と
と
社
会
貢
献
度
が
高
い

た
め
、
就
職
先
と
し
て
常
に
人

た
め
、
就
職
先
と
し
て
常
に
人

気
が
高
く
、
本
学
に
お
い
て
も

気
が
高
く
、
本
学
に
お
い
て
も

多
く
の
学
生
が
公
務
員
を
志
望

多
く
の
学
生
が
公
務
員
を
志
望

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

こ
こ

　

こ
こ
1010
年
ほ
ど
、
効
率
的
な

年
ほ
ど
、
効
率
的
な

行
政
運
営
の
追
求
な
ど
で
公
務

行
政
運
営
の
追
求
な
ど
で
公
務

員
の
定
員
削
減
と
採
用
抑
制
が

員
の
定
員
削
減
と
採
用
抑
制
が

広
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の

広
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の

と
こ
ろ
や
や
緩
和
さ
れ
採
用
数

と
こ
ろ
や
や
緩
和
さ
れ
採
用
数

も
増
え
て
き
た
。

も
増
え
て
き
た
。

　

公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
民

　

公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
民

間
企
業
同
様
、
二
次
試
験
で
は

間
企
業
同
様
、
二
次
試
験
で
は

集
団
面
接
や
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

集
団
面
接
や
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
課
す
な
ど
人

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
課
す
な
ど
人

物
面
重
視
の
傾
向
が
顕
著
と
な

物
面
重
視
の
傾
向
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で

　

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で

は
、公
務
員
試
験
対
策
と
し
て
、

は
、公
務
員
試
験
対
策
と
し
て
、

よ
り
実
践
的
な
内
容
の
ガ
イ
ダ

よ
り
実
践
的
な
内
容
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
、講
座
を
多
く
開
催
し
て

ン
ス
、講
座
を
多
く
開
催
し
て

い
る
。積
極
的
に
参
加
し
て
所

い
る
。積
極
的
に
参
加
し
て
所

期
の
目
的
を
達
成
し
て
ほ
し

期
の
目
的
を
達
成
し
て
ほ
し

い
。
い
。 

〈
学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア

〈
学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
課
〉

サ
ポ
ー
ト
課
〉

就

職

率

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
の
本
学
の
就
職

年
度
の
本
学
の
就
職

状
況
は
、
全
体
の
就
職
率
で

状
況
は
、
全
体
の
就
職
率
で
9494

・
０
％
（
就
職
希
望
者
に
対
す

・
０
％
（
就
職
希
望
者
に
対
す

る
就
職
者
の
割
合
）
と
な
り
、

る
就
職
者
の
割
合
）
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
３
・
６
ポ
イ

前
年
度
に
比
べ
て
３
・
６
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
。

ン
ト
上
昇
し
た
。

　

学
部
別
に
見
る
と
、
文
学
部

　

学
部
別
に
見
る
と
、
文
学
部

で
は
で
は
9191
・
５
％
、
法
学
部
で
は

・
５
％
、
法
学
部
で
は

9595
・
６
％
、
経
済
学
部
で
は

・
６
％
、
経
済
学
部
で
は
9393

・
２
％
、
神
道
文
化
学
部
で
は

・
２
％
、
神
道
文
化
学
部
で
は

9595
・
７
％
、
人
間
開
発
学
部
で

・
７
％
、
人
間
開
発
学
部
で

は
9898
・
４
％
と
な
っ
た
。

・
４
％
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、文
学
部

　

業
種
別
に
見
る
と
、文
学
部

で
は
、サ
ー
ビ
ス

で
は
、サ
ー
ビ
ス
2525
％
、商
社
・

％
、商
社
・

小
売
小
売
2222
％
、教
育

％
、教
育
1515
％
、メ
ー
カ

％
、メ
ー
カ

ー
８
％
、金
融
６
％
、ほ
か
。法

ー
８
％
、金
融
６
％
、ほ
か
。法

学
部
で
は
、サ
ー
ビ
ス

学
部
で
は
、サ
ー
ビ
ス
2525
％
、商
％
、商

社
・
小
売

社
・
小
売
1818
％
、金
融

％
、金
融
1313
％
、公
％
、公

務
員
務
員
1111
％
、メ
ー
カ
ー
７
％
、建

％
、メ
ー
カ
ー
７
％
、建

設
7
％
、ほ
か
。経
済
学
部
で

％
、ほ
か
。経
済
学
部
で

は
、商
社
・
小
売

は
、商
社
・
小
売
2525
％
、サ
ー
ビ

％
、サ
ー
ビ

ス
2525
％
、金
融

％
、金
融
1212
％
、メ
ー
カ
ー

％
、メ
ー
カ
ー

1010
％
、不
動
産
６
％
、運
輸
・
通

％
、不
動
産
６
％
、運
輸
・
通

信
６
％
、建
設
５
％
、公
務
員
５

信
６
％
、建
設
５
％
、公
務
員
５

％
ほ
か
。神
道
文
化
学
部
で
は
、

％
ほ
か
。神
道
文
化
学
部
で
は
、

神
職
神
職
5656
％
、サ
ー
ビ
ス

％
、サ
ー
ビ
ス
1212
％
、商
％
、商

社
・
小
売

社
・
小
売
1111
％
、公
務
員
６
％
、

％
、公
務
員
６
％
、

ほ
か
。人
間
開
発
学
部
で
は
、教

ほ
か
。人
間
開
発
学
部
で
は
、教

た
、
志
望
動
機
が
曖
昧
で
、
内

た
、
志
望
動
機
が
曖
昧
で
、
内

定
獲
得
に
苦
労
す
る
者
も
少
な

定
獲
得
に
苦
労
す
る
者
も
少
な

か
ら
ず
い
た
。

か
ら
ず
い
た
。

　

社
会
人
と
な
る
た
め
に
は
自

　

社
会
人
と
な
る
た
め
に
は
自

立
し
て
能
動
的
に
活
動
す
る
こ

立
し
て
能
動
的
に
活
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
昨
今
、

と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
昨
今
、

親
に
依
存
し
過
ぎ
る
学
生
や
、

親
に
依
存
し
過
ぎ
る
学
生
や
、

逆
に
親
が
干
渉
し
過
ぎ
て
就
職

逆
に
親
が
干
渉
し
過
ぎ
て
就
職

活
動
が
上
手
く
い
か
な
い
ケ
ー

活
動
が
上
手
く
い
か
な
い
ケ
ー

ス
も
散
見
さ
れ
る
。

ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　

本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

　

本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
課
・
教
職
セ
ン
タ
ー
・
神
道

ト
課
・
教
職
セ
ン
タ
ー
・
神
道

研
修
事
務
課
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

研
修
事
務
課
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

事
務
課
で
、
各
種
の
ガ
イ
ダ
ン

事
務
課
で
、
各
種
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
講
座
を
開
設
し
、
進
路
・

ス
や
講
座
を
開
設
し
、
進
路
・

就
職
支
援
を
積
極
的
に
展
開
し

就
職
支
援
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
る
。

て
い
る
。

　

昨
今
、
選
考
に
お
い
て
総
合

　

昨
今
、
選
考
に
お
い
て
総
合

的
な
力
を
見
る
た
め
に
、
筆
記

的
な
力
を
見
る
た
め
に
、
筆
記

試
験
通
過
後
、
面
接
の
ほ
か
に

試
験
通
過
後
、
面
接
の
ほ
か
に

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
課
す
企
業
も
増
え
て

ン
な
ど
を
課
す
企
業
も
増
え
て

い
る
。
本
学
で
は
、
こ
れ
ら
に

い
る
。
本
学
で
は
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
の
講
座
も
多
く

対
応
す
る
た
め
の
講
座
も
多
く

設
け
て
い
る
。

設
け
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
と
も
積
極
的
な
活
用
を

　

ぜ
ひ
と
も
積
極
的
な
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

お
願
い
し
た
い
。

公

務

員

　

公
務
員
の
採
用
試
験
実
施
状

　

公
務
員
の
採
用
試
験
実
施
状

況
は
、国
家
公
務
員
総
合
職（
大

況
は
、国
家
公
務
員
総
合
職（
大

卒
・
法
律
）で

卒
・
法
律
）で
1717
・
２
倍
、（
大
卒
・

・
２
倍
、（
大
卒
・

経
済
）で
８
・
６
倍
、国
家
公
務

経
済
）で
８
・
６
倍
、国
家
公
務

員
一
般
職（
大
卒
・
行
政
）で
６
・

員
一
般
職（
大
卒
・
行
政
）で
６
・

８
倍
で
あ
っ
た
。地
方
公
務
員

８
倍
で
あ
っ
た
。地
方
公
務
員

で
は
、上
級
職
で
東
京
都
Ⅰ
類

で
は
、上
級
職
で
東
京
都
Ⅰ
類

Ａ
1717
・
６
倍
、

・
６
倍
、Ⅰ
類
Ｂ
一
般
方
式

Ⅰ
類
Ｂ
一
般
方
式

で
６
・
７
倍
を
は
じ
め
、各
道
府

で
６
・
７
倍
を
は
じ
め
、各
道
府

県
で
倍
率
が
軒
並
み

県
で
倍
率
が
軒
並
み
1010
倍
前
後

倍
前
後

と
な
っ
た
。ま
た
、政
令
指
定
都

と
な
っ
た
。ま
た
、政
令
指
定
都

市
を
中
心
と
し
た
市
役
所
で
も

市
を
中
心
と
し
た
市
役
所
で
も

平
均
し
て

平
均
し
て
1010
倍
前
後
。警
視
庁

倍
前
後
。警
視
庁

警
察
官
Ⅰ

警
察
官
Ⅰ
類
男
性
６
・
８
倍
、女

類
男
性
６
・
８
倍
、女

性
６
・
５
倍
、他
の
道
府
県
警
察

性
６
・
５
倍
、他
の
道
府
県
警
察

で
も
５
倍
前
後
で
あ
っ
た
。

で
も
５
倍
前
後
で
あ
っ
た
。

　

本
学
で
の
公
務
員
へ
の
就
職

　

本
学
で
の
公
務
員
へ
の
就
職

状
況
は
、国
家
公
務
員
で

状
況
は
、国
家
公
務
員
で
1212
人
、
人
、

都
道
府
県
上
級
行
政
職
が
６

都
道
府
県
上
級
行
政
職
が
６

人
、市
役
所
・
町
村
役
場
の
行
政

人
、市
役
所
・
町
村
役
場
の
行
政

職
で
職
で
3232
人
、東
京
都
特
別
区
Ⅰ

人
、東
京
都
特
別
区
Ⅰ

（５）　　 平成27年６月10日（水曜日） 國　學　院　大　學　学　報 第636号

育
5252
％
、商
社
・
小
売

％
、商
社
・
小
売
1515
％
、サ
％
、サ

ー
ビ
ス
９
％
、メ
ー
カ
ー
６
％
、

ー
ビ
ス
９
％
、メ
ー
カ
ー
６
％
、

金
融
５
％
ほ
か
と
な
っ
て
い

金
融
５
％
ほ
か
と
な
っ
て
い

る
。
る
。企

業

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
追

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
追

い
打
ち
を
か
け
た
東
日
本
大
震

い
打
ち
を
か
け
た
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、日
本
経
済
は

災
の
影
響
に
よ
り
、日
本
経
済
は

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た

が
、こ
こ
２
年
ほ
ど
の
積
極
的
な

が
、こ
こ
２
年
ほ
ど
の
積
極
的
な

金
融
・
財
政
政
策
の
効
果
な
ど
に

金
融
・
財
政
政
策
の
効
果
な
ど
に

よ
り
堅
調
に
回
復
し
て
き
た
。こ

よ
り
堅
調
に
回
復
し
て
き
た
。こ

れ
を
受
け
て
全
業
種
で
人
材
採

れ
を
受
け
て
全
業
種
で
人
材
採

用
の
意
欲
が
高
ま
り
、平
成

用
の
意
欲
が
高
ま
り
、平
成
2626
年

度
新
卒
者
の
求
人
倍
率
は
大
幅

度
新
卒
者
の
求
人
倍
率
は
大
幅

な
上
昇
と
な
っ
た
。

な
上
昇
と
な
っ
た
。

　

本
学
学
生
の
就
職
志
向
は
大

　

本
学
学
生
の
就
職
志
向
は
大

手
企
業
へ
の
関
心
が
高
い
が
、

手
企
業
へ
の
関
心
が
高
い
が
、

業
界
や
企
業
研
究
が
足
ら
ず
、

業
界
や
企
業
研
究
が
足
ら
ず
、

企
業
の
思
惑
と
掛
け
離
れ
て
苦

企
業
の
思
惑
と
掛
け
離
れ
て
苦

戦
す
る
者
も
目
立
っ
た
。
ま

戦
す
る
者
も
目
立
っ
た
。
ま

■
建
設
業　

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
／
関
電
工
／
木
下
工
務
店
／
五
洋
建

設
／
積
水
ハ
ウ
ス
／
大
成
建
設
／
大
東
建
託
／
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
／

東
急
建
設
／
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
前
田
建
設
工
業
／
三
井

ホ
ー
ム　

■
マ
ス
コ
ミ　

秋
田
朝
日
放
送
／
朝
倉
書
店
／
岩
手
日
報

社
／
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
／
神
社
新
報
社　

■
食
品
メ
ー
カ
ー　

伊
藤

園
／
キ
ユ
ー
ピ
ー
／
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
／
な
と
り
／
日
本
食
研
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

■
メ
ー
カ
ー　

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
／
岡
村
製
作

所
／
オ
リ
ン
パ
ス
／
コ
ー
セ
ー
／
新
日
鐵
住
金
／
住
友
電
気
工
業
／

ゼ
リ
ア
新
薬
工
業
／
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
／
ト
ヨ
タ
自
動
車
／

日
本
電
気
／
本
田
技
研
工
業
／
三
菱
重
工
業
／
ヤ
マ
ハ
発
動
機　
　

■
商
社　

内
田
洋
行
／
大
塚
商
会
／
国
分
／
デ
サ
ン
ト
／
ト
ー
ハ
ン

／
日
本
ア
ク
セ
ス
／
丸
紅
／
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン　

■
小
売
業　

イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
／
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
／
そ
ご
う
・
西
武

／
髙
島
屋
／
東
急
ス
ト
ア
／
東
急
百
貨
店
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
／

三
越
伊
勢
丹
／
ロ
ー
ソ
ン　

■
銀
行　

三
井
住
友
銀
行
／
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
／
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
／
り
そ
な
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／
京
葉
銀
行
／
常
陽
銀
行
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
／
横
浜

銀
行
／
城
南
信
用
金
庫
／
城
北
信
用
金
庫
／
中
央
労
働
金
庫　

■
証

券
業　

岡
三
証
券
／
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
／
大
和
証
券
／
み
ず
ほ
証

券
／
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券　

■
生
保
・
損
保

・
そ
の
他　

か
ん
ぽ
生
命
保
険
／
住
友
生
命
保
険
／

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
ひ
ま
わ
り
生
命
保
険
／
第

一
生
命
保
険
／
日
本
生
命
保
険
／
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン　

■
不
動
産
業

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
／
東
急
リ
バ
ブ
ル
／
野
村
不
動
産

ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
／
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
不
動
産
／

明
和
地
所
／
レ
オ
パ
レ
ス
21　

■
運
輸
・
通
信
・
旅

行
業　

ア
サ
ガ
ミ
／
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
／
佐
川

急
便
／
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ツ
ア
ー
ズ
／
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
／
全
日
本
空
輸
／
日
本
通
運

／
日
本
航
空
／
東
京
急
行
電
鉄
／
東
京
地
下
鉄
／
東

武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
／
東
日
本
旅
客
鉄
道
／
日
立
物

流
／
ヤ
マ
ト
運
輸　

■
サ
ー
ビ
ス
業　

ぐ
る
な
び
／

綜
合
警
備
保
障
／
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
／
東
急
ホ
テ

ル
ズ
／
東
京
ガ
ス
／
東
京
電
力
／
日
本
郵
便
／
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
／

星
野
リ
ゾ
ー
ト
／
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
／
マ
イ
ナ
ビ
／
三
菱
電
機

ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス　

■
組
合
・
団
体　

日
本
コ
ー
プ
共
済
生
活

協
同
組
合
連
合
会
／
日
本
年
金
機
構
／
横
浜
農
業
協
同
組
合　

■
公

務
員
【
国
家
公
務
員
】
東
京
国
税
局
／
法
務
省
東
京
入
国
管
理
局
／

皇
宮
護
衛
官
／
自
衛
隊　

【
地
方
公
務
員
】
神
奈
川
県
庁
／
群
馬
県

庁
／
福
島
県
庁
／
品
川
区
役
所
／
渋
谷
区
役
所
／
世
田
谷
区
役
所
／

静
岡
市
役
所
／
千
葉
市
役
所
／
警
視
庁
／
神
奈
川
県
警
察
／
東
京
消

防
庁　

■
教
員　

公
立
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校
・
特
別
支
援

学
校
／
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園
／
私
立
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小
学

校
／
公
立
幼
稚
園　

■
神
職　

神
宮
司
廳
／
茨
城
県
神
社
庁
／
竹
駒

神
社
／
笠
間
稲
荷
神
社
／
大
洗
磯
前
神
社
／
大
杉
神
社
／
宇
都
宮
二

荒
山
神
社
／
三
峯
神
社
／
川
越
氷
川
神
社
／
井
草
八
幡
宮
／
大
國
魂

神
社
／
神
田
神
社
／
根
津
神
社
／
日
枝
神
社
／
明
治
神
宮
／
靖
國
神

社
／
湯
島
天
満
宮
／
鶴
岡
八
幡
宮
／
平
塚
八
幡
宮
／
寒
川
神
社
／
箱

根
神
社
／
白
山
神
社
／
白
山
比
咩
神
社
／
諏
訪
大
社
／
来
宮
神
社
／

静
岡
浅
間
神
社
／
三
嶋
大
社
／
猿
田
彦
神
社
／
賀
茂
御
祖
神
社
／
賀

茂
別
雷
神
社
／
城
南
宮
／
吉
田
神
社
／
伏
見
稲
荷
大
社
／
大
阪
天
満

宮
／
道
明
寺
天
満
宮
／
春
日
大
社
／
橿
原
神
宮
／
日
前
神
宮
・
國
懸

神
宮
／
吉
備
津
神
社
／
出
雲
大
社
／
住
吉
神
社
／
筥
崎
宮

主要就職先一覧

景
気
回
復
を
受
け
採
用
拡
大

平
成
26
年
度
新
卒
採
用

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
同

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
学
部
生
が

セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
学
部
生
が

将
来
的
に
教
職
ま
た
は
社
会
教

将
来
的
に
教
職
ま
た
は
社
会
教

育
指
導
者
と
し
て
、
進
ん
で
地

育
指
導
者
と
し
て
、
進
ん
で
地

域
社
会
と
携
わ
る
う
え
で
求
め

域
社
会
と
携
わ
る
う
え
で
求
め

ら
れ
る
実
践
的
指
導
力
を
育
成

ら
れ
る
実
践
的
指
導
力
を
育
成

す
る
た
め
に
事
業
展
開
を
し
て

す
る
た
め
に
事
業
展
開
を
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
２
年
次

い
る
。
具
体
的
に
は
、
２
年
次

に
正
課
授
業
と
し
て
開
講
さ
れ

に
正
課
授
業
と
し
て
開
講
さ
れ

る
教
育
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

る
教
育
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
、
課
外
活
動
と
し
て
の
教
育

や
、
課
外
活
動
と
し
て
の
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
事
前

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
事
前

指
導
や
巡
回
指
導
、
個
別
相
談

指
導
や
巡
回
指
導
、
個
別
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。

を
実
施
し
て
い
る
。

　

授
業
、
課
外
支
援
と
両
面
か

　

授
業
、
課
外
支
援
と
両
面
か

ら
の
教
員
養
成
支
援
体
制
が
学

ら
の
教
員
養
成
支
援
体
制
が
学

生
の
教
員
就
職
に
対
す
る
モ
チ

生
の
教
員
就
職
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
続
さ
せ
、
多

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
続
さ
せ
、
多

く
の
卒
業
生
を
教
育
界
に
輩
出

く
の
卒
業
生
を
教
育
界
に
輩
出

す
る
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い

す
る
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
る
。 

〈
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

〈
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
〉

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
〉

就
職
率
94
・
０
％
に
上
昇

平
成
26
年
度 

就
職
率

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
の
新
卒
採
用
は
、
前
年
か
ら
続
く
好
況
感
に
支
え
ら
れ
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

年
度
の
新
卒
採
用
は
、
前
年
か
ら
続
く
好
況
感
に
支
え
ら
れ
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
・
東
日
本
大
震
災
と
続
い
た
負
の
局
面
を
脱
し
、
売
り
手
市
場
へ
と
変
わ
っ
た
。
し
か

ッ
ク
・
東
日
本
大
震
災
と
続
い
た
負
の
局
面
を
脱
し
、
売
り
手
市
場
へ
と
変
わ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
採
用
数
は
拡
大
し
た
も
の
の
、
多
く
の
人
気
企
業
で
は
相
変
わ
ら
ず
の
厳
選
採

し
な
が
ら
、
採
用
数
は
拡
大
し
た
も
の
の
、
多
く
の
人
気
企
業
で
は
相
変
わ
ら
ず
の
厳
選
採

用
が
維
持
さ
れ
た
。
就
職
へ
の
関
門
を
突
破
す
る
に
は
、
早
期
か
ら
確
固
と
し
た
「
就
職
意

用
が
維
持
さ
れ
た
。
就
職
へ
の
関
門
を
突
破
す
る
に
は
、
早
期
か
ら
確
固
と
し
た
「
就
職
意

識
」
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

識
」
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

（
学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
）

（
学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
）

公務員採用推移

92 99

11
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13
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1210
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５
月

　

５
月
2323
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
（
東
京
都
品

ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
（
東
京
都
品

川
区
）
で
、
平
成

川
区
）
で
、
平
成
2727
年
度
院
友

年
度
院
友

会
支
部
長
会
議
（
通
算
第

会
支
部
長
会
議
（
通
算
第
3535

回
）
が
、
そ
の
後
グ
ラ
ン
ド
プ

回
）
が
、
そ
の
後
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
院
友

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
院
友

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

午
後
１
時

　

午
後
１
時
3030
分
か
ら
グ
ラ
ン

分
か
ら
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
「
ク

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
「
ク

ラ
ウ
ン
ル
ー
ム
」
で
行
わ
れ
た

ラ
ウ
ン
ル
ー
ム
」
で
行
わ
れ
た

支
部
長
会
議
に
は
、
全
国

支
部
長
会
議
に
は
、
全
国
5959
支

部
４
団
体
中
、

部
４
団
体
中
、
5757
支
部
４
団
体

支
部
４
団
体

の
支
部
長
ら
が
集
ま
っ
た
。

の
支
部
長
ら
が
集
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、佐
藤
美
穗
院
友

　

は
じ
め
に
、佐
藤
美
穗
院
友

会
副
会
長
・
本
学
客
員
教
授（
昭

会
副
会
長
・
本
学
客
員
教
授（
昭

4141
卒
・
卒
・
7474
期
文
）か
ら
開
会
の
辞

期
文
）か
ら
開
会
の
辞

が
述
べ
ら
れ
、続
い
て
、𠮷
田
茂

が
述
べ
ら
れ
、続
い
て
、𠮷
田
茂

穗
同
会
長（
昭

穗
同
会
長（
昭
4040
卒
・
卒
・
7373
期
政
期
政

経
、昭
経
、昭
4141
修
・
修
・
7474
期
神
専
攻
）が

期
神
専
攻
）が

あ
い
さ
つ
、来
賓
と
し
て
赤
井

あ
い
さ
つ
、来
賓
と
し
て
赤
井

益
久
学
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

益
久
学
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
、教
職
員
に
よ
る
入
試

そ
の
後
、教
職
員
に
よ
る
入
試

状
況
や
就
職
状
況
の
報
告
の
ほ

状
況
や
就
職
状
況
の
報
告
の
ほ

か
、本
部
か
ら
の
報
告
や
主
な

か
、本
部
か
ら
の
報
告
や
主
な

支
部
の
活
動
紹
介
が
続
い
た
。

支
部
の
活
動
紹
介
が
続
い
た
。

　

支
部
長
会
議
終
了
後
の
午
後

　

支
部
長
会
議
終
了
後
の
午
後

浦島彩音さん（子支２）による
世界一の一輪車演技

院
友
会
支
部
長
会
議
・
院
友
大
会

国
学
院
の
宣
言
高
く

平成27年度

わ
れ
、
院
友
の
部
と
し
て
重
要

わ
れ
、
院
友
の
部
と
し
て
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国

無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国

宝
）
に
昨
年
認
定
さ
れ
た
本
阿

宝
）
に
昨
年
認
定
さ
れ
た
本
阿

彌
光
洲
氏
（
本
名
：
本
阿
彌
道

彌
光
洲
氏
（
本
名
：
本
阿
彌
道

弘
、
昭

弘
、
昭
3737
卒
・
卒
・
7070
期
史
）
に
、

期
史
）
に
、

学
生
の
部
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

学
生
の
部
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｎ
1717
（
国
際
一
輪
車
競
技
大

（
国
際
一
輪
車
競
技
大

会
）
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

会
）
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル 

グ
ル
グ
ル

ー
プ
ス
モ
ー
ル
の
部
で
世
界
チ

ー
プ
ス
モ
ー
ル
の
部
で
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
浦
島
彩

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
浦
島
彩

音
さ
ん
（
子
支
２
）
に
贈
呈
さ

音
さ
ん
（
子
支
２
）
に
贈
呈
さ

れ
た
。

れ
た
。

　

さ
ら
に
、昨
年
度
ま
で
院
友

　

さ
ら
に
、昨
年
度
ま
で
院
友

会
支
部
長
な
ど
を
務
め
た

会
支
部
長
な
ど
を
務
め
た
1010
人

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、当
日

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、当
日

出
席
し
た
長
谷
勝
彦
氏（
昭

出
席
し
た
長
谷
勝
彦
氏（
昭
3939

卒
・
卒
・
7272
期
文
、昭

期
文
、昭
4040
修
・
修
・
7373
期
神
期
神

専
攻
）と
青
木
宏
之
氏（
昭

専
攻
）と
青
木
宏
之
氏（
昭
4040
卒

・
7373
期
政
経
）に
は
、会
場
か
ら

期
政
経
）に
は
、会
場
か
ら

多
く
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

多
く
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

坂
口
𠮷
一
理
事
長
に
よ
る
乾

　

坂
口
𠮷
一
理
事
長
に
よ
る
乾

杯
の
発
声
で
、
懇
談
へ
と
移
っ

杯
の
発
声
で
、
懇
談
へ
と
移
っ

た
会
場
で
は
、
吹
奏
楽
部
の
演

た
会
場
で
は
、
吹
奏
楽
部
の
演

奏
や
院
友
会
長
賞
を
受
賞
し
た

奏
や
院
友
会
長
賞
を
受
賞
し
た

浦
島
さ
ん
に
よ
る
一
輪
車
パ
フ

浦
島
さ
ん
に
よ
る
一
輪
車
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　

会
の
後
半
で
は
学
術
・
ス
ポ

　

会
の
後
半
で
は
学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
贈
呈
式
も
行
わ

ー
ツ
振
興
資
金
贈
呈
式
も
行
わ

れ
、
学
術
部
門
と
し
て
母
校
貴

れ
、
学
術
部
門
と
し
て
母
校
貴

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
、

重
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
と
し
て
陸
上
競

ス
ポ
ー
ツ
部
門
と
し
て
陸
上
競

技
部
、
硬
式
野
球
部
、
柔
道
部

技
部
、
硬
式
野
球
部
、
柔
道
部

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
、
最
後

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ
、
最
後

は
全
員
で
校
歌
斉
唱
。
午
後
８

は
全
員
で
校
歌
斉
唱
。
午
後
８

時
に
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

時
に
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

５
時
か
ら
は
、会
場
を
グ
ラ
ン

５
時
か
ら
は
、会
場
を
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

「
飛
天
」に
移
し
、ジ
ャ
ー
ナ
リ

「
飛
天
」に
移
し
、ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
に
よ
る

ス
ト
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
に
よ
る

講
演『
日
本
よ
、美
し
き

講
演『
日
本
よ
、美
し
き
勁つ

よ
つ
よ

き
国
き
国

と
な
れ
』が
行
わ
れ
た
。

と
な
れ
』が
行
わ
れ
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
同
会
場

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
同
会
場

で
院
友
大
会
が
開
催
さ
れ
、
佐

で
院
友
大
会
が
開
催
さ
れ
、
佐

藤
院
友
会
副
会
長
に
よ
る
開
会

藤
院
友
会
副
会
長
に
よ
る
開
会

の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
吉
田
同
会

の
辞
、
国
歌
斉
唱
、
吉
田
同
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
赤
井
学
長
の

長
の
あ
い
さ
つ
、
赤
井
学
長
の

祝
辞
と
続
い
た
。

祝
辞
と
続
い
た
。

　

院
友
会
長
賞
の
贈
呈
式
も
行

　

院
友
会
長
賞
の
贈
呈
式
も
行

全国院友高等学校長会

教職希望学生を全面支援

　

５
月

　

５
月
2020
日
午
後
６
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ

日
午
後
６
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
会
議
室

ン
パ
ス
会
議
室
0202
で
全
国
院
友
高
等
学

で
全
国
院
友
高
等
学

校
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
院
友
の
高

校
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
院
友
の
高

等
学
校
長
が
集
っ
た
。

等
学
校
長
が
集
っ
た
。

　

は
じ
め
に
同
会
会
長
の
橋
本
喜
一
和

　

は
じ
め
に
同
会
会
長
の
橋
本
喜
一
和

洋
九
段
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
長（
昭

洋
九
段
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
長（
昭

4646
卒
・
卒
・
7979
期
文
２
）が
あ
い
さ
つ
に
立

期
文
２
）が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、参
加
し
た
院
友
校
長
へ
感
謝
の
言

ち
、参
加
し
た
院
友
校
長
へ
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。そ
の
後
、赤
井
益
久
学
長

葉
を
述
べ
た
。そ
の
後
、赤
井
益
久
学
長

と
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理
事
が
そ
れ

と
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理
事
が
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
、新
会
員
と
大
学
教
職

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
、新
会
員
と
大
学
教
職

員
の
紹
介
と
続
い
た
。

員
の
紹
介
と
続
い
た
。

　

議
事
で
は
、同
会
に
よ
る
本
学
在
学

　

議
事
で
は
、同
会
に
よ
る
本
学
在
学

生
教
職
希
望
者
に
対
す
る
全
面
支
援
が

生
教
職
希
望
者
に
対
す
る
全
面
支
援
が

提
案
さ
れ
、満
場
一
致
で
可
決
。ま
た
報

提
案
さ
れ
、満
場
一
致
で
可
決
。ま
た
報

告
事
項
と
し
て
、平
成

告
事
項
と
し
て
、平
成
2626
年
度
同
会
会

年
度
同
会
会

計
報
告
、平
成

計
報
告
、平
成
2626
年
度
本
学
就
職
状
況
、

年
度
本
学
就
職
状
況
、

平
成
平
成
2727
年
度
本
学
入
学
試
験
状
況
に
つ

年
度
本
学
入
学
試
験
状
況
に
つ

い
て
、大
学
担
当
者
が
報
告
を
行
っ
た
。

い
て
、大
学
担
当
者
が
報
告
を
行
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
グ
ル
ー

　

総
会
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
教
職
希
望
の
本
学
３
年
生

プ
に
分
か
れ
教
職
希
望
の
本
学
３
年
生

と
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
懇
親
を
深
め

と
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
懇
親
を
深
め

た
。
た
。

あいさつをする赤井学長

院
友
能
楽
師
・
山
井
綱
雄
氏

文
化
交
流
使
の
活
動
を
報
告

　

５
月
９
日
午
後
２
時
か
ら
、

　

５
月
９
日
午
後
２
時
か
ら
、

如
水
会
館（
千
代
田
区
一
ツ
橋
）

如
水
会
館（
千
代
田
区
一
ツ
橋
）「ＭＯＭＯＹＡ」を演じる山井氏

作品募集高校生対象コンテスト
　国学院大学と高校生新聞社が、高校生を対象とした第19回全　国学院大学と高校生新聞社が、高校生を対象とした第19回全
国高校生創作コンテスト、第11回「地域の伝承文化に学ぶ」コ国高校生創作コンテスト、第11回「地域の伝承文化に学ぶ」コ
ンテストを開催します。ンテストを開催します。
　全国高校生創作コンテストでは、 短篇小説・現代詩・短歌・俳　全国高校生創作コンテストでは、 短篇小説・現代詩・短歌・俳
句の４部門で作品を募集。作家・中村航氏をはじめ、各部門で句の４部門で作品を募集。作家・中村航氏をはじめ、各部門で
活躍される先生方が審査を務めます。活躍される先生方が審査を務めます。
「地域の伝承文化に学ぶ」コンテストは昨年度から部門を改め「地域の伝承文化に学ぶ」コンテストは昨年度から部門を改め
て開催しています。て開催しています。
　地域文化研究部門では、祭り・伝統行事・郷土料理・方言な　地域文化研究部門では、祭り・伝統行事・郷土料理・方言な
どの調査研究を、地域民話研究部門では、昔話・伝説など民話どの調査研究を、地域民話研究部門では、昔話・伝説など民話
の調査研究を募集。いずれも個人・団体応募が可能。また、学の調査研究を募集。いずれも個人・団体応募が可能。また、学
校活動部門では、学校や部、クラスなどによる地域研究活動の校活動部門では、学校や部、クラスなどによる地域研究活動の
実践報告を募集します。実践報告を募集します。
　応募期間はいずれも７月６日（月）～９月７日（月）（当日消　応募期間はいずれも７月６日（月）～９月７日（月）（当日消
印有効）。作品は未発表作品に限ります。詳細は高校生新聞社・印有効）。作品は未発表作品に限ります。詳細は高校生新聞社・
本学ホームページで確認を。本学ホームページで確認を。
　なお、広報課では、昨年度の両コンテストの入賞作品を掲載　なお、広報課では、昨年度の両コンテストの入賞作品を掲載
した作品集を無料で配布しています。コンテスト名、希望部数した作品集を無料で配布しています。コンテスト名、希望部数
と送付先をご連絡ください。バックナンバーもございますが、と送付先をご連絡ください。バックナンバーもございますが、
数に限りがあります。数に限りがあります。
　　　　　 　　　　　問い合わせ先　 　　　　　　　　　 
国学院大学総合企画部広報課☎０３・５４６６・０１３０国学院大学総合企画部広報課☎０３・５４６６・０１３０

大津助教、
全国大学国語
国文学会賞受賞
　本学教育開発推進機構助教　本学教育開発推進機構助教
の大津直子氏が、第10回全国の大津直子氏が、第10回全国
大学国語国文学会賞を受賞し大学国語国文学会賞を受賞し
た。受賞作は、同氏著の『源た。受賞作は、同氏著の『源
氏物語の淵源』（平成25年２月　おうふう）。授与式氏物語の淵源』（平成25年２月　おうふう）。授与式
は、６月７日に大東文化会館で開催された同学会内は、６月７日に大東文化会館で開催された同学会内
で行われた。で行われた。
　同書は、第９回第２次関根賞も受賞している。い　同書は、第９回第２次関根賞も受賞している。い
ずれの賞においても大津氏は最年少の受賞者で、本ずれの賞においても大津氏は最年少の受賞者で、本
学関係者の受賞も初めてとなる。学関係者の受賞も初めてとなる。

院
友
４
氏
が
受
賞

春
の
叙
勲

　

４
月

　

４
月
2929
日
付
で
春
の
叙
勲
が

日
付
で
春
の
叙
勲
が

内
閣
府
か
ら
発
令
さ
れ
た
。
こ

内
閣
府
か
ら
発
令
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
に
わ
か
っ
た
本
学
関
係

れ
ま
で
に
わ
か
っ
た
本
学
関
係

の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
６

の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
６

月
1010
日
現
在
）

日
現
在
）

◇
瑞
宝
小
綬
章
（
検
察
官
功

◇
瑞
宝
小
綬
章
（
検
察
官
功

労
）
▽
鈴
木
房
男
（
昭

労
）
▽
鈴
木
房
男
（
昭
4242
卒
・
卒
・

7575
期
法
、
元
東
京
区
検
察
庁
刑

期
法
、
元
東
京
区
検
察
庁
刑

事
部
長
）
◇
同
（
教
育
功
労
）

事
部
長
）
◇
同
（
教
育
功
労
）

▽
後
藤
立
夫
（
昭

▽
後
藤
立
夫
（
昭
4242
卒
・
卒
・
7575
期

文
、
元
公
立
高
等
学
校
長
）
◇

文
、
元
公
立
高
等
学
校
長
）
◇

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）
▽

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）
▽

山
下
恭
郎
（
昭

山
下
恭
郎
（
昭
4141
卒
・
卒
・
7474
期

史
、
元
公
立
中
学
校
長
）
◇
同

史
、
元
公
立
中
学
校
長
）
◇
同

（
文
部
行
政
事
務
功
労
）
▽
松

（
文
部
行
政
事
務
功
労
）
▽
松

坂
弘
（
昭

坂
弘
（
昭
3333
卒
・
卒
・
6666
期
文
、
元

期
文
、
元

東
京
工
業
高
等
専
門
学
校
事
務

東
京
工
業
高
等
専
門
学
校
事
務

部
長
）

部
長
）

　

な
お
、
他
の
受
賞
者
が
判
明

　

な
お
、
他
の
受
賞
者
が
判
明

し
た
場
合
は
、
本
紙
６
３
８
号

し
た
場
合
は
、
本
紙
６
３
８
号

（
平
成

（
平
成
2727
年
９
月

年
９
月
1010
日
付
）
以

日
付
）
以

降
に
紹
介
す
る
。

降
に
紹
介
す
る
。

で
平
成

で
平
成
2626
年
度
文
化
庁
文
化
交

年
度
文
化
庁
文
化
交

流
使
山
井
綱
雄
活
動
報
告
会
が

流
使
山
井
綱
雄
活
動
報
告
会
が

開
催
さ
れ
た
。

開
催
さ
れ
た
。

　

文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業

　

文
化
庁
文
化
交
流
使
事
業

は
、
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
文

は
、
諸
外
国
に
お
け
る
日
本
文

化
へ
の
理
解
や
日
本
と
諸
外
国

化
へ
の
理
解
や
日
本
と
諸
外
国

の
芸
術
家
・
文
化
人
等
の
連
携

の
芸
術
家
・
文
化
人
等
の
連
携

協
力
を
促
進
し
、
国
際
文
化
交

協
力
を
促
進
し
、
国
際
文
化
交

流
の
進
行
を
図
る
た
め
、
文
化

流
の
進
行
を
図
る
た
め
、
文
化

庁
が
平
成

庁
が
平
成
1515
年
か
ら
は
じ
め
た

年
か
ら
は
じ
め
た

事
業
で
、
平
成

事
業
で
、
平
成
2626
年
度
の
文
化

年
度
の
文
化

交
流
使
に
院
友
の
金
春
流
能
楽

交
流
使
に
院
友
の
金
春
流
能
楽

師
・
山
井
綱
雄
氏
（
平
８
卒
・

師
・
山
井
綱
雄
氏
（
平
８
卒
・

104104
期
文
）
が
指
名
さ
れ
、
そ
の

期
文
）
が
指
名
さ
れ
、
そ
の

活
動
報
告
と
な
っ
た
。

活
動
報
告
と
な
っ
た
。

　

報
告
会
で
は
特
別
ゲ
ス
ト
の

　

報
告
会
で
は
特
別
ゲ
ス
ト
の

近
藤
誠
一
前
文
化
庁
長
官
の
講

近
藤
誠
一
前
文
化
庁
長
官
の
講

演
と
、動
画
を
交
え
た
文
化
交

演
と
、動
画
を
交
え
た
文
化
交

流
使
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

流
使
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

た
。山
井
氏
、近
藤
氏
、そ
し
て

た
。山
井
氏
、近
藤
氏
、そ
し
て

書
道
家
の
石
飛
博
光
氏
ら
に
よ

書
道
家
の
石
飛
博
光
氏
ら
に
よ

る
鼎
談
の
後
、最
後
に
カ
ナ
ダ

る
鼎
談
の
後
、最
後
に
カ
ナ
ダ

在
住
の
作
曲
家
サ
マ
ン
ダ
リ
氏

在
住
の
作
曲
家
サ
マ
ン
ダ
リ
氏

と
共
同
制
作
し
た
能
実
験
オ
ペ

と
共
同
制
作
し
た
能
実
験
オ
ペ

ラ「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｙ
Ａ
―
百
夜
―
」

ラ「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｙ
Ａ
―
百
夜
―
」

を
上
演
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

を
上
演
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

学
生
の
授
業
評
価
を
基
に
顕
彰

ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞

　

本
学
教
育
開
発
推
進
機
構
教
育
開
発
セ

　

本
学
教
育
開
発
推
進
機
構
教
育
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
平
成

ン
タ
ー
で
は
、
平
成
2626
年
度
か
ら
学
部
の

年
度
か
ら
学
部
の

兼
任
講
師
を
対
象
と
し
た
「
学
生
に
よ
る

兼
任
講
師
を
対
象
と
し
た
「
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
基
づ
く
、
顕

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
基
づ
く
、
顕

彰
制
度
を
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
結

彰
制
度
を
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
結

果
、
全
体
理
解
度
・
総
合
満
足
度
の
各
基

果
、
全
体
理
解
度
・
総
合
満
足
度
の
各
基

準
で
上
位
３
人
の
兼
任
講
師
に
「
ベ
ス
ト

準
で
上
位
３
人
の
兼
任
講
師
に
「
ベ
ス
ト

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
」
を
授
与
し
た
。

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
」
を
授
与
し
た
。

　

４
月

　

４
月
2020
日
午
後
２
時

日
午
後
２
時
3030
分
か
ら
渋
谷
キ

分
か
ら
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
内
で
平
成

ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
内
で
平
成
2626
年
度
年
度

の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く

の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く

ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
の
表
彰
式
が

ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
受
賞
者
５
人
の
う
ち
、
椿
原

行
わ
れ
た
。
受
賞
者
５
人
の
う
ち
、
椿
原

徹
也
兼
任
講
師
（
人
間
開
発
学
部
）
と
稲

徹
也
兼
任
講
師
（
人
間
開
発
学
部
）
と
稲

葉
稔
兼
任
講
師
（
神
道
文
化
学
部
）
が
出

葉
稔
兼
任
講
師
（
神
道
文
化
学
部
）
が
出

席
し
た
。
ま
ず
東
海
林
孝
一
副
機
構
長
・

席
し
た
。
ま
ず
東
海
林
孝
一
副
機
構
長
・

経
済
学
部
准
教
授
か
ら
賞
の
趣
旨
の
説
明

経
済
学
部
准
教
授
か
ら
賞
の
趣
旨
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、
赤
井
益
久
学
長
か
ら
正
賞

が
あ
っ
た
後
、
赤
井
益
久
学
長
か
ら
正
賞

と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。
赤
井
学
長
は
、

と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。
赤
井
学
長
は
、

お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
「
こ
れ
か
ら
も

お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
「
こ
れ
か
ら
も

国
学
院
大
学
の
教
育
の
質
の
向
上
に
ご
協

国
学
院
大
学
の
教
育
の
質
の
向
上
に
ご
協

力
を
」
と
述
べ
、
ま
た
今
回
出
席
し
た
両

力
を
」
と
述
べ
、
ま
た
今
回
出
席
し
た
両

先
生
か
ら
は
、「
積
極
的
な
声
掛
け
を
心

先
生
か
ら
は
、「
積
極
的
な
声
掛
け
を
心

が
け
て
い
る
」
な
ど
、
授
業
で
工
夫
し
て

が
け
て
い
る
」
な
ど
、
授
業
で
工
夫
し
て

い
る
点
が
語
ら
れ
た
。

い
る
点
が
語
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
は
下
記
の
通
り
（
敬
称
略
）。

　

受
賞
者
は
下
記
の
通
り
（
敬
称
略
）。

■
全
体
理
解
度
基
準

１
位　

椿
原
徹
也
（
人
間
開
発
学
部
）
ス

１
位　

椿
原
徹
也
（
人
間
開
発
学
部
）
ス

ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
２
（
サ
ッ
カ
ー
）

ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
２
（
サ
ッ
カ
ー
）

２
位　

竹
内
雅
明（
同
）ス
ポ
ー
ツ
・
身
体

２
位　

竹
内
雅
明（
同
）ス
ポ
ー
ツ
・
身
体

文
化
１
Ａ
、ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
１
Ｂ　

文
化
１
Ａ
、ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
１
Ｂ　

３
位　

久
保
哲
也（
同
）ス
ポ
ー
ツ
・
身
体

３
位　

久
保
哲
也（
同
）ス
ポ
ー
ツ
・
身
体

文
化
１
Ａ
、ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
１
Ｂ

文
化
１
Ａ
、ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
１
Ｂ

■
総
合
満
足
度
基
準

１
位　

椿
原
徹
也
（
人
間
開
発
学
部
）
ス

１
位　

椿
原
徹
也
（
人
間
開
発
学
部
）
ス

ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
２
（
サ
ッ
カ
ー
）

ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
２
（
サ
ッ
カ
ー
）

２
位　
２
位　

稲
葉
稔（
神
道
文
化
学
部
）神
道
と

稲
葉
稔（
神
道
文
化
学
部
）神
道
と

武
道　

神
道
と
武
道
１
・
２　

３
位　

閔
由

武
道　

神
道
と
武
道
１
・
２　

３
位　

閔
由

眞（
文
学
部
）コ
リ
ア
語
総
合　

初
級
・
中
級

眞（
文
学
部
）コ
リ
ア
語
総
合　

初
級
・
中
級

学
び
へ
の
誘
い

「
明
治
国
家
と
法
制
官
僚
」展
は
じ
ま
る

　

本
学
が
所
蔵
す
る
学
術
資
産

　

本
学
が
所
蔵
す
る
学
術
資
産

の
巡
回
展
示「
学
び
へ
の
誘
い
」

の
巡
回
展
示「
学
び
へ
の
誘
い
」

が
、６
月
６
日
か
ら
紀
伊
国
屋

が
、６
月
６
日
か
ら
紀
伊
国
屋

書
店
札
幌
本
店
で
始
ま
っ
た
。

書
店
札
幌
本
店
で
始
ま
っ
た
。

今
回
は「
明
治
国
家
と
法
制
官

今
回
は「
明
治
国
家
と
法
制
官

僚
―
井
上
毅
歿
後
１
２
０
年
記

井
上
毅
歿
後
１
２
０
年
記

念
―
」と
題
し
、明
治
日
本
の
法

念
―
」と
題
し
、明
治
日
本
の
法

制
官
僚
を
代
表
す
る
井
上
毅
が

制
官
僚
を
代
表
す
る
井
上
毅
が

所
有
し
て
い
た
文
書
・
図
書
か

所
有
し
て
い
た
文
書
・
図
書
か

ら
な
る「
梧
陰
文
庫
」の
中
か
ら

ら
な
る「
梧
陰
文
庫
」の
中
か
ら

明
治
日
本
の
近
代
化
を
読
み
解

明
治
日
本
の
近
代
化
を
読
み
解

く
上
で
も
貴
重
な
資
料
約

く
上
で
も
貴
重
な
資
料
約
3030
点

が
展
示
さ
れ
る
。

が
展
示
さ
れ
る
。

　

学
び
へ
の
誘
い
は
、平
成

　

学
び
へ
の
誘
い
は
、平
成
1717

年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

て
、今
年
で

て
、今
年
で
1111
回
目
を
数
え
る
。

回
目
を
数
え
る
。

　

今
後
、
６
月

　

今
後
、
６
月
1515
日
（
月
）
か

日
（
月
）
か

ら
本
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、

ら
本
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、

７
月
７
月
1111
日
（
土
）
か
ら
本
学
博

日
（
土
）
か
ら
本
学
博

物
館
、
９
月

物
館
、
９
月
1919
日
（
土
）
か
ら

日
（
土
）
か
ら

松
本
市
時
計
博
物
館
、

松
本
市
時
計
博
物
館
、
1111
月
７
月
７

日
（
土
）
か
ら
と
き
め
い
と

日
（
土
）
か
ら
と
き
め
い
と

（
新
潟
大
学
駅
南
キ
ャ
ン
パ

（
新
潟
大
学
駅
南
キ
ャ
ン
パ

ス
）
を
巡
回
す
る
。
い
ず
れ
の

ス
）
を
巡
回
す
る
。
い
ず
れ
の

会
場
も
入
場
は
無
料
。
詳
細
は

会
場
も
入
場
は
無
料
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　

網
谷
哲
成

　

網
谷
哲
成

国
学
院
大
学

国
学
院
大
学

博
物
館
学
芸

博
物
館
学
芸

員（
写
真
）が

員（
写
真
）が

渋
谷
区
観
光
協
会
「
観
光
大

渋
谷
区
観
光
協
会
「
観
光
大

使
」
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

使
」
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
５
月

り
、
５
月
1818
日
に
委
嘱
状
の
授

日
に
委
嘱
状
の
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。
任
期
は
、

与
式
が
行
わ
れ
た
。
任
期
は
、

前
任
者
の
残
り
の
任
期
の
来
年

前
任
者
の
残
り
の
任
期
の
来
年

９
月
末
日
ま
で
。

９
月
末
日
ま
で
。

　

渋
谷
区
観
光
協
会
は
、「
国

　

渋
谷
区
観
光
協
会
は
、「
国

際
文
化
観
光
都
市
・
渋
谷
Ｓ
Ｈ

際
文
化
観
光
都
市
・
渋
谷
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
」
の
実
現
を
目
指

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
」
の
実
現
を
目
指

す
た
め
に
、
平
成

す
た
め
に
、
平
成
2424
年
設
立
さ

年
設
立
さ

れ
た
。
翌

れ
た
。
翌
2525
年
に
は
、「
観
光

年
に
は
、「
観
光

大
使
」
が
区
内
の
商
店
街
や
ホ

大
使
」
が
区
内
の
商
店
街
や
ホ

テ
ル
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど

テ
ル
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど

か
ら
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

か
ら
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
を
通
じ
て
、
文
化
・
伝
統
・

事
を
通
じ
て
、
文
化
・
伝
統
・

流
行
な
ど
を
発
信
し
て
い
る
。

流
行
な
ど
を
発
信
し
て
い
る
。

網
谷
学
芸
員

網
谷
学
芸
員

 

渋
谷
区
観
光
大
使
に

渋
谷
区
観
光
大
使
に

展
示
さ
れ
る
井
上
毅
の

写
真　

※
写
真
に
ス
マ

ホ
を
か
ざ
す
と
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
学
び
へ
の
誘
い
」の

ペ
ー
ジ
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
学
院
大
学
学
び
へ
の
誘
い

　
「
明
治
国
家
と
法
制
官
僚
―
井
上
毅
歿
後
１
２
０
年
記
念
―
」

　

本
学
図
書
館
所
蔵
の
「
梧
陰
文
庫
」
を
中
心
と
し
た
明
治
国
家
形
成
期

　

本
学
図
書
館
所
蔵
の
「
梧
陰
文
庫
」
を
中
心
と
し
た
明
治
国
家
形
成
期

の
貴
重
史
料
・
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
。

の
貴
重
史
料
・
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
。

◆
渋
谷
区
＝
７
／

渋
谷
区
＝
７
／
1111
（
土
）
〜
８
／
７
（
金
）
に
国
学
院
大
学
博
物
館
。

（
土
）
〜
８
／
７
（
金
）
に
国
学
院
大
学
博
物
館
。

ブ
ロ
ガ
ー
内
覧
会
が
７
／

ブ
ロ
ガ
ー
内
覧
会
が
７
／
1010
（
金
）
午
後
５
時

（
金
）
午
後
５
時
3030
分
〜
午
後
７
時
（
事
前

分
〜
午
後
７
時
（
事
前

申
込
制
）、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
が
７
／

申
込
制
）、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
が
７
／
1818
（
土
）
午
後
１
時

（
土
）
午
後
１
時
3030
分
〜
分
〜

午
後
２
時
（
申
込
不
要
）
に
開
催
さ
れ
る
。
講
師
は
い
ず
れ
も
齊
藤
智
朗

午
後
２
時
（
申
込
不
要
）
に
開
催
さ
れ
る
。
講
師
は
い
ず
れ
も
齊
藤
智
朗

神
道
文
化
学
部
准
教
授
。

神
道
文
化
学
部
准
教
授
。

◆
松
本
＝

◆
松
本
＝
９
／
９
／
1919（
土
）〜

（
土
）〜
2727（
日
）に
松
本
市
時
計
博
物
館
３
階
企
画
展
示
室

（
日
）に
松
本
市
時
計
博
物
館
３
階
企
画
展
示
室

◆
新
潟
＝

◆
新
潟
＝
1111
／
７
（
土
）
〜

／
７
（
土
）
〜
1515
（
日
）
に
と
き
め
い
と
（
新
潟
大
学
駅
南

（
日
）
に
と
き
め
い
と
（
新
潟
大
学
駅
南

キ
ャ
ン
パ
ス
）。

キ
ャ
ン
パ
ス
）。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
課
ま
で
（
☎

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
課
ま
で
（
☎
０
３

・
５
４
６
６
・
０
１
３
０
）。

・
５
４
６
６
・
０
１
３
０
）。

　

公
開
古
典
講
座
（
萬
葉
集
・
源
氏
物
語
）

　

７
／

　

７
／
2323
（
木
）
〜

（
木
）
〜
2727
（
月
）
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

（
月
）
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
講
。『
萬
葉
集
』
の
時
間
は
、
午
前
９
時

タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
講
。『
萬
葉
集
』
の
時
間
は
、
午
前
９
時
3030
分

〜
午
後
０
時

〜
午
後
０
時
2525
分
。
テ
ー
マ
は
「『
巻
九
』
を
読
む
」、
講
師
は
谷
口
雅
博

分
。
テ
ー
マ
は
「『
巻
九
』
を
読
む
」、
講
師
は
谷
口
雅
博

本
学
文
学
部
准
教
授
、
上
野
誠
奈
良
大
学
教
授
ほ
か
。

本
学
文
学
部
准
教
授
、
上
野
誠
奈
良
大
学
教
授
ほ
か
。

　

『
源
氏
物
語
』
の
時
間
は
午
後
１
時

　

『
源
氏
物
語
』
の
時
間
は
午
後
１
時
1010
分
〜
午
後
４
時
５
分
。
テ
ー
マ

分
〜
午
後
４
時
５
分
。
テ
ー
マ

は
「『
柏
木
』
巻
（
後
半
）
を
読
む
」、
講
師
は
、
秋
澤
亙
本
学
文
学
部
教

は
「『
柏
木
』
巻
（
後
半
）
を
読
む
」、
講
師
は
、
秋
澤
亙
本
学
文
学
部
教

授
ほ
か
。

授
ほ
か
。

　

伝
統
文
化
に
学
ぶ
講
座
（
東
京
・
大
阪
）

　

８
／
２
（
日
）
午
前
９
時

　

８
／
２
（
日
）
午
前
９
時
3030
分
〜
午
後
４
時

分
〜
午
後
４
時
1010
分
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

分
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
講
。
大
阪
で
は
、
７
／

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
講
。
大
阪
で
は
、
７
／
2020

（
月
・
祝
）
の
同
時
間
に
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
で
開
講
。

（
月
・
祝
）
の
同
時
間
に
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
で
開
講
。

　

右
記
の
受
講
料
・
内
容
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
エ
ク

　

右
記
の
受
講
料
・
内
容
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
。（
☎

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
。（
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
２
７
０
）

０
３
・
５
４
６
６
・
０
２
７
０
）

講
座
・
学
会
等
の
ご
案
内

　

国
学
院
大
学
厚
生
寮

　

夏
季
休
暇
や
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
ど
う
ぞ

　

長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
る
本
学
蓼
科
寮
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

　

長
野
県
北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
る
本
学
蓼
科
寮
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

機
能
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
も
備
え
た
本
法
人
の
学
生
・
教
職
員
の
た
め
の

機
能
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
も
備
え
た
本
法
人
の
学
生
・
教
職
員
の
た
め
の

厚
生
施
設
。
白
樺
湖
や
蓼
科
牧
場
な
ど
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
周
辺
に

厚
生
施
設
。
白
樺
湖
や
蓼
科
牧
場
な
ど
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
周
辺
に

は
美
術
館
や
温
泉
施
設
も
。
学
生
・
教
職
員
は
１
泊
２
食
２
５
０
０
円
と

は
美
術
館
や
温
泉
施
設
も
。
学
生
・
教
職
員
は
１
泊
２
食
２
５
０
０
円
と

格
安
（
利
用
限
度
３
泊
４
日
）。
院
友
（
卒
業
生
）・
教
職
員
は
、
本
学
叢

格
安
（
利
用
限
度
３
泊
４
日
）。
院
友
（
卒
業
生
）・
教
職
員
は
、
本
学
叢

隠
寮
（
神
奈
川
県
箱
根
町
）
も
利
用
可
。
申
し
込
み
は
、
学
生
は
学
生
生

隠
寮
（
神
奈
川
県
箱
根
町
）
も
利
用
可
。
申
し
込
み
は
、
学
生
は
学
生
生

活
課
へ
。
院
友
・
教
職
員
は
、
人
事
課
へ
（
人
事
課
☎

活
課
へ
。
院
友
・
教
職
員
は
、
人
事
課
へ
（
人
事
課
☎
０
３
・
５
４
６
６

０
３
・
５
４
６
６

・
０
１
０
５
／
学
生
生
活
課

・
０
１
０
５
／
学
生
生
活
課
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
４
５
）。

０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
４
５
）。

　

空
室
状
況
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
可
能
。

　

空
室
状
況
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
可
能
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
研
修

　

７
／
８
（
水
）
５
限
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
向
け
て
必
要
な
事

　

７
／
８
（
水
）
５
限
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に
向
け
て
必
要
な
事

前
準
備
を
説
明
。

前
準
備
を
説
明
。

　

Ｔ
ｈ
ｅ
談
会
＠
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

　

７
／
９
（
木
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時

　

７
／
９
（
木
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
3030
分
。
採
用
担
当
者
と
学
生
が

分
。
採
用
担
当
者
と
学
生
が

座
談
会
形
式
で
行
う
企
画
説
明
会
。

座
談
会
形
式
で
行
う
企
画
説
明
会
。

　

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
夏
季
休
暇
活
用
編
）

　

７
／
７
／
1515（
水
）４
限
。公
務
員
を
目
指
す
人
に
、夏
季
休
暇
活
用
方
法
を
解

（
水
）４
限
。公
務
員
を
目
指
す
人
に
、夏
季
休
暇
活
用
方
法
を
解

説
。
説
。

　

以
上
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
。
申
し
込
み
は
Ｋ
│
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
キ

　

以
上
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
。
申
し
込
み
は
Ｋ
│
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
。

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

入
試
成
績
優
秀
者
奨
学
生
11
人

成
績
優
秀
者
奨
学
生
54
人 
決
定

　

国
学
院
大
学
は
、
平
成

　

国
学
院
大
学
は
、
平
成
2727
年

度
の
入
学
試
験
成
績
優
秀
者
育

度
の
入
学
試
験
成
績
優
秀
者
育

英
制
度
奨
学
生
な
ら
び
に
成
績

英
制
度
奨
学
生
な
ら
び
に
成
績

優
秀
者
奨
学
生
を
発
表
し
た
。

優
秀
者
奨
学
生
を
発
表
し
た
。

今
年
度
の
表
彰
者
に
は
入
学
試

今
年
度
の
表
彰
者
に
は
入
学
試

験
成
績
優
秀
者
育
英
制
度
奨
学

験
成
績
優
秀
者
育
英
制
度
奨
学

生
1111
人
、
成
績
優
秀
者
は

人
、
成
績
優
秀
者
は
5454
人

が
選
出
さ
れ
た
。

が
選
出
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
は
、
文
学
部
・
経
済

　

表
彰
式
は
、
文
学
部
・
経
済

学
部
・
法
学
部
・
神
道
文
化
学

学
部
・
法
学
部
・
神
道
文
化
学

部
が
６
月
４
日
午
後
５
時
か
ら

部
が
６
月
４
日
午
後
５
時
か
ら

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室
0202

で
、
人
間
開
発
学
部
は
同

で
、
人
間
開
発
学
部
は
同
1010
日

午
後
１
時
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

午
後
１
時
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

ャ
ン
パ
ス
３
３
１
２
会
議
室
で

ャ
ン
パ
ス
３
３
１
２
会
議
室
で

行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
表
彰
式

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
表
彰
式

で
赤
井
益
久
学
長
は
、
皇
典
講

で
赤
井
益
久
学
長
は
、
皇
典
講

究
所
設
立
の
告
諭
の
一
節
を
引

究
所
設
立
の
告
諭
の
一
節
を
引

用
し
、「
成
績
が
よ
い
だ
け
の

用
し
、「
成
績
が
よ
い
だ
け
の

人
間
に
な
ら
ず
、
ぜ
ひ
魅
力
あ

人
間
に
な
ら
ず
、
ぜ
ひ
魅
力
あ

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
の
言
葉
を
述
べ
た
。
続
い

励
の
言
葉
を
述
べ
た
。
続
い

て
、
奨
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
各
学

て
、
奨
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
各
学

部
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

部
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。
た
。

　

授
与
後
、
入
学
試
験
成
績
優

　

授
与
後
、
入
学
試
験
成
績
優

秀
者
育
英
制
度
奨
学
生
、
成
績

秀
者
育
英
制
度
奨
学
生
、
成
績

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
表
彰
式

奨学生代表によるあいさつ

静岡県東部支部 ５月24日沼津リバーサイドホテル

離れて暮らす保護者の不安を解消

若木育成会支部の集いルポ①

　平成27年度若木育成会静岡県東部　平成27年度若木育成会静岡県東部
支部の集いが、５月24日午後１時か支部の集いが、５月24日午後１時か
ら、静岡県沼津市の駅からほど近いら、静岡県沼津市の駅からほど近い
沼津リバーサイドホテルで開催され沼津リバーサイドホテルで開催され
た。今回は、静岡県東部支部の会た。今回は、静岡県東部支部の会
員136人のうち、34人の参加があっ員136人のうち、34人の参加があっ
た。開会の言葉と支部長によるあいた。開会の言葉と支部長によるあい
さつ、来賓として若木育成会の三竹さつ、来賓として若木育成会の三竹
俊彦副会長からのあいさつがあった俊彦副会長からのあいさつがあった
後、平成26年度の事業報告、同収支後、平成26年度の事業報告、同収支
決算、監査報告、役員の改選、平成決算、監査報告、役員の改選、平成
27年度の事業計画・同収支予算につ27年度の事業計画・同収支予算につ
いていずれも異議なく承認された。いていずれも異議なく承認された。
　引き続き、大学との懇談に移り、　引き続き、大学との懇談に移り、
新富康央人間開発学部学長・教授に新富康央人間開発学部学長・教授に
よる小講演『「損在」を「尊在」による小講演『「損在」を「尊在」に
～わが国の教育・子育ての今日的課～わが国の教育・子育ての今日的課
題～』が行われた。子どもたちは自題～』が行われた。子どもたちは自

尊感情を喪失しているが、必要とさ尊感情を喪失しているが、必要とさ
れることにより意欲を取り戻すことれることにより意欲を取り戻すこと
ができるという。人間開発学部ではができるという。人間開発学部では
心の手当ができる指導者、心に手を心の手当ができる指導者、心に手を
当てる、手を添えることのできる指当てる、手を添えることのできる指
導者を育成するとの新富学部長の言導者を育成するとの新富学部長の言
葉に、保護者らは子どもの教育につ葉に、保護者らは子どもの教育につ
いて考えながら熱心に耳を傾けていいて考えながら熱心に耳を傾けてい
た。その後、新富学部長からは大学た。その後、新富学部長からは大学
の現状について、職員からは成績やの現状について、職員からは成績や
就職、学生生活について説明がなさ就職、学生生活について説明がなさ
れた。れた。
　個人面談では、成績表を見なが　個人面談では、成績表を見なが
ら、保護者は学修状況や出席状況にら、保護者は学修状況や出席状況に
ついて質問をしていた。１年生の保ついて質問をしていた。１年生の保
護者にはグループ面談を行い、ご子護者にはグループ面談を行い、ご子
息の１人暮らしやアルバイト・サー息の１人暮らしやアルバイト・サー
クル活動と学業との両立についてなクル活動と学業との両立についてな

新富学部長による講演

ど、さまざまな心配事についての相ど、さまざまな心配事についての相
談が飛び交った。談が飛び交った。
　続く懇親会でも話題は、東京や横　続く懇親会でも話題は、東京や横
浜で親元を離れて学業に励むご子息浜で親元を離れて学業に励むご子息
のことが多く、保護者の思いに触のことが多く、保護者の思いに触
れ、有意義な意見交換をすることがれ、有意義な意見交換をすることが
できた。できた。
　面談を終えた保護者からは、さま　面談を終えた保護者からは、さま
ざまな不安を解消することが出来たざまな不安を解消することが出来た
との感想が寄せられた。この支部のとの感想が寄せられた。この支部の
集いを通して、改めて保護者と直接集いを通して、改めて保護者と直接
お話しをすることの大切さを感じるお話しをすることの大切さを感じる
ことができた。ことができた。
 （学生生活課書記・永清理奈） （学生生活課書記・永清理奈）

　

在
学
生
の
保
護
者
な
ど
で
組

在
学
生
の
保
護
者
な
ど
で
組

織
さ
れ
る
国
学
院
大
学
若
木
育

織
さ
れ
る
国
学
院
大
学
若
木
育

成
会
（
佐
野
睦
仁
会
長
）
の
第

成
会
（
佐
野
睦
仁
会
長
）
の
第

3636
回
全
国
支
部
長
懇
談
会
と
第

回
全
国
支
部
長
懇
談
会
と
第

4545
回
本
部
総
会
が
、
５
月

回
本
部
総
会
が
、
５
月
1616
日

に
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

に
本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

催
さ
れ
た
。

　

全
国
支
部
長
懇
談
会
は
、
午

　

全
国
支
部
長
懇
談
会
は
、
午

前
1111
時
か
ら
若
木
タ
ワ
ー
会
議

時
か
ら
若
木
タ
ワ
ー
会
議

室
0202
で
、
佐
野
会
長
は
じ
め
本

で
、
佐
野
会
長
は
じ
め
本

部
役
員
、
全
国
の
各
支
部
長
ら

部
役
員
、
全
国
の
各
支
部
長
ら

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
懇
談

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
懇
談

会
で
は
、
事
前
ア

会
で
は
、
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基

ン
ケ
ー
ト
を
基

に
、
支
部
活
動
の

に
、
支
部
活
動
の

活
性
化
や
現
状
の

活
性
化
や
現
状
の

問
題
点
を
中
心
に

問
題
点
を
中
心
に

意
見
交
換
が
な
さ

意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
後
、

れ
た
。
そ
の
後
、

先
月
竣
工
し
た
１

先
月
竣
工
し
た
１

３
０
周
年
記
念
５

３
０
周
年
記
念
５

号
館
で
若
木
育
成

号
館
で
若
木
育
成

会
に
よ
る
竣
工
記

会
に
よ
る
竣
工
記

念
植
樹
も
行
わ
れ

念
植
樹
も
行
わ
れ

た
。
た
。

　

本
部
総
会
は
、

　

本
部
総
会
は
、

午
後
２
時

午
後
２
時
3030
分
か
分
か

ら
学
術
メ
デ
ィ
ア

ら
学
術
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
常
磐
松

セ
ン
タ
ー
常
磐
松

ホ
ー
ル
で
今
年
度

ホ
ー
ル
で
今
年
度

の
事
業
計
画
な
ど

の
事
業
計
画
な
ど

を
審
議
し
た
。

を
審
議
し
た
。

　

平
成

　

平
成
2727
年
度
事

年
度
事

業
計
画
で
は
、
本

業
計
画
で
は
、
本

学
が
行
う
東
日
本

学
が
行
う
東
日
本

大
震
災
被
災
学
生

大
震
災
被
災
学
生

へ
の
授
業
料
減
免

へ
の
授
業
料
減
免

制
度
に
対
す
る
支

制
度
に
対
す
る
支

援
の
継
続
、

援
の
継
続
、
1010
月

1717
日
（
土
）
の
渋
谷
・
た
ま
プ

日
（
土
）
の
渋
谷
・
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

の
実
施
、
国
学
院
大
学
若
木
育

の
実
施
、
国
学
院
大
学
若
木
育

成
会
学
費
等
支
援
制
度
運
用
内

成
会
学
費
等
支
援
制
度
運
用
内

規
の
一
部
改
正
な
ど
が
上
程
、

規
の
一
部
改
正
な
ど
が
上
程
、

承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
今
年
度
の
会
長
な
ど
の

　

ま
た
今
年
度
の
会
長
な
ど
の

役
員
選
出
で
は
、
佐
野
会
長
が

役
員
選
出
で
は
、
佐
野
会
長
が

会
長
職
を
退
任
と
な
り
、
髙
島

会
長
職
を
退
任
と
な
り
、
髙
島

佳
代
子
副
会
長
の
新
会
長
就
任

佳
代
子
副
会
長
の
新
会
長
就
任

が
承
認
さ
れ
た
。
永
年
に
わ
た

が
承
認
さ
れ
た
。
永
年
に
わ
た

り
本
部
役
員
を
務
め
た
佐
野
氏

り
本
部
役
員
を
務
め
た
佐
野
氏

に
は
大
学
か
ら
、
３
年
間
支
部

に
は
大
学
か
ら
、
３
年
間
支
部

長
を
務
め
た
８
氏
に
は
同
会
か

長
を
務
め
た
８
氏
に
は
同
会
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

午
後
５
時

　

午
後
５
時
3030
分
か
ら
は
、
場

分
か
ら
は
、
場

所
を
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

所
を
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
高
輪
「
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
」

ル
高
輪
「
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
」

に
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ

に
移
し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
た
。

　

懇
談
の
途
中
に
は
、
若
木
チ

　

懇
談
の
途
中
に
は
、
若
木
チ

ャ
レ
ン
ジ
賞
の
表
彰

ャ
レ
ン
ジ
賞
の
表
彰
（
８
面
参

照
）、
強
化
３
部
会
の
中
の
柔

、
強
化
３
部
会
の
中
の
柔

道
部
・
硬
式
野
球
部
の
活
動
報

道
部
・
硬
式
野
球
部
の
活
動
報

告
も
行
わ
れ
た
。

告
も
行
わ
れ
た
。

　

和
や
か
に
進
ん
だ
会
は
、
中

　

和
や
か
に
進
ん
だ
会
は
、
中

締
め
を
三
竹
俊
彦
副
会
長
が
務

締
め
を
三
竹
俊
彦
副
会
長
が
務

め
、
午
後
７
時

め
、
午
後
７
時
3030
分
に
お
開
き

分
に
お
開
き

と
な
っ
た
。

と
な
っ
た
。

平
成
27
年
度 

若
木
育
成
会
本
部
総
会

今
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定

全
国
支
部
長
懇
談
会
で

あ
い
さ
つ
す
る
佐
野
前
会
長

ミュージアム連携事業２年目がスタート
　

４
月

　

４
月
2828
日
午
後
４
時

日
午
後
４
時
3030
分
か
ら
国
学
院
大
学
博
物
館

分
か
ら
国
学
院
大
学
博
物
館

で
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を
国
際
発
信
す
る

で
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を
国
際
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
と
し
て
、
第
１
回
国
学
院

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
と
し
て
、
第
１
回
国
学
院

大
学
博
物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会
会
議
が

大
学
博
物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
化
庁
の
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術

　

こ
の
事
業
は
、
文
化
庁
の
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術

館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
も
の

館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
も
の

で
、
昨
年
度
の
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を
発

で
、
昨
年
度
の
「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を
発

信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
引
き
継
ぐ
も

信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
引
き
継
ぐ
も

の
。
本
学
博
物
館
、
渋
谷
区
、
山
種
美
術
館
、
東
洋
文

の
。
本
学
博
物
館
、
渋
谷
区
、
山
種
美
術
館
、
東
洋
文

庫
と
連
携
し
て
事
業
を
運
営
し
て
い
く
。

庫
と
連
携
し
て
事
業
を
運
営
し
て
い
く
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
赤
井

　

開
催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
赤
井

益
久
学
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
昨
年
度
事
業
の
報
告

益
久
学
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
昨
年
度
事
業
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
今
年
度
の
「
地
域
・
渋
谷

が
な
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
今
年
度
の
「
地
域
・
渋
谷

の
文
化
を
発
信
す

の
文
化
を
発
信
す

る
」「
博
物
館
に
お

る
」「
博
物
館
に
お

け
る
多
言
語
サ
ー
ビ

け
る
多
言
語
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
」「
博
物

ス
の
充
実
」「
博
物

館
を
核
に
し
た
地
域

館
を
核
に
し
た
地
域

の
文
化
交
流
」「
日

の
文
化
交
流
」「
日

本
文
化
研
究
拠
点
の

本
文
化
研
究
拠
点
の

国
際
連
携
」「
日
本

国
際
連
携
」「
日
本

文
化
を
体
験
・
実
感

文
化
を
体
験
・
実
感

す
る
」
の
５
つ
の
構

す
る
」
の
５
つ
の
構

成
事
業
に
つ
い
て
紹

成
事
業
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た
。

介
が
あ
っ
た
。

　

本
事
業
は
、
平
成

　

本
事
業
は
、
平
成

3232
年
開
催
の
東
京
オ

年
開
催
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
視
野

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
視
野

に
入
れ
て
、
日
本
の

に
入
れ
て
、
日
本
の

文
化
発
信
の
拠
点
形

文
化
発
信
の
拠
点
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と

成
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

が
期
待
さ
れ
る
。

優
秀
者
奨
学
生
そ
れ
ぞ
れ
代
表

優
秀
者
奨
学
生
そ
れ
ぞ
れ
代
表

の
学
生
、
学
部
長
を
代
表
し
て

の
学
生
、
学
部
長
を
代
表
し
て

尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
・
教
授

尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
・
教
授

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
式

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
式

は
終
了
し
た
。

は
終
了
し
た
。

法
科
大
学
院
成
績
優
秀
者

奨
学
生
の
表
彰
式

平
成
27
年
度

　

平
成

　

平
成
2727
年
度
法
科
大
学
院
成

年
度
法
科
大
学
院
成

績
優
秀
者
奨
学
生
の
表
彰
式

績
優
秀
者
奨
学
生
の
表
彰
式

が
、
５
月
８
日
午
後
５
時

が
、
５
月
８
日
午
後
５
時
1010
分

か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年

か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年

記
念
館
法
科
大
学
院
長
室
で
行

記
念
館
法
科
大
学
院
長
室
で
行

わ
れ
、
武
田
誠
法
科
大
学
院
長

わ
れ
、
武
田
誠
法
科
大
学
院
長

か
ら
奨
学
生
た
ち
に
表
彰
状
が

か
ら
奨
学
生
た
ち
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

授
与
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
、
１
年
生
２
人

　

今
年
度
は
、
１
年
生
２
人

と
、
２
年
生
４
人
、
３
年
生
１

と
、
２
年
生
４
人
、
３
年
生
１

人
が
対
象
に
な
っ
た
。
武
田
院

人
が
対
象
に
な
っ
た
。
武
田
院

長
は
奨
学
生
に
祝
福
の
言
葉
を

長
は
奨
学
生
に
祝
福
の
言
葉
を

贈
る
と
と
も
に
、「
今
後
も
勉

贈
る
と
と
も
に
、「
今
後
も
勉

学
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
励
ま

学
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

し
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

５
月

　

５
月
2222
日
午
後
３
時
か
ら
、

日
午
後
３
時
か
ら
、

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
常
磐
松
ホ
ー
ル

ア
セ
ン
タ
ー
の
常
磐
松
ホ
ー
ル

で
、
高
校
教
員
対
象
入
試
説
明

で
、
高
校
教
員
対
象
入
試
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
１
０
人

会
が
開
催
さ
れ
、
約
２
１
０
人

の
教
員
が
参
加
し
た
。

の
教
員
が
参
加
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
尾
近
裕
幸
入

　

説
明
会
で
は
、
尾
近
裕
幸
入

学
担
当
理
事
・
経
済
学
部
長
・

学
担
当
理
事
・
経
済
学
部
長
・

教
授
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
針
谷

教
授
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
針
谷

壮
一
入
学
試
験
委
員
長
・
文
学

壮
一
入
学
試
験
委
員
長
・
文
学

部
教
授
か
ら
指
定
校
制
推
薦
・

部
教
授
か
ら
指
定
校
制
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
の
説
明
、

Ａ
Ｏ
入
試
に
つ
い
て
の
説
明
、

そ
し
て
田
中
裕
巳
入
学
課
長
か

そ
し
て
田
中
裕
巳
入
学
課
長
か

ら
今
年
度
の
入
学
試
験
の
結
果

ら
今
年
度
の
入
学
試
験
の
結
果

と
来
年
度
の
入
学
試
験
の
変
更

と
来
年
度
の
入
学
試
験
の
変
更

点
な
ど
概
要
に
つ
い
て
解
説
が

点
な
ど
概
要
に
つ
い
て
解
説
が

行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
た
。

　

ま
た
学
部
教
育
の
成
果
報
告
、

ま
た
学
部
教
育
の
成
果
報
告
、

教
職
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

教
職
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い

て
は
前
田
浩
司
教
育
開
発
推
進

て
は
前
田
浩
司
教
育
開
発
推
進

機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長
か

機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長
か

ら
の
説
明
の
ほ
か
、
教
職
を
志

ら
の
説
明
の
ほ
か
、
教
職
を
志

す
学
生
代
表
と
し
て
早
野
貴
俊

す
学
生
代
表
と
し
て
早
野
貴
俊

君
（
日
文
４
）
か
ら
活
動
報
告

君
（
日
文
４
）
か
ら
活
動
報
告

が
あ
っ
た
。

が
あ
っ
た
。

　

説
明
会
終
了
後
に
は
個
別
相

　

説
明
会
終
了
後
に
は
個
別
相

談
会
や
、本
学
博
物
館
・
図
書
館

談
会
や
、本
学
博
物
館
・
図
書
館

の
見
学
も
受
け
付
け
て
い
た
。

の
見
学
も
受
け
付
け
て
い
た
。

教
員
対
象
平
成
28
年
度

入
試
説
明
会
開
催　

あ
い
さ
つ
を
す
る
赤
井
学
長



　

本
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）
が
、
平
成

　

本
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）
が
、
平
成
2727
年
度
関
東

年
度
関
東

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
リ
ー
グ
１
部
・
２
部
入
れ
替
え
戦

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
リ
ー
グ
１
部
・
２
部
入
れ
替
え
戦

（
主
催
・
関
東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）
に
勝
利
し
、
男

（
主
催
・
関
東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）
に
勝
利
し
、
男

子
と
し
て
は
創
部
以
来
初
め
て
と
な
る
１
部
昇
格
を
果
た
し

子
と
し
て
は
創
部
以
来
初
め
て
と
な
る
１
部
昇
格
を
果
た
し

た
。
た
。

　

入
れ
替
え
戦
に
先
立
ち
、
５
月
９
日
・

　

入
れ
替
え
戦
に
先
立
ち
、
５
月
９
日
・
1010
日
に
行
わ
れ
た

日
に
行
わ
れ
た

同
春
季
リ
ー
グ
戦
（
千
葉
県
白
子
町
中
里
サ
ニ
ー
コ
ー
ト
）

同
春
季
リ
ー
グ
戦
（
千
葉
県
白
子
町
中
里
サ
ニ
ー
コ
ー
ト
）

で
は
、
男
子
女
子
と
も
に
５
勝
０
敗
の
好
成
績
を
収
め
、
男

で
は
、
男
子
女
子
と
も
に
５
勝
０
敗
の
好
成
績
を
収
め
、
男

子
は
２
部
で
、
女
子
は
７
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

子
は
２
部
で
、
女
子
は
７
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　

続
く
５
月

　

続
く
５
月
1717
日
に
は
、
東
京
経
済
大
学
武
蔵
村
山
キ
ャ
ン

日
に
は
、
東
京
経
済
大
学
武
蔵
村
山
キ
ャ
ン

パ
ス
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
入
れ
替
え
戦
が
行
わ
れ
た
。

パ
ス
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
入
れ
替
え
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
男
子
入
れ
替
え
戦
で
は
、
１
部

　

午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
男
子
入
れ
替
え
戦
で
は
、
１
部

６
位
の
法
政
大
学
と
対
戦
。
３
対
２
で
勝
利
し
、
１
部
昇
格

６
位
の
法
政
大
学
と
対
戦
。
３
対
２
で
勝
利
し
、
１
部
昇
格

が
決
定
し
た
。
午
前

が
決
定
し
た
。
午
前
1010
時
か
ら
始
ま
っ
た
女
子
入
れ
替
え
戦

時
か
ら
始
ま
っ
た
女
子
入
れ
替
え
戦

で
は
６
部
６
位
の
淑
徳
大
学
と
対
戦
。
２
対
０
で
快
勝
し
６

で
は
６
部
６
位
の
淑
徳
大
学
と
対
戦
。
２
対
０
で
快
勝
し
６

部
昇
格
が
決
定
し
た
。

部
昇
格
が
決
定
し
た
。

昇
格
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

部
員
た
ち

　

本
学
柔
道
部
の
藤
阪
泰
恒
君

　

本
学
柔
道
部
の
藤
阪
泰
恒
君

（
健
体
１
）
が
、
６
月
６
･

（
健
体
１
）
が
、
６
月
６
･

７
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ラ
イ

７
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
オ
ー

プ
ニ
ッ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会

ス
ト
リ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会

に
男
子

に
男
子
6060
㎏
級
日
本
代
表
と
し

㎏
級
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
た
。
結
果
は
、
同
階

て
出
場
し
た
。
結
果
は
、
同
階

級
５
位
で
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な

級
５
位
で
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な

か
っ
た
。

か
っ
た
。

　

藤
阪
君
は
、
昨
年
度
の
全
国

　

藤
阪
君
は
、
昨
年
度
の
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
）
優
勝
、
講
道
館

ン
タ
ー
ハ
イ
）
優
勝
、
講
道
館

杯
３
位
の
実
力
者
。
全
日
本
柔

杯
３
位
の
実
力
者
。
全
日
本
柔

道
連
盟
が
指
定
す
る
男
子
Ｂ
強

道
連
盟
が
指
定
す
る
男
子
Ｂ
強

化
選
手
に
選
ば
れ
て
い
る
。

化
選
手
に
選
ば
れ
て
い
る
。

硬
式
野
球
部

　

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
が
、
学
業

　

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
が
、
学
業

・
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
貢
献
等
で
成
果
を

・
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
貢
献
等
で
成
果
を

上
げ
た
団
体
・
個
人
を
顕
彰
す
る
平
成

上
げ
た
団
体
・
個
人
を
顕
彰
す
る
平
成

2626
年
度
「
若
木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
の
表

年
度
「
若
木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
の
表

彰
式
を
、
５
月

彰
式
を
、
５
月
1616
日
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

日
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
高
輪
の
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
で

ス
ホ
テ
ル
高
輪
の
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
で

開
催
し
た
。
表
彰
式
は
同
会
本
部
総
会

開
催
し
た
。
表
彰
式
は
同
会
本
部
総
会

懇
親
会
の
席
で
行
わ
れ
（
関
連
記
事
別

懇
親
会
の
席
で
行
わ
れ
（
関
連
記
事
別

掲
）、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
賞
金
が

掲
）、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
賞
金
が

贈
ら
れ
た
。
表
彰
者
お
よ
び
団
体
、
テ

贈
ら
れ
た
。
表
彰
者
お
よ
び
団
体
、
テ

ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

《
個
人
の
部
》（ 

学
年
は
応
募
当
時
・ 

敬
称
略
）

◆
吉
田
真
希
（
健
体
３
）

吉
田
真
希
（
健
体
３
）
▽
ア
ル
テ
ィ

▽
ア
ル
テ
ィ

メ
ッ
ト
Ｕ

メ
ッ
ト
Ｕ
2323
日
本
代
表
◆
長
谷
川
み
の

日
本
代
表
◆
長
谷
川
み
の

り
（
健
体
３
）

り
（
健
体
３
）
▽
柔
術
ク
ラ
ブ
の
立
ち

▽
柔
術
ク
ラ
ブ
の
立
ち

上
げ
と
運
営
◆

上
げ
と
運
営
◆
浦
島
彩
音
（
子
支
１
）

浦
島
彩
音
（
子
支
１
）

▽
国
際
一
輪
車
競
技
大
会
◆
片
岡
友
紀

▽
国
際
一
輪
車
競
技
大
会
◆
片
岡
友
紀

（
法
３
）

（
法
３
）
▽
こ
れ
か
ら
の
国
際
協
力
の

▽
こ
れ
か
ら
の
国
際
協
力
の

カ
タ
チ
を
考
え
る
―
ア
ン
ニ
ョ
ン
か
ら

カ
タ
チ
を
考
え
る
―
ア
ン
ニ
ョ
ン
か
ら

５人・３団体が受賞
平成26年度 若木チャレンジ賞

佐野会長から表彰状の授与

若木体育祭第53回

　５月17日、たまプラーザキャ
ンパスでは第53回若木体育祭が
開催された。天気にも恵まれ、午
前９時の開会式から多くの在学生
が参加し、選手宣誓や準備体操の
後、競技がスタート。部会やサー
クル・クラスメイトなどでチームを組んで参加した学生たちは、グ
ラウンドやアリーナなど５つの会場で、フットサルやバレーボー
ル、ドッジボール、３on３バスケなどで熱戦を繰り広げた。今年
度も教職員が各競技にチームで参加し、学生との親交を深めた。
　競技のみでなく、吹奏楽部の演奏や、ドリル競技部SEALSによ
るチアダンス（ソングリーディング）、全学応援団のリーダー公開
も披露され、体育祭を盛り上げた。

柴
田
君

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

日
本
代
表
に
選
出

　

７
月
３
日
（
金
）
か
ら
韓
国

　

７
月
３
日
（
金
）
か
ら
韓
国

・
光
州
で
開
催
さ
れ
る
第

・
光
州
で
開
催
さ
れ
る
第
2828
回

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会

に
出
場
す
る
野
球
「
侍
ジ
ャ
パ

に
出
場
す
る
野
球
「
侍
ジ
ャ
パ

ン
大
学
代
表
」
出
場
推
薦
選
手

ン
大
学
代
表
」
出
場
推
薦
選
手

が
、
４
月

が
、
４
月
2727
日
に
全
日
本
大
学

日
に
全
日
本
大
学

野
球
連
盟
か
ら
発
表
さ
れ
、
本

野
球
連
盟
か
ら
発
表
さ
れ
、
本

学
硬
式
野
球
部
主
将
の
柴
田
竜

学
硬
式
野
球
部
主
将
の
柴
田
竜

拓
君
（
経
３
）
が
選
出
さ
れ

拓
君
（
経
３
）
が
選
出
さ
れ

た
。
た
。

　

柴
田
君
は
昨
年

　

柴
田
君
は
昨
年
1111
月
に
開
催

月
に
開
催

さ
れ
た

さ
れ
た
2121
Ｕ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

Ｕ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
も
出
場
し
て
お
り
、
今
回
の

に
も
出
場
し
て
お
り
、
今
回
の

選
出
メ
ン
バ
ー
で
は
唯
一
の
経

選
出
メ
ン
バ
ー
で
は
唯
一
の
経

験
者
と
な
る
。
背
番
号
は

験
者
と
な
る
。
背
番
号
は

「
１
」
で
、
堅
守
の
遊
撃
手
と

「
１
」
で
、
堅
守
の
遊
撃
手
と

し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
。

し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
。

　

６
月

　

６
月
2929
日
（
月
）
に
は
、
明

日
（
月
）
に
は
、
明

治
神
宮
野
球
場
で
ユ
ニ
バ
ー
シ

治
神
宮
野
球
場
で
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド

ア
ー
ド 

日
本
代
表
壮
行
試
合

日
本
代
表
壮
行
試
合

「
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
対
Ｎ

「
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
対
Ｎ

Ｐ
Ｂ
選
抜
」
が
開
催
さ
れ
る
。

Ｐ
Ｂ
選
抜
」
が
開
催
さ
れ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
で

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
で

は
、
韓
国
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス

は
、
韓
国
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス

と
共
に
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
属
す
る

と
共
に
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
属
す
る

侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
は
、
７

侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
は
、
７

月
６
日
（
月
）
の
韓
国
戦
を
皮

月
６
日
（
月
）
の
韓
国
戦
を
皮

切
り
に
、
中
国
戦
、
フ
ラ
ン
ス

切
り
に
、
中
国
戦
、
フ
ラ
ン
ス

戦
に
臨
む
。
そ
の
後
、

戦
に
臨
む
。
そ
の
後
、
1010
日

（
金
）
に
準
決
勝
、

（
金
）
に
準
決
勝
、
1111
日

（
土
）
に
は
決
勝
戦
が
予
定
さ

（
土
）
に
は
決
勝
戦
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

国
学
院
大
学
硬
式
野
球
部

　

国
学
院
大
学
硬
式
野
球
部

は
、
東
都
大
学
野
球
１
部
春
季

は
、
東
都
大
学
野
球
１
部
春
季

リ
ー
グ
（
４
月
７
日
〜
５
月

リ
ー
グ
（
４
月
７
日
〜
５
月
2828

日
）
で
、
７
勝
５
敗
・
勝
ち
点

日
）
で
、
７
勝
５
敗
・
勝
ち
点

３
で
３
位
に
入
っ
た
。
優
勝

３
で
３
位
に
入
っ
た
。
優
勝

は
、
今
季
１
部
に
復
帰
し
た
ば

は
、
今
季
１
部
に
復
帰
し
た
ば

か
り
の
専
修
大
学
で
、
勝
ち
点

か
り
の
専
修
大
学
で
、
勝
ち
点

で
並
ん
だ
中
央
大
学
を
勝
率
で

で
並
ん
だ
中
央
大
学
を
勝
率
で

打
線
奮
起
も
粘
れ
ず
３
位

東
都
１
部
春
季
リ
ー
グ

リリーフでチームを支えた土倉君

東都リーグで活躍する柴田君（右）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
創
部
初
１
部
昇
格

上
回
り

上
回
り
2626
年
ぶ
り

年
ぶ
り
3232
度
目
。

度
目
。

　

今
季
の
本
学
は
、
打
線
が
活

　

今
季
の
本
学
は
、
打
線
が
活

発
で
、
５
得
点
以
上
を
挙
げ
た

発
で
、
５
得
点
以
上
を
挙
げ
た

試
合
が
５
試
合
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

試
合
が
５
試
合
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
が
２
試
合
と
勝
負
強
さ
が
目

ち
が
２
試
合
と
勝
負
強
さ
が
目

立
っ
た
。
歴
史
的
連
勝
を
続
け

立
っ
た
。
歴
史
的
連
勝
を
続
け

た
専
修
大
学
に
連
勝
し
見
せ
場

た
専
修
大
学
に
連
勝
し
見
せ
場

を
作
っ
た
が
、
中
央
大
学
、
駒

を
作
っ
た
が
、
中
央
大
学
、
駒

澤
大
学
か
ら
勝
ち
点
を
取
れ

澤
大
学
か
ら
勝
ち
点
を
取
れ

ず
、
優
勝
戦
線
に
残
る
こ
と
が

ず
、
優
勝
戦
線
に
残
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

で
き
な
か
っ
た
。

　

打
線
で
は
、打
率
４
割
で
首

　

打
線
で
は
、打
率
４
割
で
首

位
打
者
に
な
り
、初
め
て
ベ
ス

位
打
者
に
な
り
、初
め
て
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
に
も
選
ば
れ
た
山
崎

ト
ナ
イ
ン
に
も
選
ば
れ
た
山
崎

剛
君（
二
塁
手
、

剛
君（
二
塁
手
、経
営
２
）や

経
営
２
）や
、主、主

将
の
柴
田
竜
拓
君（

将
の
柴
田
竜
拓
君（
経
３
経
３
）ら
が
）ら
が

中
心
に
得
点
を
挙
げ
、勝
利
に

中
心
に
得
点
を
挙
げ
、勝
利
に

貢
献
し
た
。投
手
陣
で
は
、先
発

貢
献
し
た
。投
手
陣
で
は
、先
発

の
新
ヶ
江
一
聡
君（

の
新
ヶ
江
一
聡
君（
経
営
３
）、

経
営
３
）、

沖
垣
泰
史
君（
経
４
）の
両
左
腕

沖
垣
泰
史
君（
経
４
）の
両
左
腕

と
、中
継
ぎ
で

と
、中
継
ぎ
で
1010
試
合
に
登
板

試
合
に
登
板

し
た
土
倉
将
君（
健
体
４
）が
試

し
た
土
倉
将
君（
健
体
４
）が
試

合
を
作
っ
た
。特
に
土
倉
君
は
、

合
を
作
っ
た
。特
に
土
倉
君
は
、

防
御
率
１
・

防
御
率
１
・
5555
で
リ
ー
グ
１
位

で
リ
ー
グ
１
位

タ
イ
で
あ
っ
た
。

タ
イ
で
あ
っ
た
。

サ
ワ
ッ
デ
ィ
に
至
る
ま
で
―
◆
水
島
龍

サ
ワ
ッ
デ
ィ
に
至
る
ま
で
―
◆
水
島
龍

希
（
経
ネ
３
）

希
（
経
ネ
３
）
▽
第
▽
第
6464
回
税
理
士
試
験

回
税
理
士
試
験

に
合
格
し
て
得
た
も
の

に
合
格
し
て
得
た
も
の

《
団
体
の
部
》

◆
㈱
赤
シ
ャ
ツ
▽
基
礎
演
習
Ｂ
プ
レ
ゼ

◆
㈱
赤
シ
ャ
ツ
▽
基
礎
演
習
Ｂ
プ
レ
ゼ

ン
大
会
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
：
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

ン
大
会
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
：
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

国
学
院
大
学
」
で
の
最
優
秀
賞
の
獲
得

国
学
院
大
学
」
で
の
最
優
秀
賞
の
獲
得

◆
体
育
連
合
会
吹
奏
楽
部
▽
金
賞
受

◆
体
育
連
合
会
吹
奏
楽
部
▽
金
賞
受

賞
、
賞
、
2121
年
振
り
の
都
大
会
へ
◆
刑
法
関

年
振
り
の
都
大
会
へ
◆
刑
法
関

ゼ
ミ　

文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▽
風

ゼ
ミ　

文
化
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▽
風

鈴
夏
斬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鈴
夏
斬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
団
体
・

個
人
の
成
績

◎
陸
上
競
技
部
＝
第
＝
第
9494
回
関
東

回
関
東

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
（
主
催
・
関
東
学
生
陸
上
競

会
（
主
催
・
関
東
学
生
陸
上
競

技
連
盟
）
が
５
月

技
連
盟
）
が
５
月
1414
日
か
ら

日
か
ら
1717

日
ま
で
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
横

日
ま
で
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
横

浜
市
）
で
行
わ
れ
、
男
子
２
部

浜
市
）
で
行
わ
れ
、
男
子
２
部

１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
決
勝
で
松

１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
決
勝
で
松

永
晃
雅
君
（
健
体
３
）
が

永
晃
雅
君
（
健
体
３
）
が
1414
秒

7171
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

◎
柔
道
部
＝
平
成

＝
平
成
2727
年
度
東
京

年
度
東
京

学
生
柔
道
優
勝
大
会（
男
子

学
生
柔
道
優
勝
大
会（
男
子
6464

回
女
子

回
女
子
2626
回
、主
催
・
東
京
都
学

回
、主
催
・
東
京
都
学

生
柔
道
連
盟
）が
５
月

生
柔
道
連
盟
）が
５
月
2424
日
に
日
に

東
京
・
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

東
京
・
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

同
部
は
ベ
ス
ト

同
部
は
ベ
ス
ト
1616
に
入
っ
た
。

に
入
っ
た
。

こ
の
結
果
、全
日
本
学
生
柔
道

こ
の
結
果
、全
日
本
学
生
柔
道

優
勝
大
会（
男
子

優
勝
大
会（
男
子
6363
回
女
子

回
女
子
2323

回
）の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

回
）の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

◎
相
撲
部
＝
第
＝
第
9494
回
東
日
本
学

回
東
日
本
学

生
相
撲
選
手
権
大
会
（
主
催
・

生
相
撲
選
手
権
大
会
（
主
催
・

公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
連

公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
連

盟
）
が
６
月
７
日
に
東
京
・
両

盟
）
が
６
月
７
日
に
東
京
・
両

国
国
技
館
で
行
わ
れ
、
同
部
は

国
国
技
館
で
行
わ
れ
、
同
部
は

2323
大
学
が
出
場
し
た
団
体
Ｃ
ク

大
学
が
出
場
し
た
団
体
Ｃ
ク

ラ
ス
で
３
位
に
入
っ
た
。

ラ
ス
で
３
位
に
入
っ
た
。

◎
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
＝
関
東
学

＝
関
東
学

生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
２
０
１

生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
２
０
１

５
年
度
春
季
６
部
リ
ー
グ
戦

５
年
度
春
季
６
部
リ
ー
グ
戦

（
主
催
・
関
東
学
生
ハ
ン
ド
ボ

（
主
催
・
関
東
学
生
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
連
盟
）
が
４
月

ー
ル
連
盟
）
が
４
月
1212
日
か
ら

日
か
ら

５
月
５
月
2323
日
ま
で
芝
浦
工
業
大
学

日
ま
で
芝
浦
工
業
大
学

体
育
館
な
ど
で
行
わ
れ
、
同
部

体
育
館
な
ど
で
行
わ
れ
、
同
部

は
４
勝
１
敗
の
２
位
。
５
月

は
４
勝
１
敗
の
２
位
。
５
月
2323

日
に
日
本
体
育
大
学
健
志
台
体

日
に
日
本
体
育
大
学
健
志
台
体

育
館
で
行
わ
れ
た
５
部
７
位
の

育
館
で
行
わ
れ
た
５
部
７
位
の

東
京
経
済
大
学
と
の
入
れ
替
え

東
京
経
済
大
学
と
の
入
れ
替
え

戦
を
戦
を
3131
―
2323
で
勝
利
し
、
５
部

で
勝
利
し
、
５
部

昇
格
を
果
た
し
た
。
鈴
木
康
之

昇
格
を
果
た
し
た
。
鈴
木
康
之

君（君（
法
３
法
３
）は
、
）は
、
5353
得
点
で
、
同

得
点
で
、
同

リ
ー
グ
得
点
王
に
輝
い
た
。

リ
ー
グ
得
点
王
に
輝
い
た
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
武
刀

会
＝
第
７
回
田
邊
杯
争
奪
戦
大

＝
第
７
回
田
邊
杯
争
奪
戦
大

会
兼
世
界
選
手
権
大
会

会
兼
世
界
選
手
権
大
会 

日
本
日
本

代
表
選
考
会
（
主
催
・
公
益
社

代
表
選
考
会
（
主
催
・
公
益
社

団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
協
会
）
が
５
月

バ
ラ
協
会
）
が
５
月
1717
日
に
静

日
に
静

岡
市
由
比
体
育
館
で
行
わ
れ
、

岡
市
由
比
体
育
館
で
行
わ
れ
、

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
対
抗
戦
・
打
突

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
対
抗
戦
・
打
突

競
技
部
門
・
合
戦
の
部
で
準
優

競
技
部
門
・
合
戦
の
部
で
準
優

勝
。
個
人
で
は
、
大
平
峻
也
君

勝
。
個
人
で
は
、
大
平
峻
也
君

（
法
３
）
が
長
剣
フ
リ
ー
初
段

（
法
３
）
が
長
剣
フ
リ
ー
初
段

以
上
の
部
で
準
優
勝
。
二
渡
泰

以
上
の
部
で
準
優
勝
。
二
渡
泰

輔
君（
輔
君（
経
営
１

経
営
１
）が
小
太
刀
１
〜

が
小
太
刀
１
〜

５
級
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

５
級
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

藤﨑君３位、林田君ベスト16
第61回関東学生剣道選手権大会剣道部

藤
阪
君
が
ジ
ュ
ニ
ア

国
際
大
会
に
出
場

柔道部 卓球部

　５月10日、東京・　５月10日、東京・
日本武道館で第61回日本武道館で第61回
関東学生剣道選手権関東学生剣道選手権
大会が行われ、４９大会が行われ、４９
８人の学生剣士たち８人の学生剣士たち
が日頃の稽古の成果が日頃の稽古の成果
を競い、本学からはを競い、本学からは
６人の剣道部員が出６人の剣道部員が出
場した。場した。
　藤　藤﨑大樹君（初教大樹君（初教
２）は６回戦で佐々２）は６回戦で佐々
木君（筑波大）、準々木君（筑波大）、準々
決勝で山本君（日体決勝で山本君（日体
大）に快勝して準決大）に快勝して準決
勝に進出し、三谷君勝に進出し、三谷君
（同）に敗れたが、３位に入った。（同）に敗れたが、３位に入った。
　主将の林田拓郎君（健体４）は、５回戦で前年度覇者を破ってベスト　主将の林田拓郎君（健体４）は、５回戦で前年度覇者を破ってベスト
16の好成績をあげた。16の好成績をあげた。
　林田君と藤﨑君は、６月28日（日）にＢＯＤＹＭＡＫＥＲコロシアム　林田君と藤﨑君は、６月28日（日）にＢＯＤＹＭＡＫＥＲコロシアム
（大阪市）で行われる第63回全日本学生剣道選手権大会に出場予定。（大阪市）で行われる第63回全日本学生剣道選手権大会に出場予定。

表彰を受ける藤﨑君

春季関東学生卓球リーグ戦
　

５
月

　

５
月
3131
日
午
前

日
午
前
1010
時
か
ら
和
光
市
総
合
体
育
館
で

時
か
ら
和
光
市
総
合
体
育
館
で

春
季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
の
入
れ
替
え
戦
が
行
わ

春
季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
の
入
れ
替
え
戦
が
行
わ

れ
た
。
男
女
と
も
に
リ
ー
グ
戦
で
２
部
２
位
の
本
学

れ
た
。
男
女
と
も
に
リ
ー
グ
戦
で
２
部
２
位
の
本
学

卓
球
部
は
、
１
部
７
位
校
と
対
戦
。
試
合
は
男
女
と

卓
球
部
は
、
１
部
７
位
校
と
対
戦
。
試
合
は
男
女
と

も
に
７
試
合
制
で
行
わ
れ
、
４
勝
す
る
と
１
部
昇
格

も
に
７
試
合
制
で
行
わ
れ
、
４
勝
す
る
と
１
部
昇
格

と
な
る
。

と
な
る
。

　

男
子
は
、埼
玉
工
業
大
学
と
対
戦
。初
戦
で
関
谷
樹

　

男
子
は
、埼
玉
工
業
大
学
と
対
戦
。初
戦
で
関
谷
樹

君（
経
ネ
３
）が
幸

君（
経
ネ
３
）が
幸

先
よ
く

先
よ
く
1
勝
、そ
の

勝
、そ
の

後
も
主
将
の
町
田

後
も
主
将
の
町
田

幸
希
君（

幸
希
君（
神
文
４

神
文
４
）

ら
が
奮
闘
す
る
も
、

ら
が
奮
闘
す
る
も
、

善
戦
む
な
し
く
２

善
戦
む
な
し
く
２

対
４
で
敗
退
。日
本

対
４
で
敗
退
。日
本

大
学
と
対
戦
し
た

大
学
と
対
戦
し
た

女
子
も
最
後
ま
で

女
子
も
最
後
ま
で

粘
り
を
見
せ
る
も
、

粘
り
を
見
せ
る
も
、

結
果
は
１
対
４
。男

結
果
は
１
対
４
。男

女
と
も
に
１
部
昇

女
と
も
に
１
部
昇

格
に
は
届
か
な
か

格
に
は
届
か
な
か

っ
た
。

っ
た
。

１
勝
を
勝
ち
取
っ
た
関
谷
君（
左
）

平成27年６月10日（水曜日） 　　（８）國　學　院　大　學　学　報第636号
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